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序章　彼女の幸福






　手の込んだ刺し繡しゆうが施ほどこされたタペストリーの中で、ふくよかな女性が包容力あふれた笑みを浮かべている。大陸の西南、かつて火山の噴ふん火かによって焼き払われた大地に建国されたマルグレートの民族神である聖せい地ち母ぼ神しんマルグレーテだ。

　黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみ、浅黒い肌はだに肉感的な肢し体たいといった、マルグレート人の理想を体現した女神。彼女の姿を織り込んだタペストリーで絢けん爛らんに飾り立てられた天幕の中、先ほどからキィキィと子こ猿ざるが鳴いていた。

　愛あい玩がんしている子猿を抱かかえ、天幕の中央であぐらをかいている黒髪の青年は、ここマルグレートの第一王子ファルハドである。だが子猿がしきりに鳴くのに対し、ファルハドはほとんど表情を動かさない。ひたすら無言で、自分に似た面おも差ざしを持つ青年の報告を聞いている。

「そういう訳で、〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉を一気に広める計画は失敗しました。この僕としたことが、噂うわさの死神姫たちを少々侮あなどりすぎていましたね、はっはっは!!」

　黒目がちの瞳をきらめかせ、兄の分まで白い歯を見せて笑うのは第二王子のジェリオである。慣例に従って早々に王位継けい承しよう権けんを放ほう棄きし兄の臣しん下かに下り、大使として日々他国との折せつ衝しようを行っているため、その舌は有能な商人のように滑すべりがよい。

　それもそのはず、彼は人類の夢を扱あつかう商人なのだ。不老不死、生き返り、その他『奇き跡せき』を気高きマルグレート人以外にも分け与えてやる心優しき商人。もちろんいただくものは、きっちりといただくが。

「もっとも、死神姫と強きよう公こう爵しやくを担かつぎ出した『残ざん虐ぎやく王おう』の先見の明を褒ほめるべきかもしれませんが。しかし困りましたねえ。父上に知られたら、どんなにお叱しかりを受けるか……」

　瞳を伏ふせる弟を、ファルハドが静かに見やる。元来口数が少なく、しゃべりだすまで時間のかかる兄が口を開く直前、ジェリオはさっと眼を上げた。

「さすが兄上。僕ごときの小さな失敗など、父上に伝えるまでもないと!!」

「……いや」

「やはり、我われらが偉い大だいなるマルグレートの未来の王ともなると器うつわが大きい！　そうですよね、兄上はすでに国を動かす立場にいらっしゃる。どうせ最終的には僕たちの完全勝利となるのですから、わざわざ父上に報告する必要はないと、いやあ懐ふところが広い!!」

「いや、俺は……」

　ファルハドが話しだそうとするたびに、ジェリオは巧たくみに彼の出鼻をくじく。表情を動かさないまま静かに困こん惑わくしているファルハドに代わり、子猿がキィキィと怒いかりの声を発した。

　その小さな頭を、もうひとりの青年が軽く撫なでた。

「死神姫たちにしてやられ、落ち込んでいるかと思っていましたが、ジェリオ兄上はお変わりないようで何よりです」

　よく手入れされた指先で優しく子猿を諫いさめる青年を、ジェリオは鋭するどい瞳で見た。父や兄、他国の折衝相手などには決して向けない、冷ひややかな表情だった。

「他ひ人と事ごとのような顔をするな、イズマイール。無論、やられっぱなしで終わる僕じゃない。兄上は気安く本国を動けるような立場ではないのだから、今度はお前に働いてもらうぞ」

「あまり気が進まないですね。死神姫アリシアといえば、遠くこのマルグレートまで名を馳はせる幸福な人妻ではないですか。私は、女性の幸せを壊こわすことは望みません」

　ゆっくりと首を振る動きに合わせ、緩ゆるやかに波打つ長い黒髪が揺ゆれる。感情が表に出ないため一見近寄りがたい長兄や、調子が良すぎて胡う散さん臭くささを拭ぬぐえない次兄と違い、マルグレート第三王子イズマイールは芸術家のごとき浮き世離れした空気を持っていた。

「彼女に何事かあれば、周囲の女性たちもきっと悲しむことでしょう。大きな器をお持ちのファルハド兄上や、知恵者のジェリオ兄上と違い、私は女性の心を摑つかむこと以外何もできない能なしです。誠まことに申し訳ないですが、お役には立てないかと……」

　主義に合わない面めん倒どうごとを、のらくら回かい避ひしようとしているのは明白だった。だが朴ぼく訥とつな兄と違って一ひと筋すじ縄なわではいかない弟へ、切り札なしに対たい峙じするようなジェリオではない。

「分かっているさ、イズマイール。だが、『彼女』の幸福のためだとしたら？」

　ぴくりと、イズマイールが口の端はしを引きつらせる。

「……どの彼女のことでしょう」

「とぼけるな、分かっているはずだ。いいから僕の計画を聞け。そうすればお前は、今度こそ『彼女』を救ってやれる」











第一章　王子撃沈






　シルディーン王国北の辺境、アズベルグ地方。

　起き伏ふくの激しい瘦やせた土地は一年を通して寒冷であり、作物の育ちは非常に悪い。乏とぼしい栄養でも育つ泥どろイモなどで糊こ口こうを凌しのいでいるものの、穀こく類るいや果物は豊かな土地を持つ南のフェイトリン地方、山を挟はさんで東のレイデン地方に頼っているのが現状だ。

　とはいえ、現領主カシュヴァーン・ライセンの代になってからは事情が変わった。フェイトリンからは「死神姫」アリシア・フェイトリンを娶めとり、レイデン地方の領主であるティルナード・レイデンの後こう見けん人にんとなったことにより、二地方との縁えんが深くなったからだ。おかげで好条件での作物取引が可能となっている。

　一方西のオーデル地方は地理条件こそフェイトリンやレイデンと比べて遜そん色しよくないものの、大きな問題があった。オーデル地方の領主であるジスカルド・オーデルとカシュヴァーンが犬けん猿えんの仲であることだ。ジスカルドはメイドの血を引く成り上がりとカシュヴァーンを馬ば鹿かにし、アズベルグの民がどれだけ困っていようが決して食料の供給などしなかった。

　しかし、それも昔のこと。カシュヴァーンがアリシアと結婚してから起こった数多くの事件を経へて、ジスカルドとの仲も劇的に改善された。隣りん国ごくクルセージュにて〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉の一件に関わったことにより、今や二人は兄きよう弟だい弟で子しの関係である。

「最近のカシュヴァーン様の男っぷりには、すさまじいものがあるよ。あのオーデル侯こう爵しやくが、ライセンの屋や敷しきに入り浸びたっているというのだから……」

「シルディーンの危機に際し共きよう闘とうしたことで、熱い友情が芽め生ばえたんだな、きっと。すかした嫌いやな奴やつだと思っていたけど、あの侯爵閣かつ下かも意外に話が分かるなあ!!」

　事情を知らないアズベルグの住民たちの間では、領主たちの評価が勝手に上がっている。ジスカルドが先日からライセン家に逗とう留りゆうしているのは事実だが、熱い友情が理由ではなかった。







　アズベルグ地方のさらに北、黒い森の奥にある領主の館やかた。春の日差しがかえって不吉な気配を強めてしまう、翼つばさ持つ怪かい物ぶつだらけの不気味な建物の一階では、本日も領主夫妻がいちゃいちゃしている。

「おはようございます、カシュヴァーン様!!」

　ひたすら地味な顔がぱあっと輝かがやくような、掛け値なしの笑みを浮かべる眼鏡めがねの少女。カシュヴァーン最愛の妻であり、「死神姫」の二つ名で知られたアリシア・ライセンだ。

「今日は一日家にいらっしゃるのですよね、嬉うれしいですわ!!　お食事の時間を一緒にできると、何かと経済的ですしね!!」

　忙いそがしい夫と長く一緒にいられることも、ついでに食費が減ることも、彼女にとっては両方喜ばしいことである。物ぶつ騒そうな噂うわさ話ばなしばかりが一人歩きしているが、本人は恐きよう怖ふ小説と金と夫が大好きなだけの、ごくありふれた十六歳の娘むすめだ。

「ああ、おはよう、アリシア。今日は大勢の客が来る予定なので、屋敷を出ないつもりだ。いずれも面めん倒どうな連中ばかりだが、可か愛わいいお前とひとつ屋根の下と思えば耐たえられそうだ」

　妻の笑顔につられたように、強こわ面もての顔をほころばせるのはカシュヴァーン・ライセン。黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみ、斬きりつけられた左眼を覆おおう眼がん帯たいまで黒くろ革かわという、黒ずくめの服装を好む偉い丈じよう夫ふだ。「アズベルグの暴君」として恐おそれられているが、アリシアの前ではただの夫馬鹿である。

「カ、カシュヴァーン様こそ、よく見えないぐらいに毎日かっこよくて……あ」

「カーシュ様、だろう？　アリシア。お前には、そう呼んでほしいものだ」

　時間がある分、朝っぱらからカシュヴァーンの声は甘い。朝食前から胸焼けがしそうだが、胸焼けした分食べる量を減らせそうなところまですてきだと、妻馬鹿のアリシアは早さつ速そくときめいている。

「はい、カーシュ様……」

　くいっとあごを持ち上げられたのと同時に、平均よりかなり平たい胸の奥が切なく絞しぼられるような感かん触しよくがあった。本日一回目の「おなかが痛い」を味わいながら、口づけの予感にそっと眼を閉じる。

　この程度の接せつ触しよくであれば、いつも「破は廉れん恥ち」とうるさい執しつ事じのトレイスも何も言わない。夫妻の斜ななめ後ろに立ったまま、礼れい儀ぎ正しく眼を伏ふせて見み逃のがしてくれる。この上なく幸福で完かん璧ぺきな、一日の始まりだと思われた。

　しかしそこに、水みな底そこの国から響ひびくような暗い声が割って入った。

「……仲の良いことだな……」

「きゃっ!?」

　驚おどろきと、そして喜びが含ふくまれた悲鳴を上げてアリシアが振り返った。

　二階に上がる大階段の柱にもたれるようにして、金きん髪ぱつの美青年が物もの憂うげに立ち尽つくしている。屋敷中を染そめる黒と深しん紅くの色しき彩さいと相まって、その姿は悩なやめる吸きゆう血けつ鬼きのようだ。

　ジスカルド・オーデル。アリシアの生家フェイトリン同様、シルディーン各地にその名を刻む地ち方ほう伯はくだが、フェイトリンと違ちがって落ちぶれてはいない。八十年ほど前に国内で吹き荒れた下げ克こく上じようの気風を耐え抜き、一年前の内乱騒そう動どうも乗り越えて、今や女王エルティーナの宰さい相しようにまでなった大貴族だ。

　しかし、重職にあるはずの彼は現在王宮に出仕していない。家にも戻らず、不仲で有名だったはずのライセン家に五日前から逗留している。

「仲良き夫婦は美しいものだ。良いことだ。実に……良いことだ」

　虚うつろな声でつぶやいたジスカルドは、突然華はなやかな金髪をぐしゃぐしゃとかき乱し始めた。

「それに引き換え、私たちのていたらくときたら……」

　はああああああ、と、これみよがしに大きなため息ひとつ。この時点でカシュヴァーンはこっそり舌打ちしているが、己おのれの不幸で手て一いつ杯ぱいのジスカルドは気づかない。

「……いや、これがいけないのだな。悪いのは私だ。私の、これまでの態度が原因だ。貴様もそう言いたいのだろう、ライセン」

「……まあな。一応、それには気づいているんだな」

　二度目の舌打ちを我が慢まんしたせいで、微び妙みように顔を引きつらせたままカシュヴァーンが相あい槌づちを打つ。甘い空気の復活は難しいと悟さとったらしく、未練がましく妻のあごを取っていた指を渋しぶ々しぶ離した。

　一方のアリシアは、「まあ、オーデル侯爵様、恋に破れた美青年なんて、惨さん劇げきの予感がぷんぷんしますわね！」と言いたいのを一いつ生しよう懸けん命めい堪こらえていた。

　結婚当初なら間違いなくそう口走っていただろう。だがカシュヴァーンを「特別」な王子様だと認識するなど、彼女もまた成長したのだ。夫の仇きゆう敵てきだったのも今は昔、弟弟子にまでなったジスカルドを力づけてやらなければ。

「ええと……オーデル侯爵様、元気をお出しになって！　私たちが仲良し夫婦であることと、エルティーナ様があなたの求婚を断ったのは別問題ですから!!」

「あああああああ!?」

「アリシア、アリシア、聞いてる俺まで胸が痛くなってきたからやめてあげて？」

　苦く悶もんの声を上げて柱にすがりついたジスカルドの横、音もなく出現した銀ぎん髪ぱつの少年はアリシアたちの「息子むすこ」ルアークだ。同時にカシュヴァーンの恋こい敵がたきを自称している身にはジスカルドのつらさが染しみるのか、よしよしとその背を撫なでてやっている。

　西の大国クルセージュの「残ざん虐ぎやく王おう」デュランダールの頼みにより、ライセン家一行は先日彼かの国を訪れた。そこで起こった事件に感かん銘めいを受けたジスカルドは、元妻であるシルディーン女王・エルティーナに再求婚した。

　一度目の時も入念に準備をした上で、乙女おとめ心ごころに直ちよく撃げきするような仕掛けを施ほどこしたらしいが、それは王女の血筋を求めてのこと。本物の情熱を基もとにした二度目の求婚は、少なくともエルティーナを感動はさせるだろうと誰だれもが思っていた。

　ところが彼女は「やあねえジス、今さら何を言ってるの？　あなたにしては、いまいち面おも白しろくない冗じよう談だんねえ」と大変気楽に断ったそうなのだ。以来ジスカルドは恋愛において兄弟子となったカシュヴァーンの家に留とどまり、陰いん鬱うつな空気を撒まき散らし続けている。

「正直、私も納なつ得とくはいきませんけど……エルティーナ様はオーデル侯爵様のことがお好きなはずですし、ガーゼット侯爵閣下が用意された衣い装しようはこの上なくすてきでしたのに……」

「……衣装に一いち因いんはあったかもね……」

　首をひねるアリシアの横で、ルアークは遠い眼をしている。ジスカルドと同格の宰相である「悪あく食じき大たい公こう」、グラネウス・フィラル・ド・ガーゼットが彼のために用意した服を思い出しているのだ。

　色とりどりの薔ば薇らの花で飾り立てた悪夢のように豪ごう華かな一品を手に、「カシュヴァーンには選べない意い匠しようだからな」とグラネウスはいい笑顔だったという。あえなく討うち死じにとなった後は責任を感じたのか、宰相としての仕事を一手に引き受けてくれているので、ジスカルドもここで油を売っていられるのだ。

「ふん、女王陛へい下かがてめえの女おんな遍へん歴れきを思い出せば、冗談と受け取られても仕方あるまいよ。ガーゼット侯爵にはアリシアが好きな本の続きを早く書いていただきたいのに、甘えやがって……」

　グラネウスへの尊敬もあり、普段よりいささか乱暴な口く調ちようでカシュヴァーンが吐はき捨てる。と、黙もくして状じよう況きようを見守っていたトレイスが小さくつぶやいた。

「オーデル侯爵に対しては、私も複雑な気持ちはあります。ずっとカシュヴァーン様のことを見下してきた方ですし……」

　顔色をうかがうような視線をよこされ、カシュヴァーンも苦いため息を漏もらす。

「エルティーナ女王陛下を、散々振り回してきた浮気者だからな。自じ業ごう自じ得とくだ、ざまあみやがれ、とは思っている」

　両親、特に父親との間に複雑な確かく執しつを抱かかえていたカシュヴァーンは、女性の不幸が嫌きらいである。エルティーナと結婚する前も結婚した後も女遊びが絶たえなかったジスカルドになど、優しくできるはずがない。

「……まあ、そうですよね」

　カシュヴァーンの事情については、一番付き合いの長いトレイスが誰だれよりもよく知っている。あまり強くも言えないと思ったのか、言葉を濁にごして話を終わらせようとした。

　ところがカシュヴァーンは、はあっと大きく息を吐いてから付け足した。

「だが、俺も〈強きよう〉公こう爵しやくなどと言われてはいるが、神ほど偏へん狭きようではないからな」

「……カシュヴァーン様」

　意外そうなトレイスの頭を、カシュヴァーンは軽く小突いてやる。ちらりと視線をやった先ではジスカルドがルアークに何事か愚ぐ痴ちっており、その横でアリシアがなぜか柱を撫なでている。それすらも気に障さわるのか、小さく舌打ちしてから、

「ふられてこれだけ落ち込むということは、女王陛下に対して本気だったということだろう。それはいいかげん、認めてやってもいい。……手前勝手な態度でこれ以上あの方を苦しめるなら、ルアークに頼んで去勢してやろうかと思っていたが……」

「カーシュ様、成長されましたね……」

　瞳を潤うるませるトレイスに「まあな」と笑ったカシュヴァーンは、不意に強く拳こぶしを握にぎり締しめた。

「第一、あいつがいると落ち着いて子作りできない!!」

「私の感動を返して下さい!!」

　嘆なげくカシュヴァーンに、トレイスが別の意味で泣きそうな顔をした。だがカシュヴァーンは友でもある執事の肩かたをがっしと摑つかみ、真剣なまなざしで語る。

「トレイス、俺は真ま面じ目めな話をしているんだ！　先日俺は、愚おろかな疑いを抱いだき、アリシアを傷つけた……」

　ジスカルドを再求婚に走らせた事件。彼の領地の近く、クルセージュのランフォード伯爵領にて体調不良に陥おちいったアリシアに対し、マルグレートの第二王子ジェリオが最悪の讒ざん言げんを弄ろうした。そのせいでカシュヴァーンは疑心暗鬼に陥り、妻と自分を苦しめたのだ。

「二度と同じ過あやまちを繰くり返さないために、さっさとアリシアの腹に俺の子を仕込んでだな!!」

「ああああああ気持ちは分かりますが黙だまって下さい黙れ!!」

　耳をふさいでトレイスが絶ぜつ叫きようし、本格的な説教を始めようとする。アリシアと再婚する前ならこのまま叱しかりつけられて終わりだっただろうが、先ほどトレイスも認めたとおり、カシュヴァーンは成長していた。

「なあ、トレイス。お前は俺の親友だよな？」

　まだ肩を摑まれたままだったトレイスは、至し近きん距きよ離りで突然親友扱あつかいされて眼をぱちぱちさせた。

「え、は、使用人である私をそのように言っていただけるのは、大変嬉しく思いますが……」

「俺も嬉しいぞ、トレイス。主従の域を超え、長年連つれ添そってくれたお前には非常に感謝している。だからお前にも、幸せになってほしい」

「……あの、私をまたシャンテ様のところに行かせようとしているのなら、無む駄だですからね……？」

　シャンテ・キャストリーはアズベルグの北、傭よう兵へい稼か業ぎようで潤うるおう小国ラグラドールの人間だ。女だてらに傭兵団長を務つとめる彼女はやたらとトレイスを気に入っており、折りに触ふれて「子こ猫ねこちゃんへ」と手紙だの贈おくり物だのをよこしてくる。

　体ていよく追い払うつもりならごめんだと、トレイスは警けい戒かいを露あらわにしている。だがカシュヴァーンの思おも惑わくはそのように浅いものではなかった。

「何を言うか、愛いとしいお前をあんな女のところになど行かせる訳がない」

「あ、ありがとう、ございます……」

　元々カシュヴァーンは鋭するどい瞳に力がある、凄すご味みのある色男である。眼帯で片眼が隠かくれていてなお、視線の強さは年々増している。そこに熱ねつ烈れつな言葉が加わったことで、トレイスは乙女のようにどぎまぎと顔を伏せた。

　口の端はしで薄うすく笑ったカシュヴァーンは、ここぞとばかりに真剣な声を出す。

「しかし、お前は欲がない男だからな。金も地位も名めい誉よも武力も併あわせ持った女に望まれても、見向きもしない」

「……いろいろ突っ込みたいことはありますが、私は一応、聖職者を志向したこともありますので」

　男の自尊心を刺し激げきされたのか、一いつ瞬しゆんトレイスが冷静になった。そのまま普段の調子に戻るのを阻そ止しすべく、カシュヴァーンは彼の肩にかけた指先に力を込める。

「そうだ、トレイス。お前は昔から、自分ではなく周囲にばかり気を遣つかうようなやつだった。だから心優しいお前を幸せにしようと思えば、親友である俺自身を幸せにするのが一番手っ取り早い訳だ」

「は……それは、まあ、そうですね。私はいつも、あなたの幸せを第一に考えておりますので」

　怒ど濤とうの論理展開に、流されるままトレイスがうなずく。隙すきを見せた親友へ、カシュヴァーンは一気にたたみかけた。

「昔の俺は、自分の幸せも他人の幸せも願えなかった」

「……ええ」

「だが今は違う。現在はもちろん、未来においても、俺と俺の周囲の人間が幸せであれと思っている」

「カーシュ様……本当に、成長されて……」

　うっかり瞳を潤ませているトレイス、次いでアリシアへと、カシュヴァーンはとびきり優しく微笑ほほえんだ。

「ああ、何せ現在の俺は、アリシアという世界一可愛い妻を得たのだからな。おかげで、世界一幸福だ」

「まあ、カーシュ様……おっしゃることも、世界一かっこいいですわ」

　ぽっと頰ほおを染めたアリシアは、無意識にかジスカルドの側そばを離れてカシュヴァーンへと歩み寄ってきている。満足そうにうなずいたカシュヴァーンは、トレイスに視線を戻した。

「もちろん、親友であるお前もいてくれるからな。では未来の幸福とは何か？　それはアリシアとの間に、俺の血を受け継つぐ子を成すことだ」

「それは……！」

「そうだな。昔の俺なら、それこそディネロのように、俺の代でライセン家は終わっていいと考えただろう。だが今は違う。お前も少なからず貢こう献けんしてくれたこの幸福を、次代に伝えたいと思っている」

「カーシュ様……!!」

　感激のあまり、トレイスは今にもカシュヴァーンに抱だきつかんばかりだ。だが実行に移す前に、二人の間へ冷たい銀色が差し込まれた。

「ちょっとおにいちゃん、トレイスさんまで落とそうとするのやめてくれない？」

　得え物ものである針状の武器を構えたルアークが、冷さめた瞳で横よこ槍やりを入れてきたのだ。

「邪じや魔まするなルアーク、あとひと押しでこいつは陥かん落らくする。そうなれば、最も早はや今の俺に障しよう害がいはない」

　視線はトレイスに向けたままほざくカシュヴァーンへ、ルアークはいっそ艶えん然ぜんと笑った。

「へええ、それって最強の死神を前にして言うことかなぁ？　ねえ、おにーいちゃん」

　形ばかりの媚び態たいを示す緑の瞳が得物のそれより光っている。「おにいちゃん」かつ「お父さん」でもある男に負けず劣おとらずの眼光だったが、カシュヴァーンは片手を伸ばしてルアークの頭をわしゃわしゃと撫でた。口元にからかうような笑みを浮かべることも忘れない。

「嫉しつ妬としているのか？　安心しろ、俺たちの『長男』がお前であることは変わりがない」

「……わぁ、俺にまで誘ゆう惑わくの手が伸びてきた！　しかもちょっと流されそうになった!!　男っぷりを上げすぎだね、死んで!!」

　はっと我われに返ったトレイスが後方に飛び退のいたのを合図に、カシュヴァーンが不敵な笑みを浮かべて剣を抜く。手加減なしにルアークが突き出した針を柄つかで受け止め、同時に蹴けりを繰り出す。ちょっとだけ物騒な、いつもの「父おや子こ」の触れ合いだ。

「うふふ、今日も私の旦だん那な様さまと息子は仲良しね！」

　それを楽しそうに見ていたアリシアは、ふと気づいてジスカルドに謝った。

「まあ……申し訳ありません、オーデル侯爵様。私たちだけで楽しそうにして」

「……いや、この茶番の輪に加えていただきたいとは思っておりませんので……あと、申し訳ないですが私はこっちです」

　どうしようもない光景を前にしたことで、ジスカルドは己を取り戻したようだ。ついでに控ひかえめな口調で、カシュヴァーン以外まともに見えないアリシアの注意を喚かん起きした。

　朝食が始まるまでは、この喧けん噪そうは終わらないかのように思えた。ところが荒あらっぽいじゃれ合いに勤いそしんでいたルアークが、ふと屋敷の外へと眼を向けた。

「おっとっと、幸せいっぱいっぽいご夫婦がもう一組か。ジスカルドおにいちゃん、部屋に戻ったほうがいいかもよ？」

「というか、とっとと帰ってほしいんだが……」

　剣を収めたカシュヴァーンのぼやきが消えないうちに、メイドのセイラが近づいてきて、本日一組目の来客の名を告げた。







　不毛なやり取りを中止して待ち受けるアリシアたちの前で、一階の大おお扉とびらが開く。それさえ待ちきれないとでもいうように、茶色い髪の若者が息せき切って飛び込んできた。

「ライセン、アリシア様！　あ、えーと、オーデル侯爵閣下も!!」

「あら、レイデン伯はく爵しやく様。ノーラ、セイグラムも、ジェダも、お久しぶりね！」

　カシュヴァーンの背中に隠れているジスカルドに気づいてしまい、一瞬勢いを失った彼はティルナード・レイデン。東の名門地方伯レイデン家の長であり、かつてはカシュヴァーンの被後見人だった。

　シルディーンで成人として認められる十八を迎むかえた現在は、もう立派な大人おとなだ。中肉中背で少々女顔と、頼りない風ふ情ぜいにあまり変わりはないが、何せ彼は、ついに愛しい相手と結ばれるのだから。

「ようやくノーラと完璧な式を挙げられる準備が整った！　クルセージュ王家の方々も、足を運んで下さるそうなんだ!!」

　喜色満面で叫さけぶティルナードは、これ以上ないほどに浮かれきっている。最近は大人びた態度を取ることが多かっただけに、はしゃぎようが目立った。

「時間を取った甲か斐いはありましたね。うまく事を運べば、レイデン家の当主として国内外に存在感を示せます」

　ティルナードの斜め後ろに控えた黒髪の青年が、くいっと眼鏡を押し上げながら後に続いた。ティルナードの教育係兼けん執事のセイグラム・アーレイである。

　主あるじと違ってその声は冷静だが、過去には主との恋を育てるノーラを雌めす猫ねこ呼ばわりして妨ぼう害がいしてきたことを思えば大いなる進展であろう。ちなみに隣となりでありもしない眼鏡を押し上げるしぐさをしている銀髪の青年は、周囲の影えい響きようを受けやすいルアークの「兄」ジェダだ。

「まあ、よかったわノーラ！　これで正式に玉の輿こしに乗れるのね!!」

　アリシアもティルナード同様はしゃいだ声を上げ、親友であるノーラに呼びかけた。鮮あざやかな赤毛と華やかな美び貌ぼうを誇ほこる彼女は目立つので、アリシアの視力でも判別しやすいのだ。

「ノーラ？」

「……なんですか？　奥様」

　セイグラムのさらに後ろ、静かな足取りで広間に入ってきていたノーラ・フィラル・ド・ガーゼットがやや鈍にぶく反応する。声の方向からして、アリシアが他の人間と間違えた訳ではなさそうだ。

「あ、いえ……見間違いね」

　いつも以上に美しく装よそおっているのに、ノーラの表情がやけに沈しずんで見えたのだ。ついでに声こわ音ねも、年中灰色の雲に覆われたアズベルグの空のごとく、どんよりしているような。

　だが、そんなはずがない。元々はカシュヴァーンの愛人を勝手に名乗っていたほど、上昇志向が強いノーラである。相思相愛のレイデン家当主とようやく結ばれるのに、どうして浮かない顔などするだろうか。

　先日会った際も不安そうな様子ではあった。しかしそれは、式の日取りがいつまでも延えん期きされ続けているからではなかったのか。周りと比べて肩身が狭せまいようなことは言っていたが、ノーラはもう、ただのメイドではないのに。

「ノーラ、そろそろアリシア様を奥様と呼ぶのはやめたらどうだ」

　珍めずらしく逡しゆん巡じゆんするアリシアをよそに、セイグラムが冷静な忠告を始めた。

「お前がアリシア様のメイドだったことはもう過去のこと。現在は共に名門地方伯の娘なのだ。対等の友人として接するべきだと思うが？」

　そう、ティルナードに相応ふさわしい立場に立つため、今やノーラはオーデル家と並ぶ名門ガーゼット家の養女である。それだけでも彼女の虚きよ栄えい心しんを満足させるはずだが、なぜか一瞬、ノーラはびくっと身を竦すくめた。

「あっ……そ、そうですわ、ね！」

　だが次の瞬間ノーラの唇くちびるから出たのは、高笑いだった。

「ほほほっ、とっ、当然ですわ！　だって私は、血筋はとにかく女性としては断然奥様より上ですものねぇ!!」

　豊かな胸を強調するように腕うでを組み、高こう慢まんな笑顔で宣言する。持ち前の勝ち気さを凝ぎよう縮しゆくしたような台詞せりふにほっとしたアリシアは、ぱちぱちと拍はく手しゆを送った。ジェダもちょっと遅おくれて拍手を始める。

「よかった、いつものノーラだわ！　ねえ、やっぱりカシュヴァーン様の愛人も兼任しない？」

「アリシア様、それはちょっと困りますが……」

　仮にも結婚式を間近に控えているのである。さすがにティルナードが止めに入ってきたが、否定したのはそこまでだった。

「だがノーラ、むしろそれぐらい心意気があったほうがいいぞ！　ただのメイドなら不ふ遜そんに映うつる態度も、レイデン家の奥方となれば頼もしい!!」

　ぐっと拳を握って、アリシアの提案に賛成してくれる始末。ノーラは両眼を見開いて息を殺し、なぜかトレイスが「レイデン伯爵、成長されましたね……」と感かん涙るいしている。隣で「トレイス、俺が悪かったから、そろそろ眼を覚ませ」とたしなめる親友が引き起こした混乱がまだ消えていないらしい。

「そうですね。ノーラとの結婚により、レイデン家はガーゼット家との繫つながりも持てる訳ですから。ゆくゆくはオーデル家に代わり、宰相として迎えられることも夢ではありません」

　眼鏡の縁ふちを光らせて、セイグラムがカシュヴァーンの後ろを見た。幸せな空気を避さけるように、長身を縮こめていたジスカルドと視線が合う。

「おい、余計なことを言って、今のこいつを刺激するな」

　カシュヴァーンが渋い顔で制止しようとしたところ、今度はティルナードがジスカルドに話しかけた。

「あ、ああ、そうだオーデル侯爵。招しよう待たい状じようはオーデル家にお送りしましたが、まだ返事をいただいておりませんで……よろしければ僕たちの結婚式に、参列して下さいませんか？」

　セイグラムの発言に比べれば、十二分に穏おん当とうな話題ではあった。ただしあくまで相対評価であり、ジスカルドの気持ちは一気に下降したようだ。

「……女王陛下は参列されるのだろう。ならば、行かない。あの方にとっても、そのほうがよかろう……華か燭しよくの席で、私と顔を合わせるなど……ガーゼット侯爵も養女の婚こん儀ぎに集中したいだろうし、暇ひまな私が仕事を再開しなければ……」

　背後でいじけ始めた気配を察知し、カシュヴァーンが静かに天を仰あおぐ。こうなると長いんだよな、とうんざりした顔でひとりごちた声を、アリシアが拾った。

　愛する夫の役に立ちたい。

「オーデル侯爵様、そんなことはありませんわ！　エルティーナ様は、とっても気軽にあなたの求婚をお断りになったのでしょう？　よその婚儀の席で顔を合わせるぐらい、全く平気ですって。それに宰相のお仕事も、国内が落ち着いている今はあなたでなくても」

「あああああああああ!!」

「アリシア、本当にやめてあげて？　ね？」

　できた「息子」がそっとアリシアをなだめ、ジスカルドを庇かばう。トレイスが「アリシア様も成長されて……」と泣き出した。余計に混こん沌とんとした状況を見やり、瞳をすがめたカシュヴァーンが何か言おうとした時、ティルナードがそっと彼に近づいてきた。

「か、かえって混乱を招まねいてしまったようですまない。だが……ちょっと時間が取れないか。実は招待客のことで、相談があるんだ」

　含みのある表現で、カシュヴァーンはすぐぴんときたようだ。

「マルグレートの王子が、自分たちも呼べと言ってきたんだな？」

　事もなげに言い当てられ、ティルナードがきょとんとする。

「なんで分かったんだ？」

「奴らの鼻っ柱をぶっ叩たたいて退散させて以降、しばらく音おと沙さ汰たがなかったからな。だが、あれで引き下がる連中とも思えない。……女王陛下の周りを、うろうろしているようでもあるしな」

　ジスカルドに聞こえないように声を潜ひそめたカシュヴァーンは、まだルアークに慰なぐさめられているジスカルドを見やった。短い逡巡の後、突然妙みように明るい笑顔を作ってトレイスの肩に手を置く。

「あー……トレイス」

「はい？」

「オーデル侯爵は頼んだぞ、親友。アリシア、ルアーク、お前たちは一緒に来い」

「はぇ？　あっ、ちょっと、カーシュ様っ!?」

　面倒ごとを押しつけられたせいで、ようやく眼が覚めたようだ。声を裏返らせるトレイスを置き去りにし、カシュヴァーンはアリシアたちを連れて二階の自室に避ひ難なんした。







　不気味な怪物だらけの館内においては、必要最低限の調度品しかない主の部屋は普通としか言えない。地位と悪あく名みようを考えるとむしろ質素である室内に、ティルナードの物憂げな声が響く。

「もちろん、マルグレートに招待状は送っていないんだ。影響力の大きさは承しよう知ちしているが、アリシア様へ失礼な態度を取った連中と深く付き合うつもりはない」

「当然ですね」

　セイグラムもきっぱりとうなずき、アリシアは不思議そうな顔をする。

「あら、セイグラムはてっきり、ある程度のお金を引っ張れるぐらいにはお付き合いを奨しよう励れいすると思っていたわ」

　あのゼオルディスとの不ふ貞ていを疑うような無礼者であるが、それはそれ、これはこれ。現実主義者のアリシアとしては、同じく現実主義者のセイグラムなら、強力な交こう易えき国家であるマルグレートとの付き合いを望むと考えていた。

「うまく金だけ引っ張れる程度の付き合いですむとは思えないですからね。彼らは信教まで輸出しようとしている凄すご腕うでです。下へ手たに手を出すと、思想ごと乗っ取られる可能性があります」

　珍しくセイグラムの口調は渋い。現実主義者であるだけに、マルグレート人の、というより〈神具礼賛〉の影響力を心得ているのだ。

　何せ彼らが提供するのは『奇き跡せき』。前回は生き返りという、アリシアやカシュヴァーンの胸にも響く商品を使い、クルセージュ内に勢力を伸ばそうとしていた。

「……そうね。ただお金だけを、巻き上げられる訳ではないかもね……」

　ふと脳のう裏りを過よぎるのは、失った父母の顔。アリシアのつぶやきも、知らず湿しめり気けを帯おびる。

　だが、やはりこの世に『奇跡』などない。マルグレートの第二王子にして〈神具礼賛〉の黒幕と噂されるジェリオは、いんちきの種を見抜かれて引き下がった。

「やっぱり詐さ欺ぎなんてだめね、商売は誠実さが第一だわ。確実な利益を積み重ねていくことが、最終的には……あ」

　長年の習慣づけにより、金のことを考え始めると意識がすべてそちらに流れる。自力で暗い記き憶おくを振り払ったアリシアの頭に、血の通った重みが乗った。俺はここにいると、伝えるように。

　文ふ机づくえにどっかりと腰こし掛かけたカシュヴァーンだった。視線はティルナードに据すえたまま、手だけ伸ばして頭を撫でてきたのだ。

「俺も今、奴らと事を構えるのは避さけたい。ティルたちの婚儀のためにある程度日程は空あけてあるが、あまり余よ剰じようはない状態なんだ。いろいろと準備に忙しいのでな」

「そ、そうですわよね、アズベルグの春は短いですもの。あれこれ行事もありますし」

　頭皮を滑すべる感触に気もそぞろになりながら相槌を打つと、カシュヴァーンはさらっと言った。

「そうだな。特に領主の妻の誕生日という、最大の行事が待っている」

「……あ」

　完全に虚きよを衝つかれ、思わず夫を見上げれば、彼は微び苦く笑しようしている。ジスカルド来訪などに気を取られ、自分の誕生日について完全に失念していたことはお見通しだったようだ。

「記念すべき十七歳の贈り物は、息子か娘にしたいと思っていたのだが……まあいい、どうせ他にいろいろ用意はしているのだし」

　やたらと子作りを急ごうとしていたのは、一応そういう理由もあったようである。

「だが、クルセージュ王家を通して招待の催さい促そくが来た、か？」

　赤くなるアリシアの髪を梳すくように撫でながら尋たずねられ、ティルナードは二重の意味で苦笑する。

「……本当に、よく分かるな」

「本気で神様を信じてるやつの考えはよく分からんが、神様で商売をする連中なら思考は追える」

　皮肉っぽくつぶやいたカシュヴァーンは、足を組み替えた。ついでのようにアリシアを抱き寄せ、膝ひざに乗せる。

「……しかし、まあ、招待ぐらいはしない訳にもいくまいな。前回の件も、結局オーバンとやらに罪を押しつけ、被害者面づらで終了だ。断る材料がない」

「……だねー」

『奇跡』の余波に心を痛めるアリシアを慰めるためだと理解しているからだろう。眼前の光景への突っ込みを放ほう棄きしたルアークは、肩を竦めて相槌を打った。

　降こう霊れい術じゆつと称したいんちきが暴かれた際、術者オーバンは自殺した。ただし実際は、彼の紹しよう介かい者しやであるジェリオが死を選ばせたことは間違いない。

　そして死したオーバンは、おそらくはルアークと同じく暗殺者集団〈玩具おもちやの兵隊〉の生き残り。

　覚かく悟ごしたように瞳を閉じた少年の顔が、アリシアの脳裏に蘇よみがえる。

「……オーバンは、かわいそうだったわね」

　降霊術のために暗く閉ざされた部屋の中、一瞬だけ見た姿。いつもならぼんやりした影程度にしか見えないはずの姿が、細部まで印象に残っているのは──あるいはルアークやジェダにも、こういう死の可能性があったからだろうか。

「そう？　俺はそうは思わないけど」

　不吉な物思いを切り裂さくルアークの声。やけに冷たいそれによって現実に引き戻されたアリシアから、ルアークは素早く眼を逸そらして話題を変える。

「マルグレートと〈玩具の兵隊〉の関係は、まだ調査中だっけ」

　何か言いたそうな顔をしたカシュヴァーンは、アリシアの髪をひとすくい指に絡からめただけでそのまま話し続けた。

「……〈翼の祈いのり〉にも協力を依頼しているが、今のところ芳かんばしい回答はないな。元々非公式の組そ織しきである上に、組織解体後のこととなると、なかなか難しい」

　そもそも〈玩具の兵隊〉は、ラグラドールの傭兵たちに対たい抗こうするためシルディーン王家と〈翼の祈り〉が協力して作り上げた組織なのである。だが結局はラグラドールの不ふ興きようを買わぬようにと、一部の構成員を除き闇やみへ葬ほうむられてしまった。

「大体の関係者は消されちゃってるしねえ」

　ため息をついたルアークが、ふっと周囲を見回して苦笑いする。

「お姫様たちの前だし、この辺の話は後にしようか。なんだかノーラ、つまんなそうだし」

「えっ？　あ……ごめんなさい、ルアーク」

　それまで上うわの空状態だったノーラが我に返り、ティルナードが彼女を心配そうに見やる。

「ノーラ、大丈夫か？　政治的な駆かけ引きの話など、お前はあまり好きじゃないよな」

「いっ……、いえ！　レイデン家の奥方ともなれば、興味を持たねばならない分野ですわ。奥様だって、こんなに瞳を輝かせて聞き入っていらっしゃいますもの！」

「……アリシアを基準に考えないほうがいいと思うがな」

　カシュヴァーンが言うとおり、膝の上のアリシアがいつしか興味津しん々しんに聞き入っているのは、話が血ち生なま臭ぐさくなってきたからである。

「へえ、完全に眼が腐くさってると思ったけど、意外に冷静だねえ」

　可愛い「息子」に褒ほめられたカシュヴァーンは、嬉しそうに軽くうなずいた。

「ちなみに俺を見る時のアリシアの瞳が、一番輝いているが」

「ねえ、一回でいいから死んでくれない？　一回でいいからさぁ」

　死んだ眼で繰り返すルアークをいなすように笑うと、ちらっとノーラを見てから話をまとめた。

「とにかく、マルグレート王家も招待する、で決まりだ。他にどうしようもない」

　素そっ気けなく結んだカシュヴァーンの双そう眸ぼうが獰どう猛もうに光る。

「考えようによっては、向こうからけんかを売ってきてくれた訳だ。何を企たくらんでいるか知らんが、大たい義ぎ名めい分ぶんが手に入ればこっちのものだな」

「被害者ぶったほうが世間体がいいですからね。では、招待状をお送りいたしましょう」

　セイグラムも結論は分かっていたのだろう。物騒な発言に外げ道どうの相槌を打ち、あっさり決めた。

「さて、長旅で疲つかれているだろう。ティルたちも朝食を一緒にしないか。アリシアも喜ぶし、これ以上オーデル侯爵をトレイス任まかせにしておくと、後で怒られるだろうしな」

「ええ、ぜひ！　お食事代も浮きますし!!」

　カシュヴァーンに加え、レイデン家一行までいるとなればちょっとしたお祭りである。夫の膝から降りたアリシアが熱心に誘さそえば、ティルナードもほっとした顔をした。

「そう言っていただけるとありがたいです。ではライセン、詳くわしくはまた後で相談しよう。いいよな？　セイグラム」

「問題ありません。あと、私の兄夫婦が式の末席に加えていただきたいらしいのですが、合わせて断っておきます。ジェダ、用意を手伝いに行くぞ」

「え？」

　ついでのように述べたセイグラムが、給仕のために出て行こうとする。ティルナードはぎりぎりで彼の手首を摑んで引き留めた。

「待て！　今なんと言った？」

「朝食を一緒にしても構わないと」

「それじゃない！」

「私も現時点で、マルグレート王家の誘いを断ることは難しいかと思っております。今回はジェリオ殿でん下かだけではなく、弟君まで」

「違う、最後だ！　お前、兄夫婦って……あの、お前の、兄夫婦？」

　他のことが全部吹っ飛んだようだ。眼を見開くティルナードに、セイグラムは素っ気なく「私の兄はひとりしかおりませんし、これ以上いりません」と答えた。

「そうだよな……違う、ジェダ、落ち込むな！　ルアークはお前という『兄』がいてくれて嬉しいんだから！　ただ、セイグラムは……」

　何かを言いかけたティルナードは、周囲を気にするように一度言葉を打ち切った。

「い、いや、二人が来たいなら僕は構わないぞ？　お前の家族なら、僕の家族も同然だ。それに……個人的に、お前の兄君と義あ姉ね君ぎみには会ってみたかったし」

「まあ、セイグラムのお兄さんとセイグラムとジェダ……」

　いつかの記憶が蘇り、アリシアも無意識に眼鏡をくいくいさせているが、セイグラムは若じやつ干かん不服そうだ。

「使用人の家族風情ですよ？」

「風情って……お前と僕は、何度も窮きゆう地ちをくぐり抜けてきた戦友だろう？　そんなお前の弱点、いや、家族に興味があるのは当然だ。もちろん、主従関係がきちんとしているのは大前提だけど。というか、普段から主従関係をないがしろにしているのはお前のほうじゃないか」

　しゃべるうちに、平素の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いを思い出したようだ。段々むっとした顔になってきたティルナードを、セイグラムも不満そうに見ている。

「どうして断らないのですか」

「断ってほしいのか!?」

「はい」

　あまりにも率そつ直ちよくな回答に、逆にティルナードが動どう揺ようする。

「な、なら、断ってほしいと素直に言えよ！」

「ティルナード様が下げ世せ話わな興味を示されるだろうことは、事前に予測できておりましたから。主の希望を察知した振る舞いは、執事に求められる資質のひとつです。そしてできた主であるティルナード様は、私の求めを知って断られるだろうと」

「確かにお前の求めは分かりやすいけど、だからこそ応じたくない!!」

　怯ひるまぬセイグラムに、ティルナードはぎゃんぎゃん嚙かみつき始める。ジェダはどちらに味方すべきか分からず、おろおろと視線をさまよわせる。こういう風景だけ見ると、相変わらずのレイデン家の面々だ。

　だが、いつもなら火に油を注そそぐ発言をしつつ参戦しそうなノーラは、赤毛の先をいじりながら虚ろな眼をしていた。

「ノーラ？」

　セイグラム兄弟のことも気になるアリシアだが、どうしてか今日はノーラに注意が向かってしまう。

「あ、ああ……申し訳ありません、奥様。マルグレートの方がいらっしゃるのですよね、はい、はい、ちゃんと聞いておりますわ。ちゃんと……」

　取り繕つくろうような、およそ彼女らしくない笑み。それを見て、アリシアは親友の豊かな胸に支つかえるものを理解した。平らな己の胸にそっと手を当て、

「何も言わないで、分かっているわ、ノーラ。レイデンから山を越えて来たのですもの。セイグラムのお兄様のことより、まずは朝食を食べたいのよね……？」

「……何ひとつ伝わっていないことは、私も分かりましたが……でも、お変わりなくて嬉しいですわ、奥様」

　ほんの少しだけ、ノーラの表情が和なごむ。ちょうどティルナードも絶叫しすぎて声をからしており、一瞬静かになった部屋の中にカシュヴァーンの声が響いた。

「セイグラム、俺もお前の兄とやらは気になるから、招待すればいい。さ、飯めしにしよう」

「ライセン、感謝する！」

　押し負ける寸前だったティルナードが逆転勝利に顔を輝かせ、セイグラムが音のない舌打ちをする。どちらにもそれ以上言わず、カシュヴァーンは足早に部屋を出た。さっき見捨ててきた親友の顚てん末まつが気になっているらしい。

「ノーラ、行きましょう」

「……ええ！」

　やけに嬉しそうにノーラがついてくる。よほどおなかが空すいていたのねと、アリシアもにっこり笑い、仲良く連れ立って部屋の外に出た。

　そのまま一階の広間に通じる大階段の上まで来たところで、カシュヴァーンが固まる。しょんぼりしているジェダを慰めることに集中していたルアークも、何かに気づいて動きを止めた。

　そんな二人を階下から見上げるのは、淡あわい金色の髪をした白はく皙せきの美青年。

「ライセン、アリシア」

「あら、ディネロ様！」

　ディネロ・アズベルグ。アズベルグ地方の地方伯であり、カシュヴァーンを超える長身を持つ大男だ。現在は副官のような立場にあり、ちょくちょく屋敷を訪ねてくる。

　だから、ここにいること自体は問題ではない。その腕の中に、ディネロより艶つややかな金髪が見えたことが問題だ。

「……何をしている？」

　かすれ声でカシュヴァーンが尋ねる。といっても彼には抱き締められている人物は見えているはずなので、アリシアのためにディネロは説明してくれた。

「オーデル侯爵を、慰めて、いる」

　その腕の中には、ようやく辿たどり着いた最後の砦とりでの中、安あん堵どした表情のジスカルドが抱かれている。

「あ、よかった、今回は当たったわ！」

　小さな幸せにアリシアは顔をほころばせるが、他の面々は全員固まっている。ジェダに気を取られていたせいか、いつも周囲に敏びん感かんなルアークにさえ、妙に耽たん美びなこの光景は想定外だったようだ。

　にっこりと微笑んだのは、階下にいるもうひとりの金髪青年。

「よかったですねぇ、カシュヴァーン様。どこぞの冷たい親友殿と違って、大変優しいアズベルグ公爵が、疲れ果てたオーデル侯爵をご自宅に招待して下さるそうです。さすがの人徳ですねえ、お礼ぐらい言えますよね？」

「……あー……」

「お礼ぐらい、言えます、よね？」

「あ、あり、がとう……」

　言いたいことは、たくさんあったのだろう。だが凍こおりつくようなトレイスのまなざしに対して、カシュヴァーンが口にできたのはそれだけだった。







　近きん隣りんの領主たちが揃そろい踏ぶみとなった朝食の席は、アリシアにとっては非常に楽しいものだった。

「うふふっ、みんなで食べると、食費はかさむけどやっぱり楽しいわね!!」

　慣れればおいしい有毒植物「肥ひ料りよう要いらず」入りのスープは丁てい重ちように却きやつ下かされたが、食しよく卓たくの上は各地方の特産物で色とりどり。カシュヴァーンが眉まゆ根ねを寄せてディネロと話し込んでいたり、その横でディネロと話せないジスカルドが少し寂さびしそうにしていたり、ティルナードとセイグラムがまた兄夫婦の招待についてけんかしたりと個別に問題はあったが、些さ末まつなことだ。親しい人々とおいしいご飯をおなかいっぱい食べる、これ以上の幸せはない。

　ただ、気き掛がかりがない訳ではない。

「……あの、奥様」

　食後の茶を飲み干したノーラが、隣の席から話しかけてきた。

「この後……お暇でしたら、その、ちょっと散歩でもしませんか？　よろしければ、馬車で少し遠出でも……」

「えっ？　ええ、もちろんいいわよ！　嬉しいわ、ノーラとお出かけなんて嫁とついできてすぐ以来ね!!」

　貧びん乏ぼうと奇き矯きような趣しゆ味みのためにあまり友人がいなかったアリシアにとって、友人と散歩とは心弾はずむ誘いだ。しかも安上がりである。

　ところがノーラのさらに横から、ティルナードが口を挟んできた。

「なんだ、ノーラ？　出かけるのか」

「あっ……ええ」

「構わないが、できるだけ早めに戻れよ。今日はライセンが、アズベルグの名士を何人か紹介してくれるという話だっただろう？」

　ティルナードたちが来る日にカシュヴァーンが来客を集中させたのは、彼らへの紹介を兼かねてのことだったらしい。

「別にいいだろう。結婚式への招待状は送ってある相手だ、どうせ式で顔を合わせる」

　何食わぬ顔で助け船を出したのは、上かみ座ざのカシュヴァーンである。

「アリシアも、ノーラと散歩などめったにない機会だものな。一応ルアークとジェダもつかせるが、親友同士、水入らずでゆっくりしてくればいい」

「あ、ありがとうございます……カシュヴァーン様」

　ほっとしたようにノーラが礼を述べる。予定が狂って不服そうだったティルナードも、「アリシア様が喜ぶなら」と意見を引っ込めた。

　やがて食事は終わり、それぞれの用事へと戻っていく。カシュヴァーンはディネロやレイデン主従を連れてまた部屋に戻り、トレイスは片づけ、ルアークとジェダはアリシアたちのために出かける用意だ。ちなみにジスカルドも、アズベルグ家に移動するための準備を始めたようである。

「奥様、外へ出るなら着替えられるでしょう？」

　ノーラに言われてうなずいたアリシアだったが、彼女が当たり前のように二階の自室までついてくると小首をかしげた。

「あら、ノーラもここで着替えるの？」

「ええ、奥様のお着替えのお手伝いをしませんと」

「いいのよ、ノーラ。だってノーラは、もう私のメイドじゃないんだから。それに、さっきセイグラムが言っていたけれど、私のことはアリシアと呼んでくれていいのよ？」

　すでにノーラはガーゼット家の養女であり、アリシアより格上の子女なのだ。無料で着替えを手伝ってくれるなら嬉しいが、そもそも着替えはひとりでできる。

「……あ……そうでした、ね」

　今気づいたような顔で、ノーラがつぶやく。まだおなかが空いているのかしら、という思いが、別の方向に流れた。

「そういえば、ディネロ様がオーデル侯爵様をおうちに招いて下さるそうだけど……アズベルグ家にはコゼット様もいらっしゃるのよね。お金のやりくりは大丈夫かしら」

　前宰相家スタンバールの数多い遺児のひとり、コゼット。アリシアの生家同様に没ぼつ落らくしたアズベルグ家で、これ以上人を預かって大丈夫なのだろうか。

「あ、でも、オーデル侯爵様は逗留費用を弾んで下さるのよね。この機会にオーデル侯爵様とコゼット様を交換して、私のメイドになってもらおうかしら」

　陰いん謀ぼうのために修道院から引き取られたコゼットがアズベルグに来たのも、当初はアリシアのメイドとしてという話だったのだ。

　仮にも公爵家の妻であるアリシアに、専属の侍じ女じよなりメイドなりがいないのもおかしな話である。本人の希望もあって、コゼットはずっとアズベルグ家に居い候そうろう状態だが、そろそろ……

「だめです！」

　突然ノーラが叫んだ。顔は悲痛に歪ゆがみ、両手は今にもアリシアに摑みかからんばかり。

　眼鏡の奥の瞳をぱちくりさせてから、アリシアは一呼吸置いて言い直す。

「オーデル侯爵様を、私のメイドに」

「だめです！」

「うん、俺もだめだと思うよ、あらゆる意味で。……ディネロ様に優しく言われたら、今だとうなずきかねないけどさ」

　たまりかねたように姿を現したのは、ルアークだった。顔を引きつらせているノーラを、大きな緑の瞳が優しく見つめている。

「準備できたから着替えておいでよ、ノーラ。俺とジェダさんはいないものと思って、女同士でゆっくり、楽しんで。ね？」

「……え、え」

　ぎこちなくうなずいたノーラが、小走りに部屋を出て行く。訳が分からず、きょとんとしているアリシアに「アリシアも着替えてね」と告げてからルアークは姿を消した。







　その日の夜のことである。

「やれやれ、家から出ないなら出ないで、疲れるものだ」

　春とはいえアズベルグの夜は寒い。一階の談話室で赤々と燃える暖だん炉ろの前、長なが椅い子すにだらしなく腰掛けたカシュヴァーンは、隣のアリシアの髪をさらりとすくい上げた。レイデン家一行とディネロ以外の客は帰り、残った者たちもそれぞれの部屋で休んでいるはずだ。

「お前は……楽しかったが、それだけでもなかった、という顔だな」

「ど、どうしてカシュヴァーン様は、私の心を読んでおしまいになるの？」

　細い亜あ麻ま色いろの髪越しに、かさついた指先が頰を滑っている。くすぐったくて、「おなかが痛」くて、アリシアは炎の照り返しで一層ほてる顔をそっと伏せた。

「愛するお前の心を知りたいと、いつも努力しているからだ」

　気き障ざな台詞を難なく口にしたカシュヴァーンだが、その眼は真面目だった。

「昔のお前は、何があってもひたすらにこにこしていて、そこが愛しくも痛ましくもあったが……今はちゃんと、表情で教えてくれる。俺はそれが嬉しい」

「見み栄えっ張ぱりフェイトリン」に向けられる侮ぶ蔑べつ、憐れん憫びん、それらに痛む心の回路をアリシアはていねいに潰つぶして生きてきた。だからいつでも、笑顔でいられた。

　しかし自みずからも忘れてしまった傷ごと抱き締めてくれるような、「特別」な王子様を得た今、痛みはある程度正常に機能する。苦痛の在あり処かを、教えてくれる。

「だが、今回の問題はちょっと厄やつ介かいだな。ノーラのことだろう？」

「……はい、そうなんです」

　素直に顔を曇くもらせたアリシアは、カシュヴァーンの肩に頭をもたせかけた。

「昼間、せっかくですから、ノーラのお母様に会いに行ったんです。ノーラの昔の友達もたくさん来てくれて、みんな祝福してくれて……」

　途中までは特に目的地もなく、漫まん然ぜんと馬車の移動を楽しむだけだった。だが途中で御ぎよ者しやを務めるルアークが気をきかせ、ノーラが生まれ育った小さな村へと向かったのだ。

　実は娘の結婚式に、ノーラの母は「畏おそれ多い」という理由で参列しないという。

　もちろんティルナードは招待状を出し、ぜひにと熱心に誘ったのだが、娘の晴れ舞ぶ台たいを邪魔したくないと彼女はかたくなだった。そこで気のつくルアークが、式の前に母おや子こ水入らずの舞台をさり気なく用意したのである。

「だけどノーラは、あまり楽しそうではなかったんです。みなさんはりきって、たっぷりご馳ち走そうを振る舞って下さったのに……ただで」

　前にも一度、ティルナードがノーラの母に結婚の挨あい拶さつに行った時も同行した記憶がある。急な訪問にもかかわらず、あの時同様村人たちはもてなしてくれた。ピネー・ナッツぎっしりのパイだの、山鳥の塩しお蒸むし焼きだのと豪ごう勢せいな料理が用意され、何かを勘かん違ちがいした村長がルアークとジェダに女性の斡あつ旋せんをしようとして笑顔で断られた。

　しかし肝かん心じんのノーラだけが気乗りしない様子だった。一生懸命嬉しそうな顔を作ってはいたが、こっそり何度か、ため息をつくのを聞いた。

『ごめんなさいね、ノーラ。もしかして、楽しくなかった？』

　帰りの馬車の中で尋ねると、彼女は曖あい昧まいな笑みを浮かべて「いえ、母さんには会いたかったですから……」と首を振った。そして、ぽつりとひとりごちた。

『メイドではなくても……奥様の愛人、悪くないかもしれないですね。そうしたら……奥様の側に、いられますもの。今までのように……』

「……なるほどな」

　肩に乗ったアリシアの頭を指先で撫でながら、カシュヴァーンが苦い息を吐く。

「薄々感じていたことだ。ティルはちょっと張り切りすぎているようだな。やはりもっと早く、式を挙げさせておくべきだったか」

「先延のばしにすればするほど、期待も不安も大きくなっちゃうからねえ」

　夜や気きに紛まぎれるようにして現れたルアークが、椅子の背に肘ひじを乗せてぼやいた。

　思えば故郷にて大勢の前で結婚を申し込まれた、あの時がノーラにとって一番幸せだったのかもしれない。あれからシルディーンを揺ゆるがすような大きな事件が何度も起こり、結婚式は延期を繰り返した。そのたびにティルナードとセイグラムは、より完璧な式を求めてああでもない、こうでもないと理想論を語る。

　かたや腐ってもレイデン家の跡あと取とり、かたや一応は子爵家の子弟にして主のためならなんでもする執事。貴族の婚儀の重要性を知る二人がどんどん期待値を上げていくために、ノーラはいわゆる「花嫁の憂ゆう鬱うつ」に陥っているのだ。

「ノーラの場合、なまじ本人も結婚に乗り気だった反動なのかもねぇ。そういえばアリシアは結婚前に、憂鬱になったりしなかったの？」

「いいえ、全然。だって私はカシュヴァーン様に買っていただいた身だから、私の意志なんか無関係だったもの」

「ああああああああ！」

「あ、ごめぇん、おにいちゃん。古傷開いちゃったぁ？」

　不意打ちで流れ矢を食らったカシュヴァーンに、ルアークが意地の悪い笑顔を向ける。無言でその髪を一ひと房ふさ引っ張ると、カシュヴァーンは話を戻した。

「俺も気づいてはいたが……別に間違ったことをしている訳ではないから、責めにくい。ノーラが名家の妻として、努力し続けなければならないのは事実だ」

　カシュヴァーンがアリシアを買い取ったのも、名家の血筋を求めてのこと。ノーラたちの場合はライセン家と違って恋愛結婚であるとはいえ、貴族である以上周囲の眼はどこまでもついて回る。

「だが、長く支えてくれたノーラは俺たちにとっても『娘』のようなもの。可能な限り幸せになってもらいたい」

「そうですわね。それにレイデン伯爵様も、私たちのもうひとりの『息子』のようなものですもの」

　当たり前の口調でアリシアが言うと、その頭を支えていたカシュヴァーンが驚いたように身じろいだ。

「あれ、そんなにびっくりするとこ？　みんな分かってたよぉ、ティルぼっちゃん以外は」

「息子」その一が、猫のようにくすくすと喉のどを鳴らす。

「被後見人なんて、期限つきの養子みたいなもんじゃん。なんだかんだで、あんたはある意味、一番ティルぼっちゃんを甘やかしてたよねえ。だからこそ、『息子』呼びはしなかったけど」

「まあ、では出会った順番からすると、実はレイデン伯爵様が長男になるのかしら？　年齢的にも、あの方のほうが年上よね」

「そうだね、だって俺はまだ二歳だしぃ」

〈玩具の兵隊〉に属する前、出生にまつわる記憶が一切ないルアークは、「両親」の誕生日の真ん中を誕生日として設定されているのだ。盛り上がり始めたアリシアの頭に軽くもたれるようにしながら、カシュヴァーンがふて腐れた声を出した。

「……あいつは依い存ぞん心しんが強いからな。そんなことを言うと、俺にべったりになりそうで、面倒くさかったんだよ」

「かわいそう、の間違いでしょ？」

　なおも追つい及きゆうするルアークにむっとした顔になったカシュヴァーンは、不意に上半身をひねってその眼を正面から見つめた。

「お前はもうちょっと、俺にべったりになってもいいんだぜ、ルアーク」

「……あぁーん、すてきぃ、強公爵閣下ぁ！」

　しなを作ったルアークが、なぜかアリシアに手を伸ばしてきた。

「まあルアークったら、私に似て眼が悪くなってしまったのかしら。カシュヴァーン様はこちらよ？」

「おい、どさくさに紛れてアリシアに触さわるな！」

　ひとしきりばたばたした後、ルアークは結局二人の間に挟まるような形で両者の肩を抱いた状態に収まった。ご満まん悦えつな顔で、ぶすっとしているカシュヴァーンに語りかける。

「つくづく面倒見がいい男だよね、あんたって。さっきだってディネロ様に、あれこれジスカルドおにいちゃんのこと言ってたじゃん。使わないほうがいい言葉とか、いちいち教えてさ。あーんなに仲が悪かったのにねえ」

「……やかましい」

　吐き捨てたカシュヴァーンは、お返しとばかりに腕を伸ばし、妻と「息子」を二人まとめて抱き寄せた。

「昔の俺は、自分の幸せも他人の幸せも願えなかった。自分のことも、他人のことも、嫌いだったからな」

「……そうだね、俺もそんな感じだったかな」

　あまり自分の感情について語らないルアークも、近すぎて互いの顔が見えないような距離に助けられてだろうか。薪まきがはぜる音に紛らわせて、小さな相槌を打った。

「私は……」

　みんな大好きと言いかけて、なんとなく違うと思ったアリシアは、精一杯腕を伸ばして夫と「息子」を抱き締めようとする。位置関係上カシュヴァーンには肩先に触れるぐらいが限界だったが、その意図を汲くんだ彼は、笑って指先に口づけてくれた。

「……だから、ノーラにもティルにも、幸せになってほしいんだがな……父親代わりとしては」

　父レジオールへの複雑な感情を乗り越えたカシュヴァーンだからこそ、独り言のような声には深い価値がある。

　夜の冷気を迎え撃うつように燃える火。触れ合う場所から伝わる家族の体温。蕩とろけそうなこの幸福を、どうかノーラも味わってほしい。

「だってノーラも、私たちの家族ですもの……」

　つぶやく語ご尾びが、とろりと溶とけた。

「……アリシア？　ああ、眠いのか」

「あったかいもんねー、俺も寝ちゃいそう」

　ふわふわと揺れる意識の向こうから、カシュヴァーンとルアークの声が遠く聞こえる。声音は全く違うが、愛情のこもった響きは両親のものと同じだ。

　思えば彼らと違って、アリシアは家族の愛にだけは恵まれていた。二人に愛を返せるのは、父母が自分を愛してくれたおかげだ。

　──〈神具礼賛〉がもたらす『奇跡』なら、すべての人間が幸福になれるのだろうか。

「だめよね、あの人たち、ものすごいお金を要求してくるもの……」

　ぎりぎりで自分らしさを取り戻したアリシアは、そのまま眠りの底に沈んでいった。











第二章　青き憂鬱






　さんさんと降り注そそぐ春の日差しが、そよ風にうねる草原をきらめくような緑に輝かがやかせている。アズベルグ地方のはるか東、険けわしい山さん脈みやくを越えた先に広がるのは、年中どんより湿しめったアズベルグとは全く違う世界。

「レイデンです！」

　御ぎよ者しやのロセが操る馬車の窓にぺったり貼はりついたアリシアは、絵に描かいたようにさわやかな景色を指差しながら叫さけんだ。

「カシュヴァーン様、レイデンです!!」

　ラグラドールで初めて海を見た時のように、興奮するとひたすら単語を連呼してしまうアリシアである。そこも可か愛わいい、とにやにやするカシュヴァーンであるが、窓の外を見る眼は冷さめていた。

「言ってはなんだが、お前の故郷や、この間行ったランフォード伯はく爵しやく領りようとそれほど変わらん風景じゃないか？　植生は多少違うようだが、お前の好みとも違うだろう」

「肥ひ料りよう要いらず」はなさそうだ、と内心ほっとしている夫の胸中など知らず、アリシアははしゃいだ声を上げた。

「ええ、確かに怪かい物ぶつも悪あく霊りようも望めそうにないですわ。ですけど、やっと来られたんですもの……!!　以前〈翼つばさの祈いのり〉の方たちにさらわれた時も、山を降りませんでしたし!!」

　ティルナードたちはしょっちゅうアズベルグを訪れているが、アリシアたちが来るのは初めてである。カシュヴァーンは基本的にアズベルグを動かず、愛する妻を自分の眼の届かないところにやりたがらないからだ。

「……そんなこともあったな」

　当時の不ふ愉ゆ快かいな出来事を思い出したか、カシュヴァーンが眉み間けんに縦たてじわを刻む。拉ら致ちされていた妻を発見した時、迷子のように危あやうい瞳ひとみをしていた彼のことをアリシアも思い出した。

「ごめんなさい、つらいことを……」

　反省するアリシアに、カシュヴァーンは少し悲しそうに笑ってみせる。レイデン出身の絵描きであり、故郷へ来たがっていた絵師のリュクに問答無用で留守番を言いつけた時とはまるで表情が違った。

「気にするな。だが、もう二度とさらわれたりしないでくれよ？」

「はい！」

「俺の眼が届かないところに行くなよ？」

「はい！」

「俺以外の男と二人きりになるなよ？」

「はい！」

「俺以外の男と口をきくなよ？」

「は」

　素直にうなずく寸前、アリシアの前まえ髪がみをかすかに揺ゆらしてルアークが出現した。

「おーっとだめだめ！　甘やかしちゃだめー!!　うちのお父さんってば、わざと弱ってみせる技ぎ巧こうまで身につけたんだから!!」

「チッ」

　舌打ちしたカシュヴァーンは、ルアークが構えた得え物ものを避よけつつ窓の向こうに視線を投げる。

　片眼に傷を受けてなお、視力には定評のあるカシュヴァーンである（アリシアを見る時以外）。そんな彼にも少々縮しゆく尺しやくがおかしく感じられるほど巨大な白はく亜あの建物が、揺らめく緑の波の向こうに姿を現していた。

「しかし、いつ見てもでかい屋や敷しきだ。作りだけなら、フェイトリン家とよく似ているが」

　地方伯の屋敷は権力の象しよう徴ちよう。内乱騒そう動どうで頭角を現したレイデン家は、今やシルディーンを代表する名家のひとつである。

　地方伯の屋敷の例に漏もれず、中央に母おも屋や、左右に私的な礼れい拝はい堂どうやら使用人用の宿舎やら、白い鳥が翼を広げた形を模もした構造はアリシアの生家と同じだ。ただしフェイトリン家の壁かべはみじめな茶に褪たい色しよくし、飾り窓は壊こわれて修理もままならないという有あり様さまであったが。

「まあっ、さすが名門地方伯のお屋敷！　気候も良く、地味も豊かな場所で長年領主をやっていると、こんなに儲もうかるのですね……レイデン伯爵が独り立ちされて、税収が入らなくなったのは残念ですわ……」

「人聞きの悪いことを言うな、俺は後見人として管理をしていただけだぞ？」

　苦笑したカシュヴァーンは、ルアークの頭を撫なでようとして嫌いやがられている。アリシアが微笑ほほえましい「父おや子こ」のじゃれ合いに瞳を細めているうちに、馬車はレイデン家の巨大な門もん扉ぴをくぐった。







　外装部分から圧倒的な豪ごう華かさを漂ただよわせているレイデン家は、内装も客層も迫はく力りよく満点だった。

「す、すごいですねえ」

　一階に用意された受付へ招しよう待たい状じようを出しに行っていたトレイスが、こわごわと身を縮めて戻ってくる。

「僭せん越えつながら、何度か王宮にもお召めしいただき、華はなやかな場所には幾いく分ぶん慣れたつもりでおりましたが……名門地方伯の婚こん儀ぎともなると、やはり私どものような田舎いなか者ものには、あっ、いえ」

「気にするなトレイス、俺もそう思う」

　山を越える長旅をしてきたばかりである。薄うすく疲ひ労ろうした顔にさらにげんなりした色を乗せて、カシュヴァーンがこぼした。

　式自体は明日の昼からだというのに、前日の昼過ぎの今、すでに人いきれで息苦しいぐらいだ。セイグラムの厳きびしい眼で選ばれた召めし使つかいたちはよく働いているが、いかんせん多勢に無ぶ勢ぜい。やれ荷物運びの従じゆう僕ぼくが足りないの、どこぞの令れい嬢じようがひっくり返ったの、あちこちで忙せわしない声が飛び交かっている。

「まだ本番ではありませんのに、二百万、五百、五百、まあ、一千万……いえ、あとちょっと、惜おしいですわ！」

　男性陣じんは早くもぐったりしているが、アリシアは招待客の衣い装しようの値ね踏ぶみに忙いそがしい。慣れた手つきでその口元を覆おおいながら、カシュヴァーンは肩かたを竦すくめた。

「こういう場にはオーデル侯こう爵しやくが一番慣れているだろうに。すねて留守番とは、だらしがない。ディネロに迷めい惑わくをかけやがって……」

　憎にく々にくしげな言い方であるが、どこか本気で残念そうであることにもアリシアは気づいた。ふさがれた口の中でもぐもぐと、「カシュヴァーン様は、やっぱりオーデル侯爵様のことも気に掛けていらっしゃるのね」とつぶやく。

　言わんとしていることを察したのだろう。カシュヴァーンは肩をそびやかして話を変えた。

「しかし、香水と白粉おしろいで鼻が馬ば鹿かになりそうだ。ティルたちはどうせ挨あい拶さつに忙ぼう殺さつされているだろうし、部屋で休ませてもらわないか？」

「そーだねえ、式までは自由にしてていいだろうし」

　招待客のひとりに数えられているため、ごく普通に姿を現しているルアークに戦略的撤てつ退たいを持ちかけた時だった。

「申し訳ない、余よを通してくれ！　お久しぶりです、アリシア様!!　ライセン強きよう公こう爵しやく閣かつ下か!!」

　声変わり前の少年の声が、喧けん噪そうを縫ぬって届いた。クルセージュの、というささやきが方々から聞こえ、周囲を埋うめ立てていた人波が割れる。

　できた隙すき間まを駆かけて来たのは、暗い金の髪を整えた十歳ほどの少年だった。少し後ろでは日焼けした壮そう年ねんの偉い丈じよう夫ふと、上品な中年の婦人が互いに寄り添そい合っている。

「あら……ええと、あなたは確か」

「お久しぶりです、ユベル殿でん下か。クルセージュ国王陛へい下かも、妃ひ殿でん下かもご健勝のようで何よりです」

　アリシアが覚おぼ束つかない視力を元に記憶を辿たどるより早く、カシュヴァーンが少年及び彼の背後に立つ両親を言い当てた。ユベル・セティル・ド・クルセージュ、西の大国クルセージュの国王デュランダールと王おう妃ひプレアーナの息子だ。

「ああ、おいしいお粥かゆをご馳ち走そうして下さった!!」

「ああああああ!?」

　出会い頭がしらに罪悪感を刺し激げきされ、ユベルが小さな頭を抱かかえる。

「アリシア、やめたげて、本当にやめたげて？」

　デュランダールたちの反応が怖こわいのか、彼のほうをちらちら見ながらルアークに労いたわられたユベルだが、さすが「残ざん虐ぎやく王おう」の息子である。額ひたいに手を当てつつも、なんとか立ち直った。

「し、失礼しました、取り乱して……いえ、改めてお詫わびいたします。その節は、本当に申し訳ないことを……!!」

　ていねいに謝罪する顔は少々青いが、それはアリシアの今の発言のせいである。全体的には以前より相当肌はだつやが良くなり、瘦やせてがりがりだった体には健康的な厚みが出てきていた。

「ご覧のとおり、あの毒を食すことがなくなったおかげで、余の体調はずいぶん良くなりました。それもこれも、あなたのおかげです!!」

　ぼこぼこ茸だけ。シルディーンに自生する「肥料要らず」と似たような有毒植物だ。一定時間煮しや沸ふつして毒抜きすると高級食材に化けるが、煮沸時間が足りないものを食べると、死に至らずとも長期にわたり吐はき気などの症しよう状じようが出る。

「気になさらないで、私はお粥をいただいただけですし、床ゆかが減るとは本当に盲もう点てんでしたわ」

「いえ、いえっ……！　あの状態の粥を食べるなど、あなた以外にはできない……!!」

　長い間、ユベルは頑がん健けんそのもののデュランダールの息子とは思えないほど体が弱く臥ふせりがちだった。己おのれの不ふ甲が斐いなさからかんしゃくを起こすことも多かった。

　ところが先日シルディーン王宮を訪れた際、彼が食べていた粥の中に、毒抜きされていないぼこぼこ茸が混じっていたと分かった。同じ（ただし床に落ちた）粥を食したアリシアが、体調不良に陥おちいったことによる発見だった。

　ランフォード伯爵家の騒動にもぼこぼこ茸が使われたところからして、クルセージュにじわじわと根を張ろうとしている〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉の仕し業わざと思われる。以来ユベルが食するものは徹てつ底てい的てきに毒味されるようになり、長年の患わずらいは急速に回復していったのだ。元々アリシアに好意を抱いだいていたユベルの気持ちも、ふくらむ一方のようだった。

「あなたは正しく……余の運命の女神です。絶対にアリシア様を、クルセージュに招待しますから！　ゆ、床などいくらすり減っても構わない、第一あなたはとても軽そうですし……！」

　クルセージュも一応〈翼の祈り〉を国教とする国であるのだが、デュランダールが有力な聖職者を追放してしまったために聖女アーシェルへの信しん仰こうは形けい骸がい化かしている。むしろマルグレートの地ち母ぼ神しんマルグレーテの影えい響きようがうかがえる発言に、カシュヴァーンが何食わぬ顔で乗った。

「そして、俺の運命の女神でもある。となれば、当然ながら俺もクルセージュに同行することになりますね。せいぜい床をすり減らさないよう気をつけましょう」

　アリシアだけに熱っぽい視線を注いでいたユベルは、妻の肩を抱いて余裕の笑みを浮かべるカシュヴァーンをはっと見上げた。アリシアは突然の接せつ触しよくによる「おなかが痛い」に気を取られ、漂い始めた剣けん吞のんな空気に気づかない。

「真っ先に妻に話しかけるほど、気に入って下さったのですね。夫として鼻が高いです、殿下」

「……カーシュ様、残虐王陛下の御ご前ぜんですよ……？」

　トレイスがこっそり諫かん言げんしたが、カシュヴァーンはどこ吹く風だ。

「世界一可愛い妻を守るのは夫の務つとめ。俺と陛下が意気投合できた最大の理由はそこだからな。むしろ、ここで正々堂々受けて立たないなら好感度が下がるだろう」

　前回と違って、今回はユベルが自分にもあこがれていると承しよう知ちしている。どうせ叶かなわぬ恋、長期的に見ればむしろ親切な態度だと、自分の中で結論を出しているカシュヴァーンは強気だ。

　だがユベルは、意外な態度に出た。

「確かにアリシア様は、あなたの大切な妻だ。ですが──シルディーンにもクルセージュにも、再婚や愛人という文化はありますよね、強公爵閣下」

　思わぬ台詞せりふに、カシュヴァーンが少し驚おどろいた顔になった。

　その顔をユベルはあの病弱な少年とは思えない、背後の父を思わせる不敵な瞳でじっと見つめる。いつしか周囲の注目を集めてしまっているのは理解しているのか、少々声が気負ってはいるが。

「カシュヴァーン様、ノーラはいいですけど、ユベル様を愛人にするのはだめですよ？」

　何か勘かん違ちがいをしているアリシアをよそに、ユベルは落ち着き払った声で言った。

「誤解しないで下さい、強公爵閣下。あなたは父上同様、余の理想とする男性のひとりです。だからこそ、あなたを乗り越えた際……余はさらに、理想の覇は王おう像ぞうに近づけるでしょう」

　ユベルの母、クルセージュの王妃プレアーナは元々デュランダールの弟の妃きさきだった。〈翼の祈り〉に傾けい倒とうするあまり兄に牙きばを剝むいた弟は息子と共に処刑され、彼女は兄王のものとなった。

　そういう経けい緯いがあっても、クルセージュ王家はライセン家に負けず劣おとらずの絆きずなで結ばれている。

　言い替えれば、どのような経緯を辿っても、自分は愛いとしい女性と理想的な家庭を築きずくことができる。彼はそう言いたいのだろう。

「死神姫の取り合いだ」「噓うそだろう、強公爵ばりにあの王子殿下も眼が悪いのか」「ずっと病やまいがちという話でしたもの、お気の毒に……」などなど、観衆は勝手に盛り上がっているが、カシュヴァーンの瞳は冷気を帯びた。

「……通つう過か儀ぎ礼れいとしての父親殺しか。結構。期待しておりますよ、殿下」

　実際に父親を殺しているカシュヴァーンの口から出ると、過激に過ぎる物言いだ。ひそひそ話がぴたっとやみ、ユベルが反射的に身を引く。

「カーシュ様」

　周囲がいっせいにカシュヴァーンから離れた瞬しゆん間かん、アリシアは見えない何かに引かれたように彼に呼びかけていた。あやすように、甘えるように伸びてきた夫の手が、無言で彼女の頭を軽く撫でる。

「これは失礼、めでたい席にそぐわない発言をしてしまいましたね。ですが、先に水を向けてきたのはあなただ、殿下。お互い様ということにしていただけますね？」

「……くっ……」

「お前もまだまだだな、ユベル」

　唇くちびるだけで笑ったデュランダールに言われ、ユベルは悔くやしそうに唇を嚙かんでいる。プレアーナも慈じ愛あい深ぶかく微笑んではいるが、特に労ねぎらう訳でもない。

　それもそのはず、ユベルが人妻に懸け想そうしている事実を彼の両親も知っている。諦あきらめたほうがいいとカシュヴァーンたちが告げたところ、むしろ息子の成長過程には有益な試練だと言い返されてしまったのだ。

「そうですわね、カシュヴァーン様と再婚されたいなら、まずは私を倒してもがもが」

　あらぬ誤解を発展させているアリシアの口をそっとふさいで、カシュヴァーンは肩を竦めた。

「お人が悪いですね、陛下も妃殿下も」

「なに、貴公の夫馬鹿ぶりが確認できて安心した。もっとも妻に言い寄る男があれば、余であればただちに挽ひき肉にくにしてやるところだがな」

　にやりと笑うデュランダールに、カシュヴァーンはさわやかに笑い返した。

「ははははは、今回は仮にも陛下のご子し息そくなので手加減しただけです。本来なら上等だクソガキ、今すぐ表へ出ろと」

「あははー、確かにね！　俺のことなんか眼中にもなさそうなあたり、一回よーく話し合いたい感じがしたね!!」

　似たような笑顔でルアークも追つい従じゆうすると、トレイスが「お二人とも、陛下の眼の前だと言っているでしょう！　口を慎つつしんで下さい」と小声で注意した。カシュヴァーンがおや、という顔をする。

「御前限定か。お前も成長したな、トレイス」

「……さあ、きっと親友の悪影響でしょう。たとえどんなろくでなしだとしても、私は彼の幸福の邪じや魔まをされたくないので」

　珍めずらしくつんとした表情のトレイスに、カシュヴァーンは笑いを嚙み殺し、デュランダールも豪ごう快かいな笑い声を上げた。

「ほう、これは！　さすがカシュヴァーン。妻といい、そこの執しつ事じといい、貴公は一見地味な容姿に隠かくされた、好ましい個性を見抜く眼がん力りきを持つのだな」

「執事についてはお褒ほめに預かり光栄ですが、俺の妻は見た目からして世界一可愛いですよ？」

「おにいちゃん、せっかくいい流れなんだから、その話はまた今度にしよっか？」

　できた「息子」がそっと誘ゆう導どうしようとした時だった。

「おや、何やら、楽しそうな話をしていらっしゃいますね。私もぜひお話に加えていただけないですか？」

　声をかけてきたのは、ごった返す人波の中でもひときわ華やかな集団の中心にいる青年だった。細ほそ面おもての美形だが、アリシアが思わず眼鏡めがねをかけ直したのは、濃のう密みつな金の匂においに惹ひかれたからである。

　十人近くの集団なのだが、男性は彼ひとりだけ。残りはそれぞれの個性に合わせて着飾った女性たちだ。そして全員、肌の色が浅黒い。

　白色人種の国であるシルディーンにて、浅黒い肌を持つ人間といえば大たい抵ていはラグラドール人である。だがゆったりとした布やヴェールで髪を覆った独特の衣装は、彼らの文化とは違う。

「……失礼、貴公はどなたでしょう」

　用心深いカシュヴァーンの問いに、青年は濡ぬれたような艶つやを持つ黒い瞳を微笑ませる。

「初めまして、あなたがライセン強公爵閣下ですね。私はマルグレートの第三王子、イズマイール・デュクレと申します。先日は、兄のジェリオが大変お世話になったようで」

　二十代半なかばと見える青年は、優美な色香を振りまきながら名乗った。緩ゆるやかに波打つ黒髪の下で、水滴のような形をした耳飾りがちらちらと揺れている。

「まあ、ジェリオ殿下の弟君！」

　道理で金の匂いをさせている訳だと、アリシアは納なつ得とくした。

　黒目がちな瞳など造ぞう作さくは兄ジェリオに近く、彼をより甘くしたような容姿だ。ただしジェリオは金を扱あつかう商人であるのに対し、こちらはある意味王子らしいというか、無む頓とん着ちやくだが金はあるという雰ふん囲い気きだった。女性陣のように華か美びに着飾っている訳ではないが、美しいドレープを描えがく白い貫かん頭とう衣いを仕立てた布地は最上級のもの。

　これだけでかなりの、と思いを馳はせるアリシアの手に、大粒の宝石で飾られた指輪が触ふれた。結婚指輪がはまった彼女の左手を、イズマイールが取ったのだ。ユベルがむっと眉まゆを寄せたが、大口の商売相手でもあるため強くは出られない。

「あなたが噂うわさの死神姫、アリシア様ですか。いいですね、とても幸福そうで。私は幸せに輝く女性が大好きです。お会いできて嬉うれしいですよ、可愛い方」

　柔やわらかな微笑みを浮かべた唇を、イズマイールは慣れたしぐさでアリシアの手の甲に落とそうとする。

「あら？」

　次の瞬間、白い布で覆われたイズマイールの頭頂部が見えた。アリシアの視力の問題ではなく、カシュヴァーンが無言で妻を抱だき上げたのだ。

「確かに俺たちは、貴公の兄上にいろいろとお世話になった。本当に、本当に、いろいろとな」

　ひと言ひと言に、頭を押さえつけるような重圧があった。自分相手にはまだ手加減していた、と悟さとったらしく、ユベルが改めてぞっとした顔をする。

　何ひとつ責任を取らぬまま、まんまと逃にげおおせたジェリオの血族。当然カシュヴァーンの恨うらみは深い。ましてアリシアを傷つけた恨みとなれば、それこそ今すぐ表に引きずり出して挽肉にしてやりたいほどだ。

　ところがイズマイールは、困ったように肩を竦めてみせるだけ。

「そう怖い顔をなさらずに。アリシア様の輝きは、あなたの愛あってこそでしょう？　私は女性を幸福にする男性も大好きです。同じ理由で、残虐王陛下のことも敬愛しております。プレアーナ様は本当に幸せそうだ」

「……それは、どうも」

　ジェリオともユベルとも違う視点から褒められて、さしものカシュヴァーンも虚きよを衝つかれたように黙だまった。デュランダールも探さぐるような眼をしているだけで何も言わない。プレアーナは慎ましやかに微笑んでいるだけだ。

　一瞬できた空白に滑すべり込むように、イズマイールが話を変える。

「だまされた結果とはいえ、不ふ肖しようの兄の行いが強公爵閣下と奥様にご迷惑をかけたことは間違いありません。本来なら直接頭を下げるのが筋でしょうが、生あい憎にくと兄は急な仕事が入り国を離れられませんので、今回は私からの謝罪で勘かん弁べんしていただきたい」

　先ほどとは別種の空白が生じた。イズマイールの言葉を反はん芻すうする間を置いて、カシュヴァーンが声を上げる。

「……ちょっと待て、まさか、ジェリオは来ないのか!?」

「あら、では、あの方からの婚儀の贈おくり物はいただけないのですか？」

　残念そうなアリシアに、イズマイールは「噂どおりですね」と笑顔を見せた。

「ええ、こちらから招待を願っておいて申し訳ないのですが、兄には外はずせない用事ができてしまいまして……先ほどレイデン伯爵にも、そう伝えるようお願いいたしました。お詫わびの品は、ライセン家にもお届けする予定です」

　本当に申し訳ない、と再度詫びると、怒いかりの持っていきどころを失ったカシュヴァーンたちに誘さそいかける。

「さあ、立ち話もなんですし、私の可愛い方々も休ませてあげたい。二階に休きゆう憩けい室しつを用意していただいているそうですから、参りましょう」

　イズマイールが舞うように踵きびすを返せば、彼に合わせて周囲の女性たちも移動し始めた。彼女たちが動くたびに、ふんだんに身につけた貴金属がしゃらしゃらと涼すずやかな音を立てる。

　イズマイール一行の装身具だけで、実家を三回ぐらい建て直せそうだ。ほうっとため息をつきながら、アリシアはふと尋たずねた。

「あの、お連れの方々はあなたのメイドですか？」

　それにしては華美に着飾っているが、文化の違いもある。マルグレートではこれが通常なのだろうか、着飾らせるならコゼットよりジスカルドをメイドとして選ぶべきか、と考えながらの問いに、イズマイールは笑って首を振った。

「いえいえ、彼女たちは全員私の妻です」

「まあ……そういえば、マルグレートは一いつ夫ぷ多た妻さい制せいですのよね」

　マルグレートについては主に特有の恐きよう怖ふ譚たんなど、偏かたよった知識しか持ち合わせていなかったアリシアである。だがカシュヴァーンが集めさせた資料を膝ひざに乗せてもらって一緒に読んで、基本的な知識は会え得とくずみだ。

「さすが、よくご存じです。もっとも私が気軽に妻を増やせるのも、第三王子という気軽な立場ゆえですが」

　貫頭衣の裾すそを踊おどるように翻ひるがえし、イズマイールは意味深長に笑う。

「シルディーンとの交流を深めたことにより、さらにすてきな女性たちに出会えて嬉しいですよ。旦だん那な様さまの機き嫌げんを損そこねない程度に、私とも仲良くして下さるとありがたいです」

　一瞬瞳をすがめたカシュヴァーンの鼻先をかすめ、彼はしなやかに歩き始めた。







　デュランダールたちは、他にも挨拶したい者がいるらしい。去り際ぎわに「情報も少ないし、兄とは別の意味で面めん倒どうそうな男だ。気をつけろ」とつぶやき、行ってしまった。

　残虐王の評価を知ってか知らずか、アリシアたちを先導するイズマイールの後ろ姿は堂々としたものである。金の匂いを辿ればいいので、アリシアも迷うことなく進むことができた。

　ライセン家にもあるものの規き模ぼを数倍にした大階段を昇のぼり、辿り着いた二階は一階に比べれば人波が整理されていた。階段の途中から控ひかえていた従僕たちが、休憩用に解放された広間へアリシアたちを案内してくれる。トレイスは不安そうな顔をしつつも、旅の荷物を部屋へ運ぶために途中で姿を消した。

「うーん、イズマイール様たちが、やっぱり一番お金をかけていらっしゃるわねえ。レイデン伯爵様も、ある程度お付き合いしたほうがいいのではないかしら……」

　二階の客たちの衣装を懲こりずに値ね踏ぶみしていたアリシアが、きらりと瞳を輝かせる。

「いえ、違うわ。あの方が一番……、あら、エルティーナ様！」

「今、なんとなく失礼な認識をされた気がしたけれど、気のせいかしら？」

　わざと眉根を寄せながら近寄ってきたのは、瞳と同じ紫むらさきのドレスがよく似合う美女。元夫に負けないぐらい豪ごう奢しやな金きん髪ぱつを結ゆい上げた、エルティーナ・フィラル・ド・シルディーン女王だった。「あなたたちのお姫様は相変わらずね」と、カシュヴァーンとルアークにも親しげに笑いかける。

「とんでもありません！　エルティーナ様のお衣装は、ここにいるみなさんの中で一番お金がかかっていますわ!!　すてき!!」

「……まあいいわ、それは事実でしょうし。レイデン伯爵には内乱中に相当協力してもらったのだから、私が力を入れているということを見せないとね」

　だから王として忙しい日程の合間を縫って、一伯爵家の婚儀に参加しているのだ。現在まともに機能している唯ゆい一いつの宰さい相しようであるグラネウスまでいるのだから、シルディーンの中心は今まさにこの屋敷である。

「それに、気合いを入れて会わないといけない方もいるし」

　複雑な感情が入り交まじったひと言で、アリシアはぴんときた。

「……エルティーナ様、申し訳ないですが、今日オーデル侯爵様は……」

　エルティーナもアリシアの思い違いにぴんときたらしい。鮮あざやかな紅べにを差された唇が、どこか気け怠だるそうに動く。

「知ってるわ。でも、私が会うべきは、たぶんそちらの方よ」

　エルティーナが軽く視線をくれた瞬間、すぐ近くにいたイズマイールが彼女に近づいた。

「シルディーン女王陛下！　噂に違たがわず、お美しい」

　先ほどアリシアにしかけたように、彼は慣れたしぐさでエルティーナの手を取った。カシュヴァーンが微び妙みように瞳を動かしたが、実際の行動は起こさず無言で見守る。

「ああ……やはり、あなたがイズマイール殿下ですのね。きらきらしたその瞳、ジェリオ殿下に似ていらっしゃるわ」

　兄のジェリオとは面識のあるエルティーナである。イズマイールのことも知っているようだが、自分から声をかけた割には褒めた瞳と目線を合わせないなど、対応が曖あい昧まいだ。

　手の甲に口づけたイズマイールも、彼女の様子がおかしいことにすぐ気づいたようである。

「私をまっすぐ見て下さいませんね、陛下」

「……そうね、あなたが美しすぎるからかしら」

　女王業務で鍛きたえられたのか、エルティーナはすかさず微笑みを口元に貼りつける。しかしイズマイールは、演技ではない本物の気き遣づかいを込めて微笑み返した。

「私の第五夫人になって下さる件につきましては、ひとまず検討していただければ構いませんよ。私はすべての女性の幸福に仕つかえる者。強引な求婚であなたを悲しませることは、本意ではありませんから」

「えっ」

　二人のやり取りを見守っていたアリシアは、思わず声を上げてしまう。

「エルティーナ様、イズマイール様と結婚なさるの!?」

「まだ婚約を検討している段階よ。シルディーンと違って、こちらは多くの妻を持てる方だから、それほど大した話じゃないわ。ちなみにもう十人以上の妻をお持ちだけど、私を尊重して第五夫人に迎えて下さるのですって」

　苦笑するエルティーナであるが、その表情は先ほどまでより和やわらいでいた。少し照れたようにイズマイールと視線を合わせ、

「でも、驚いたわ。意外、と言っては失礼ですけど、優しい方でいらっしゃるのね」

「兄と比べて、というお話でしょうか？」

　あっけらかんと、イズマイールは指摘しづらいことを口にした。

「兄といっても、実際の歳としは私のほうが上です。私は妾しよう腹ふくで立場が弱いので、第三王子という扱いなのですよ」

「……まあ」

「本当に私との婚約を考えて下さるなら、そこも含ふくめてご検討下さい。もちろん、女王陛下を第五夫人としてお迎むかえする訳ですから、あなたも他に愛しい方を作っていただいて問題ありませんので」

　婚約前から愛人を認める発言まで飛び出し、エルティーナ以外の面々も眼が点になった瞬間だった。

「ああっ!?　女王陛下、それと……、マルグレートの方!!」

　いつしかできていた人ひと垣がきをかき分けるようにして、なぜかノーラがやってきた。アリシアはますます驚いてしまう。

「あら、ノーラ……よね？　その胸は。どうしてここに？　式の準備は？」

　昼用の露ろ出しゆつを抑おさえたドレスであっても、ノーラの見事な体の線は隠しきれない。正しく友を見分けたアリシアに、彼女は気き忙ぜわしく揺れる瞳を一瞬だけ向けた。

「式の準備はセイグラムとお義と父う様さまが取り仕切っていらっしゃいますの。私はこちらでお客様の案内をして、ついでに挨拶をするように……奥様ごめんなさい、ひとまず陛下にご挨拶を！」

　鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうのノーラに、エルティーナも取るべき態度を決めかねている様子だ。

「ご機嫌よう、ノーラ……今からその調子で、大丈夫？」

　アリシアから見ても、ノーラはあまり大丈夫そうではなかった。髪もドレスも貴金属も洗練されたものなのだが、眼は血走り、肌は少々荒れていて、何より振る舞いに落ち着きがない。結婚式を明日に控えた花はな嫁よめだというのに、無理やり起き出してきた病人のごとき雰囲気を漂わせているのだ。

「大丈夫です、全く問題ありません！　ですけど……ああ、ですけど、申し訳ありません、そちらの方のお名前が……!!」

　イズマイールが重要な客だとは分かっているらしい。ただ、どうしても彼の名前が出てこないようで、今にも整えた髪をかきむしらんばかりだ。そうすれば頭に叩たたき込んだはずの招待客名めい簿ぼから、望みのものが転がり落ちてくるとでも言いたげに。

　するとイズマイールも、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「いえ、私のほうこそ、花嫁の名前を失念してしまって大変申し訳ない。失礼ですが、あなたのお名前をうかがっても？　私はマルグレートの第三王子、イズマイール・デュクレと申します」

「わ、私はノーラ・テルペス、いえ、ガーゼット、レイデン、いえその！」

　ていねいに名乗られたノーラはほっとした顔をしたのも束つかの間ま、今度は自分の名乗りが覚束ない。それでもイズマイールは態度を変えなかった。

「ノーラ様ですね。確か……ガーゼット侯爵のご息女であり、レイデン伯爵の婚約者であらせられるのでしたか。申し訳ありません、私もすぐにお名前が出てこなくて」

　なだめるように優しくつぶやきながら、彼はふと額に手を当てた。

「ところでノーラ様、私は少し気分が優すぐれません。恐おそれ入りますが、どこか静かな小部屋を用立てていただけないですか？」

「えっ、はいっ、ご用意いたしますわ！　こちらへ!!」

　この手のことはメイドによく言いつけられる。条件反射でしゃんとしたノーラに、イズマイールは包容力にあふれた笑みを浮かべた。

「ありがとうございます。重ねて不ぶ躾しつけなお願いをして恐きよう縮しゆくですが、できればしばらく付き添っていただけませんか。異国の華やかな場所に、私や私の妻たちも、少々緊きん張ちようしておりますので……」

「まあ……ええ、もちろん」

　こちらも緊張しているのだ、と匂わされ、ノーラが安あん堵どの笑みを浮かべた。共通意識が幾分緊張を解いたようだ。妻を連れた既き婚こん者しやであるとの言葉も、警けい戒かいを解く材料になっただろう。

　その瞬間を狙ねらい澄すましたように、イズマイールが彼女の耳元にささやいた。

「失礼ですが、ノーラ様。心身共にずいぶんお疲れのようですね。──あなたはこの結婚を、本心から希望されていますか？」

　安堵も緊張も含め、ノーラの表情が消えた。イズマイールは礼れい儀ぎ正しく彼女に向かって頭を下げる。

「失礼いたしました、つい。私は、すべての女性の幸福に仕える者ですから。さあ、行きましょう」

「……ええ……」

　今さら断ることもできず、うつむき加減のノーラがイズマイールたちを先導して歩き出す。

　その手を男の手が取った。ノーラがはっとしたが、イズマイールではない。

「ノーラ、俺もたった今急きゆう激げきに気分が悪くなっちゃったから、一緒に行くね！」

　アリシアのように天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮かべたルアークが、ノーラとイズマイールの間に割り込む。イズマイールもその妻も別段文句も言わず、やり取りを見守っていた人々だけがひそひそと噂話を交わし合っていた。







　イズマイールとルアークを連れて──実際には彼らに付き添われる格かつ好こうで──ノーラはよろよろと行ってしまった。広間の中に元の雑然とした空気が流れ始める。

「とりあえず、でかした、ルアーク」

　ルアークの機転に、カシュヴァーンは少しだけ眉間のしわを解いた。アリシアもルアークがついてくれているなら大丈夫、といったん安心したものの、別の女性についての大きな問題が残っている。

「エルティーナ様、あのっ……ほ、本当に、イズマイール様の第五夫人になられますの？」

「その様子だと、あなたの旦那様には何も聞いていないのね。相変わらず過保護なんだから、カーシュは」

　久々の愛称呼びにて嫌いや味みを言われても、カシュヴァーンは表情を変えない。

「それは失礼。ですが、どちらかといえば、陛下に対する過保護が理由です」

　真顔で言い返されたエルティーナは、驚いたように眼を見開いた。さらなる嫌味を繰くり出そうとした寸前、疲れたように肩を落とす。

「あくまで、婚約は検討中よ」

　ちょうどいい機会に便乗して顔合わせしたに過ぎないと、まず彼女は言った。

「思ったより心が動いたことは、否定しないけど？　じゃ、私もそろそろ夜の用意をしないと。またね」

「エルティーナ様！」

　アリシアの呼びかけは方向こそ見当違いだったが、声が聞こえないほどの距きよ離りではない。にもかかわらず、エルティーナはさっとドレスの裾を捌さばいて行ってしまった。

　毅き然ぜんとした背中はぴんと伸びて、ジスカルドとの別離を宣言したあの時のように勇いさましい。しかし同時に、硬かたく張りつめているがゆえの脆もろさも感じさせた。

「……だから来いと言ったんだ、あの馬鹿……」

　心底憎々しげに、カシュヴァーンがつぶやく。横でアリシアも悄しよう然ぜんとうつむいたのを見て、彼は苦笑いした。

「……すまないな、アリシア。女王陛下の婚約の件について、お前に何も言っていなくて」

「いえ……」

　エルティーナとジスカルドの夫婦問題について、あまり口を出すなと言い続けてきたカシュヴァーンである。先にイズマイールとのことを聞いていれば、邪魔せずにはいられなかっただろう。彼の判断は正しい。

「オーデル侯爵様がどうなさるか決めるべきだと思っておいででしたのよね」

「正確には、あいつの動きを見て陛下がどう思うかによると考えていた」

　心配の主体はエルティーナである、と断言すると、カシュヴァーンはいら立たしげに腕を組む。

「……あのイズマイール、やはりジェリオの兄弟だな。女好きだが権力志向の薄い、浮き世離れした男という噂だったが、思ったよりやり手だ」

　次男ジェリオのように〈神具礼賛〉を裏で操るでもなく、長男ファルハドのようにマルグレート王になる訳でもないイズマイールは、マルグレート三王子の中では最も影の薄い存在だ。エルティーナとの結婚話にしろ、あくまでジェリオの言いつけに従っているに過ぎないとカシュヴァーンは考えていたようである。

「だが今は、ティルたちの結婚式を無事に終わらせることに集中しないとな……くそっ」

「そうですわよね。これだけのお金をかけて、これだけの人々を招まねいての式ですもの。絶対に失敗できませんし……」

　だが、肝かん心じんのノーラがあの調子なのである。ルアークが少しでも彼女の気持ちを浮上させてくれればいいが、いくら優秀な「息子」でも式は明日だ。いくらなんでも、間に合わないだろう。

　これが「花嫁の憂ゆう鬱うつ」というものか。自分の時には感じなかった気き鬱うつを疑ぎ似じ体験しているようで、アリシアは珍しくため息をついた。







　式を直前に控えての晩ばん餐さん会かいまで、アリシアの疑似「花嫁の憂鬱」体験は続いた。新しん鮮せんな野菜をたっぷり使った料理などアズベルグではなかなかお目にかかれないのに、ひとり分しか食べられなかった。

「……ふう」

　きれいに片づいた皿の前で口元を拭ぬぐっていたアリシアは、斜ななめ前の空席を見やる。

　先ほどまではノーラがそこにいて、真まっ青さおな顔をしながら必死に愛あい想そを振りまいていた。見かねたカシュヴァーンがティルナードに忠告して部屋に戻したのだ。

　無論ティルナードは反対した。体調が多少優れないのは分かっているが、ただでさえイズマイールに付き添って長時間中座し、招待客との挨拶が不足しているのだ。ここで踏ん張らなければノーラのためにならないと。

　カシュヴァーンも人目がある以上、下へ手たに怒ど鳴なりつけたりはできない。しかし食しよく卓たくの下、長い足を使って何やら不ふ穏おんな非言語伝達を行ったようだ。

　ノーラを挟はさんでイズマイールとの攻防に神経を使ったのか、少々刺とげ々とげしい空気を身にまとったルアークも協力を惜しまなかったらしい。最終的にノーラと同じぐらい真っ青になったティルナードは、渋しぶ々しぶと彼女を下がらせた。

　エルティーナも同じ席にいたが、彼女はひっきりなしに訪れる客人との会話に忙しく、アリシアたちとはあまりしゃべってくれなかった。途中で火急の用事ができたとかで、ティルナードに詫びて席を立って以来そのまま戻ってきていない。

　イズマイールとその妻たちは、別の卓でシルディーン料理を楽しんでいたようだ。海産物を禁じる〈翼の祈り〉と違って、女神マルグレーテを奉ほうずる彼らには食の禁きん忌きがないらしい。ちなみに明日の式を取り仕切るために来ている〈翼の祈り〉教団の面々は、別に用意された食事を静かに食べていた。

「でも、ぼこぼこ茸は、貧びん乏ぼう人にんが食べるものと言って嫌きらうというお話だったわよね……」

　気乗りしない食事、という神をも恐れぬ行こう為いを終えた後、アリシアはカシュヴァーンと一緒にあてがわれた部屋に戻ろうとしていた。ルアークはイズマイールたちをずいぶん警戒しているようで、彼らがおかしな動きをしていないか、こっそり見張りに出かけている。

「……たぶん『肥料要らず』も食わんだろうな」

　夜風に眼を細めながら、カシュヴァーンが相あい槌づちを打った。そろそろ日付も変わろうという時刻であるため、等とう間かん隔かくに並んだ大きな窓はすべて閉め切られているのだが、どこからか風が吹き込んできている。

「なんだ、露ろ台だいに誰だれかいるのか？」

　やけに風が吹いてくると思ったら、露台に通じる扉とびらが半開きなのだ。しかも扉の脇わきに、数人の男が窮きゆう屈くつそうにたむろしている。

「そこにいろ、アリシア。……おい、何をしている！」

　剣の柄つかに手をかけたカシュヴァーンに呼びかけられ、男たちがぎょっと眼を剝く。しかし彼らは暴れ出したりはせず、むしろほっとした顔になった。

「これは強公爵閣下、それに奥様も！　申し訳ありません、よろしければ、陛下にそろそろ戻って下さるようお伝え願えないですか？」

　思わぬ頼みに眉をしかめたカシュヴァーンは、ひとまず月明かりに照らされた露台を覗のぞき込んだ。

「……女王陛下？　何をしているんだ、こんな時刻に……」

　アリシアも一応夫の陰かげに隠れるようにしながら、扉の外を見やる。金属製の手て摺すりにもたれ、ぼんやりと月を見上げているのは確かにエルティーナだった。

「あら、カシュヴァーン……と、アリシア」

　振り向いた彼女の見事な金髪と、口にくわえた半はん透とう明めいの細長い物体がきらりと月光を弾はじく。

「いくら近くに警備兵がいるとはいえ、矢でも射いられたらどうします？　不用心すぎますよ。それに火急の件とやらはどうしました？」

　まるでセイグラムのような口く調ちようで詰きつ問もんするカシュヴァーンに、エルティーナは肩を竦め、

「大したことじゃないわ。でも、王にしか裁可を下せないことがあるのは、領主であるあなたにも分かるでしょう？　ひととおり片づけたらなんだか疲れてしまって、警備にはちょっと下がってもらっているの。大丈夫よ、レイデンの屋敷自体の警備が相当厳重だし、今夜ならルアークもジェダもいるでしょう？　少しの間なら……」

　言葉より雄ゆう弁べんなカシュヴァーンのまなざしが、彼女の言い訳を途切れさせた。

「……分かってるわ、すぐ戻ります。でもその前に、少しだけあなたの奥様を貸してちょうだい。アリシア、いい？」

　妙みように気怠い声は、出会った当初のエルティーナを思わせた。ジスカルドとの夫婦仲は冷えきり、互いに愛人作りに精を出していたあの頃。

「え、ええ、もちろん！　なんでしたら、愛人にもなります!!」

「……結構よ、私も命が惜しいから」

　苦笑をこぼしたエルティーナに、カシュヴァーンも小さな息を吐く。

「愛人云うん々ぬんはまだしも、話し相手ぐらいなら構いませんよ。俺が警備兵に代わってここにいますから、風か邪ぜをひかない程度にごゆっくりどうぞ」







　お許しが出たアリシアは、ちょこちょことエルティーナに近づいた。一体何の話をしようというのか気にはなるが、先にどうしても聞きたいことがある。

「あの、エルティーナ様、手に持っていらっしゃるそれは？　楽器ですか？」

　アリシアの知っている物の中で、一番近いのは笛だ。形状が細長く、口にくわえるという点からの連想だったが、エルティーナは首を振る。

「これは水みず煙草たばこというの。いい香りのする葉をこの瓶びんの下のほうで燃やして、出てきた煙けむりを中の水を通して煙管きせるで吸うのよ。最近マルグレートの南のほうで人気が出てきたのだけど、こちらではまだ出回っていないらしいわ。イズマイール様が贈って下さったの。大丈夫、ちゃんと毒味ずみよ」

　よく見ると露台の手摺りの脇に、植物の模も様ようで美しく彩いろどられた瓶が少々危なっかしい感じで置いてある。そこから伸びた三本の管くだのうち、一本がエルティーナの手にした煙管に繫つながっていた。

「まあ、これもマルグレートの文化なのですね！　私も吸ってみてもいいですか？」

　無む邪じや気きにねだるアリシアに、エルティーナは煙管に口をつけながら拒きよ否ひした。

「あなたには勧すすめないわ、カシュヴァーンに怒られちゃう。毒ではないけど、たくさん吸うと体に悪いらしいから」

　白い煙と共に吐き出された言葉に、アリシアは戸と惑まどう。

「……体に悪いのに、吸うのですか？」

「アリシアだって、『肥料要らず』を食べるじゃないの」

「あれは、ただで手に入るからですわ。ああ、でもお酒だって、あまり飲みすぎると体に悪いですものね」

　自己完結したアリシアの頭ず上じようを、美しい夜空を覆うようにエルティーナが吐き出した煙が流れていく。

「そうね。ジスなんか、葡ぶ萄どう酒しゆ一杯でばったり、だもの」

　突然出てきたジスカルドの名が、妙に胸を騒さわがせた。不安に導かれるまま眼を上げれば、どこか投げやりな紫の瞳がこちらを見み下おろしている。

「何か言いたそうね、アリシア。珍しいわね、あなたが言いたいことをためらうなんて」

「カシュヴァーン様に……止められていますから。でも、おしゃべりしたいと誘って下さったのですから、話していいですよね」

　今のエルティーナからは、まるで出会った当初のカシュヴァーンのような冷ひややかな威い圧あつを感じる。

　だが、その理由がかつての彼と同じなら、放ってはおけない。

「エルティーナ様、エルティーナ様はオーデル侯爵様のことがお好きなのでしょう？　なら、イズマイール殿下と結婚してはだめです。オーデル侯爵様にはもっとすてきな衣装を着て、もう一度求婚するようお願いしますから、どうか」

「あれ以上の衣装で来られたら、不ふ審しん者しや扱いされて王宮に入れない可能性があるわねえ」

　水煙草をくわえたまま、くすくすとエルティーナは笑った。蓮はすっ葉ぱな少女のようにも悟った老女のようにも見える、ちぐはぐな表情がますます胸騒ぎをふくらませていく。

「そ、そうですわね……いえ、ならば……いっそ何も着ないで……！」

　逆転の発想に懸けるアリシアが、とりあえず真ま面じ目めに考えていることだけは伝わったようだ。エルティーナの雰囲気がわずかに和らいだ。

「……ねえ、アリシア。ジスは私のこと、好きだと思う？」

「はい！」

　衣装に関する物思いをあっさり捨てて、きっぱり答えた。アリシアらしい切り替えの早さにエルティーナは苦笑いする。

「そう。でも残念ながら、私はそう思っていないの」

「そんなことはありません!!　オーデル侯爵様は求婚を足あし蹴げにされた衝しよう撃げきで、高いお金を払って我わが家やに逗とう留りゆうし続けるほど落ち込んでいらっしゃいます！　おかげ様で大変儲かりました!!　今後はディネロ様の懐ふところを暖かくして下さるでしょう!!」

「……ジスはあなたの家で、何をしてるの？　アズベルグ公爵のところに行ったとは、グラネウスおじ様から聞いたけど」

　首をひねったエルティーナであるが、アリシア相手にこれ以上脱だつ線せんすると本筋に戻って来られなくなる。そもそも情報収集源として適切ではない、と判断したらしく、やや強引に話を戻した。

「確かに、今の言い方は正確じゃないわ。そうね……再々求婚ぐらいまでは、してくれるかしら。もう一度結婚しても、一年ぐらいは情熱がもつかもね」

　ごく冷静に、エルティーナは分析してみせる。

「でも、二年、三年経たったら、たぶん前に逆戻りよ」

「そんなことはありません!!」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、アリシアは力説した。

「オーデル公爵様は、私のメイドになってくれるかもしれないぐらい、落ち込んでいるんです！　それぐらい、エルティーナ様のことが好きなんです!!」

「……そ、そう。……そうね。ジスもジスなりに一いつ生しよう懸けん命めいなんだから、信じてあげなくてはだめね」

　気になる単語を懸命に無視しながら、エルティーナは思い出したように水煙草に唇を寄せた。

「結局私が、私自身を信じきれていないのよね。分かってる。……きっとだめになるってことだけは、簡単に信じられるのに」

　吐き出された煙が空に溶とけ込んでいく。彼女の、あるいは彼の、行く当てのない想いのように。

　今のエルティーナはカシュヴァーンとは違う。これは、アリシア自身だ。カシュヴァーンを奪うばわれてしばらく、実家で空くう虚きよな生活を送っていたころの。

「だめになったら、またやり直せばいいじゃないですか！」

　気づくとアリシアは、ほとんど叫ぶような声を出していた。

「欲しいものは欲しいと、大声で言わないと通じませんわ。私はカシュヴァーン様でなければ嫌だと贅ぜい沢たくを言い続けて、あの方と再婚できました。陛下だって……!!」

「あなたは鏡のようね、アリシア。覗き込むと、ありのままの自分の姿が映うつってしまう」

　直接アリシアの言葉には応こたえず、エルティーナが奇妙なことを言い出した。

「以前ゼオルディスが言っていたわ。鏡が嫌いだって。確かカシュヴァーンも、鏡が嫌いなのよね？」

　そこでエルティーナは、自分の発言が誤解を招きかねないと気づいたようだ。

「違うわ、あいつがあなたを嫌っているとか、そんなことを言っているんじゃないのよ？」

「ええ、分かっています。だってカシュヴァーン様は、私のことが好きですもの」

　元々皮肉や嫌味が通じないアリシアである。ましてカシュヴァーンが自分のことを嫌うなど、ありえないと断言できる。

「……敵かなわないわねえ」

　動じないアリシアを羨うらやましそうに、憎らしそうに、エルティーナは見つめる。

「私も嫌い……いえ、違うわね。怖い、わ。鏡は正直だから。腹が立つことに、今になってあの馬鹿弟の気持ちがちょっと分かっちゃった」

　意味を摑つかみかねたアリシアが何事か聞き返す前に、彼女は芝しば居いがかったしぐさで振り返った。死んでしまった弟がよくしたように。

「さて、どうせ聞こえてるんでしょ、カーシュ？」

　それを聞いて、露台の入口の陰に佇たたずんでいたカシュヴァーンが少々気まずそうな様子で顔を出した。

「……ここは音が響きますので」

「よく言うわよ、何度か飛び出してきそうだったくせに。やっぱり身のこなしにかけては、ルアークたちのほうが上ね」

「護身術の訓練も身についてきたようで、誠まことに結構。女性のおしゃべりに介かい入にゆうしないのが、良き夫の取るべき態度と聞き及びましたのでね」

　途中から開き直ってきたらしい。カシュヴァーンは堂々たる態度で続けた。

「ですので、独り言としてお聞き下さい。あのクソ面倒なオーデル侯爵を受け入れてやれるのは、あなたぐらいです。このままディネロの愛人になる前に、さっさと引き取りに来て下さい」

「……ねえ、ジスは本当に、アズベルグで何をしてるの？　あっ、ちょっと！」

　ジスカルドの行ゆく末すえに気を取られていたエルティーナの手元から、カシュヴァーンが瓶ごと水煙草を奪い取った。アリシアの瞳が輝く。

「まあ、さすがカシュヴァーン様！　手が早いですわ！」

「ちょっと違う気がするが……僭越ながらこの程度の身のこなしは、俺にもできますのでね、陛下。体に悪いものを多少嗜たしなむのは大人の楽しみであり、それはそれで結構ですが、吸いすぎです。ティルたちの結婚式に、煙草の匂いを振りまきながら出られるおつもりで？」

「──ふーんだ、分かってるわよーだ！」

　舌でも出しそうな顔で言い捨てたエルティーナは、カシュヴァーンを押しのけるようにして露台を出て行ってしまった。警備の兵が慌あわてて後を追う靴くつ音おとが遠ざかっていく。

　漂っていた煙草の煙も消えていくが、気まずい沈ちん黙もくは後に残った。

「あの……」

「分かっている」

　水煙草の管を手て慰なぐさみにいじりながら、カシュヴァーンは妻の言葉をさえぎった。

「だが、何も言うな。俺もオーデル侯爵を今すぐ引きずってきたい気持ちはあるが、それで解決できる話じゃない。お前にも、分かっているはずだ」

「……そうですわね。私はエルティーナ様の、王子様ではありませんもの」

　肩を落としながら、アリシアはわきまえた。

「そうだな。もう寝よう、俺のお姫様」

　左手に水煙草一式を抱えたカシュヴァーンは、右手でアリシアの肩を抱いた。肌に馴な染じんだぬくもりに、いつもならすべての意識を持って行かれるはずなのに、今はエルティーナたちのことが気になってしまう。

　妻の意識が逸それていることにすぐ気づいたカシュヴァーンは、優しく数度、その肩を叩いた。

「そんなに気落ちするな。そうだ、今夜は初夜ごっこでもするか」

「そうですね……え？」

　ぼんやりしながらうなずきかけて、アリシアは固まった。カシュヴァーンはエルティーナが使っていない煙管を唇に当て、瓶の中に残った煙を吸ってみたりしている。

「ティルたちは明日だろう。あいつらに負けないように、俺たちももう一度、新婚気分でどうだ？」

　異国情じよう緒ちよたっぷりの煙管をくわえ、流し目を送られるとたまらない。

「二人のけ、結婚前にそんなこと、破は廉れん恥ちですわ!!」

　真まっ赤かになって拒否すれば、吸い口を嚙んでカシュヴァーンが薄笑う。

「では、式が終わった日の夜ならいい訳だ」

「えっ？」

「そうだよな、本来ならそれが正式な初夜だ。分かった。楽しみにしている。よしよし、お前の十八歳の誕生日には贈り物が間に合いそうだな」

「あ、あの、あのっ！」

「ふうん、慣れれば水煙草も結構いけるかもな。毒を味わうのは大人の楽しみだ。だが、子供ができたらやめないといかんし、口が寂さびしければ妻の唇を吸えばすむ話か。何せ、俺は手が早いらしいからなぁ」

「カーシュ様っ!!」

　勝手な約束を取り消してもらおうと必死になるアリシアの肩を抱き、カシュヴァーンは楽しそうに白い煙を吐いた。







　そこは朝の清せい浄じような光と、百ゆ合りの花の匂いで満ちていた。

「きれい……」

　レイデン家のメイドに髪を結ってもらったアリシアは、紺こん色いろのドレス姿で聖堂に足を踏み入れる。

　この日のために内装を一新したとかで、壁にも天てん井じようにも〈翼の祈り〉に関する精せい緻ちな絵物語が描かれている。リュクの作品ではないが、グラネウスが選んだ画家の手しゆ腕わんは十分見事であり、参列者たちの眼を楽しませていた。アリシアにはよく見えなかったが、かかった費用を考えるだけでいろいろと楽しかった。

「お静かに、皆様。そろそろ新郎の登場です」

　正面の壇だん上じようでおごそかに注意をうながすのは、硬こう質しつな印象を与える淡あわい金髪の美少女。〈翼の祈り〉の象徴たる聖女アーシェルにして、教団の代表者でもあるクロエだ。背にした大窓から差し込む朝あさ陽ひを浴びた姿は、偽にせの翼などなくとも伝説の乙女おとめそのものである。

　教団第二位のナディールは今回留る守す番ばんだが、護ご衛えい役やくのレオニアは彼女の斜め後ろで静かに控えている。伸びるたびに適当に切っている黒髪が、また目元を覆い始めていた。だが、眠そうな表情を隠しきれるほどではない。

「……あいつが船をこぎ始めたらなんとかしろよ、ルアーク」

「はいはーい。ま、大丈夫でしょ、セイグラムさんがすでに鞭むち構かまえて横に立ってるし、ジェダさんもひっそり隠れてるし」

　黒い礼服を着込んだカシュヴァーンとルアークが、小声で打ち合わせしている。二人に導かれるまま、前方に用意された木製の長なが椅い子すに腰こしを掛けたアリシアは、そわそわと周囲に眼をやった。

「こら、アリシア。あまりきょろきょろするな、式の邪魔になる」

「は、はい、ごめんなさい！」

　重々承知はしているのだが、昨日具合が悪そうだったノーラが、そして参列者席の最前列に座しているエルティーナが気になって仕方がないのだ。アリシアの気持ちも理解できるらしく、カシュヴァーンは釣つり餌えを差し出した。

「さっきジェダに聞いたが、ノーラは当日になって開き直ったのか、元気そうにしているらしいぞ」

「よかった！　さすが、嫁とついできたばかりの私に愛人宣言したほどの心臓むぐ」

　危険な発言をすかさず片手で阻そ止ししたカシュヴァーンは、急いでその耳にささやいた。

「ああ、だからあまり心配するな。いい子にしていたら、後でセイグラムの兄夫婦に会わせてやる。式の手伝いをしているとかで、さっき姿を見たからな」

「まあ！」

　すったもんだの末、結局セイグラムの兄夫婦も招待することになったのまでは聞いていたが、使用人の家族という立場のせいだろう。客として招かれたアリシアたちがいる場所に、兄夫婦の姿はなかった。おそらくはティルナードが言いつけて、式場に入れるよう手配したのだ。

「やっぱりセイグラムに似ていました？」

　眼鏡をくいくいさせて食いつくアリシアに対し、カシュヴァーンとルアークは複雑な表情で顔を見合わせる。

「……ああ、うん、まあな。似ていたな。驚いた」

「そうだね、そっちか、って感じだったね」

　謎なぞのやり取りを聞き返したいアリシアだったが、彼女たち以外静まり返っていた聖堂の入口にざわめきが生じた。

「ほら、主役その一のおでましだ」

　カシュヴァーンの言うとおり、まずは白い婚こん礼れい用ようの衣装に身を包んだティルナードがひとりでやってきた。祝福の言葉に笑顔で答えながら歩み、アリシアたちの横で立ち止まる。

　緊張しているのだろう。少々顔が引きつっているが、セイグラムとぎゃあぎゃあ言い合っている時とは様相が異なる。落ち着き払っている訳ではないが、場に相応ふさわしい適度な緊張を制せい御ぎよしている様が、かえって彼を大人に見せていた。

「ライセン、アリシア様、ルアーク……来てくれてありがとう。昨日はばたばたしていて、ろくに挨拶もできず申し訳なかった。食事の席でも、その、迷惑をかけてしまったし」

「……いえ……」

　挨拶に苦しんでいたノーラの姿が頭を過よぎり、アリシアは返事に窮きゆうした。代わりにカシュヴァーンは何食わぬ顔で話を継つぐ。

「気にするな、主役は忙しいものだ。ところで今夜、ノーラに恥はじをかかせない程度の訓練は積んできたんだろうな？」

「……お前っ、だから、そういうことをここで……!!」

　頰ほおを染そめたティルナードが、いつものおぼっちゃんに戻りかける。だが彼は、ふう、と呼吸を整えてから断言した。

「大丈夫、だ。今日という日を完かん璧ぺきなものにするために、僕もノーラもセイグラムもがんばってきたんだから。……一応言っておくが、僕のお尻しりは痛まないことも、ちゃんと学んだぞ」

　動どう揺ようを自みずから抑え込んだティルナードが、ちょうど逆光を背負った位置にいるせいだろうか。カシュヴァーンは彼を少しまぶしそうに見上げた。

「……そうだな。最初に出会ったころから考えると、お前は本当に成長した」

　感かん慨がい深ぶかげな表情に、言葉に、何か感じるものがあったようだ。ティルナードがおもむろに口調を改める。

「あなたたちのノーラは、僕が必ず幸せにしてみせる。だから、見守っていて下さい。お、お父さん……お母さん」

　瞳の端はしに背負った光が溜たまってみえた。ティルナードの両親は十年ほど前、この屋敷が一度焼け落ちた時に亡なくなっている。

「は……はい！」

　思わず前のめりになるアリシアの横で、カシュヴァーンは逆に軽くあごを上げるようにして心持ち身を引く。眉をしかめたその顔は一見不機嫌にも見えたが、

「……式が始まる前に感動させるな、馬鹿」

「へへ、俺が代わりに祝福するよ、ティルナードおにいちゃん！」

　照れているカシュヴァーンに代わってルアークが笑えば、ティルナードはちらっとアリシアを見て、「お前も早く、お前だけのお姫様を見つけろよ」と笑った。

「お待たせして申し訳ありません、女王陛下。クロエ様、始めていただけますか」

　エルティーナに待たせたことを詫びたティルナードは、クロエに合図を送った。うなずいたクロエが、パイプオルガンの前に座った聖職者へ視線を送る。

　鍵けん盤ばんの上に指が滑り出し、重厚にして清せい冽れつな第一音が響き渡った。曲名は『比ひ翼よくの鳥』。〈翼の祈り〉式の婚礼では定番の結婚行進曲だ。

　その音に合わせ、聖堂の扉が開かれる。きつく巻いた金の巻き毛や小こ粋いきな口ひげを美しく整えた養父グラネウスに付き添われ、ノーラが姿を現した。

　朝陽の中、まぶしいほど白いヴェールに透すける赤毛が、上等のルビーのように輝いている。横に立って細かな指示を出しているのが、例のセイグラムの兄だろうか？　アリシアの視力で判断しても、確かによく似ている。

　流れる『比翼の鳥』を聞きながら、ティルナードはしっかりと背筋を伸ばして近づいてくる婚約者を見守っている。ちなみにノーラのウェディングドレスについては、「こういうものは伝統に則のつとったほうがよい」とグラネウスが言ってくれたおかげで、少々装そう飾しよく過か多たであること以外は無難な意い匠しようだ。グラネウス自身も、カシュヴァーンたちとあまり変わらない濃のう紺こんの礼服姿である。

「レイデン伯爵様、すてきだわ。さすが私とカシュヴァーン様の『息子』……」

　音楽との相乗効果もあり、アリシアの瞳は早くも潤うるみ始めた。視界がにじんでいるせいで、ティルナードの姿は普段以上に見えていないが関係ない。少なくともノーラにとっては、世界一かっこいい夫になるだろう。

「ノーラも、とってもきれい……一千五百万ゼダル……おめでとう、エルティーナ様より上よ……」

　感動しても値踏みは忘れないアリシアであるが、感動自体に噓はない。隣となりのカシュヴァーンも、静かに「息子」と「娘」の結婚式を嚙み締めているようである。

　しずしずとノーラが近づいてくるにつれ、アリシアにも彼女の顔がよく見えるようになってきた。ジェダの事前情報どおり、少々厚めの化け粧しようでごまかしている感はあるが、昨夜より顔色は回復している。本番に臨のぞみ、いい意味で開き直れたのだろう。

　完璧な結婚式の始まりだった。

　そこに、一陣の風が吹く。

「え？」

　小柄な黒い影がノーラたちの背後に現れたと思ったら、たちどころに彼女を追い抜き、アリシアのすぐ横を駆け抜けていった。

　この場面には覚えがある。

　アリシアの、最初の結婚式。




「……レイデン伯爵様っ!?」




　あの時走り込んできた影は死神ルアーク。そして、犠ぎ牲せい者しやはブライアン・バスツール。アリシアの最初の夫であり、当時の新郎。

　また同じことが起こるのか。全身の血液が冷えたような気持ちになって、アリシアは必死にティルナードを振り返った。

　だが、ティルナード自身は真っ青になって別の人間の名を叫んでいる。

「女王陛下!!」











第三章　生き残った少女






　最前列に姿勢よく腰こし掛かけていたエルティーナが、長なが椅い子すの上に半なかば身を投げ出すような状態で荒あらい息を吐いている。彼女の近くに座っていた者が数人床ゆかに弾はじき飛ばされており、己おのれの顔に散った血に気づいて「ぎゃっ」と声を上げた。

『比ひ翼よくの鳥』はどよめきと悲鳴に取って代わられた。何人かの貴婦人が気を失い、恐きよう慌こう状態に陥おちいった人々が逃にげ出そうと入口を目指す。

「エルティーナ様!!」

「アリシア、動くな！」

　条件反射でエルティーナに駆かけ寄ろうとしたアリシアを、カシュヴァーンが左手で抱かかえ込んだ。レオニアが普段の鈍どん重じゆうさとは打って変わった俊しゆん敏びんさで、クロエを背に庇かばったのを確認しながら叫さけぶ。

「貴様らも命が惜おしいなら動くな、いいな!!」

　さすがに帯たい剣けんはしていないものの、振りまく気き迫はくは尋じん常じようではない。今にもアリシアを突き飛ばして逃げようとしていたレイデン地方の役人が、思わず席に座り直したほどだ。

「静かにしなさい！」

　場全体を静めたのは、光こう沢たくのある淡あわい緑色のドレスの脇わきを押さえて立ち上がったエルティーナだった。

「陛へい下か、動かないで下さい。傷が広がります！」

　その側そばにはいつの間にか姿を現したジェダがいて、彼女を座らせようとしている。だがエルティーナは、赤く濡ぬれた指先を振って拒きよ否ひした。

「私は……大丈夫。派手にやられたけど、命に別状はないわ。それより、警備兵を呼びなさい。私以外も、狙ねらわれるかも……」

　昨夜、あまり眠れなかったのだろう。ノーラと同じぐらい濃こい化け粧しようで寝不足をごまかしているので、顔だけ見るとエルティーナに何が起こったのか分かりにくい。立ち居振る舞いも力強いが、明るい色のドレスは鮮あざやかな赤に染そまっていきつつある。

「差し当たって、大丈夫だと思うよ。次の襲しゆう撃げきはなさそう。でも、とりあえず関係者以外は出てもらったほうがいいね」

　エルティーナに襲おそいかかった影を床に組み伏ふせたまま、ルアークが答えた瞬しゆん間かんだった。

「サーリヤに女王暗殺を命じたのは、ティルナード・レイデン伯はく爵しやくです！」

　少女の声が聖堂の高い天てん井じように反はん響きようする。

　額ひたいの中央で分けた銀ぎん髪ぱつ、身につけている衣服は体の線を辿たどるような黒。明らかに元〈玩具おもちやの兵隊〉と思おぼしき特とく徴ちようを備えた暗殺者の少女は、ルアークの下で声高く叫さけんだ。

「……、は、あ？」

　一瞬呆あつ気けに取られたティルナードと、エルティーナの眼が合った。

　瞬間、かすかに引きつった彼女の顔を見て、ティルナードが見る間に青くなる。

「ち、ちが……違います陛下！　なんだお前、僕はお前なんか知らないぞ!!」

　瞳ひとみは泳ぎ、額から噴ふき出した汗が前髪を濡らしている。いわれなき大たい逆ぎやく罪ざいに怯おびえる青年貴族そのものだ。これが演技であるのなら、ティルナードは大した名優だろう。

「サーリヤに女王暗殺を命じたのは、ティルナード・レイデン伯爵です！」

　かたや、サーリヤというらしき少女には演技力の欠片かけらもない。一本調子な声は説得力皆かい無むだ。

　ただ、止まらない。そんなことを言い続ければ自分もただではすまないと、分かりきっているはずなのに、殉じゆん教きよう者しやの情熱でまっすぐに虚こ空くうを睨にらみ、叫び続ける。

「サーリヤに女王暗殺を命じたのは、ティルナード・レイデン伯爵です！」

「なるほど」

　不意に、しゃらりと涼すずしい音が聞こえた。列席者の中ほどに静かに座っていたイズマイールが、怯えて顔を伏せる妻たちの肩を優しく叩たたいてから立ち上がったのだ。

「シルディーンでは、形式上認められているはずの女王を快こころよく思わない風ふう潮ちようが根深いとか。それに、レイデン伯爵閣かつ下かのお父様は、国王になるとの野心をお持ちだったそうですね」

　それは農民の反乱に見せかけて、前レイデン伯爵夫妻が家ごと焼き殺された理由。

　非現実的な状況が作り上げた空くう隙げきに、彼が挙げた理由はすっぽりとはまり込む。

　ゆくゆくは宰さい相しようの座も狙えると持ち上げられた青二才が、調子に乗ってその先を望み、愚おろかな真ま似ねをしでかした。邪じや魔まな女王を消し、自分が王になるために。

「ば……、そんな、違う。そ、それなら、もっと、もっとうまくやるだろう!?」

　あまりにも状況が不自然すぎる、とティルナードは懸けん命めいに訴うつたえた。

「そうですわ、暗殺なら昨日のほうがいくらでも機会はありました！　ルアークもいる舞台で仕掛けるなんて、もったいないにも程があります!!　レイデン伯爵様はそこまで経済観念がない方ではありません!!」

　アリシアの果か敢かんな援えん護ごにかぶせるようにして、再びサーリヤが叫ぶ。

「サーリヤに女王暗殺を命じたのは、ティルナード・レイデン伯爵です！」

「このっ……！」

　衝しよう動どうに任まかせ、ティルナードが彼女に向かって手を伸ばした。殴なぐろうなどと思っている訳ではないだろうが、焦しよう燥そうのため勢いがつきすぎている。

「おっと！」

　ルアークが素早く反応した。右手で少女の喉のどを圧あつ迫ぱくして叫びをふさぎ、左手で興奮したティルナードの手を摑つかみ止める。

「……ごめんね。下へ手たに止めると、かえって本当っぽく聞こえるかと思って。でも、確かにいくらなんでも、やり方が稚ち拙せつすぎるよね」

　気道を押さえつけられ、苦しげに表情を歪ゆがめているサーリヤをルアークは忌いま々いましそうに見た。その左手はすぐにティルナードを離れ、暴れようとするサーリヤを再び押さえつけている。

「とにかく、陛下の手当てをしないと。ティルぼっちゃんが首しゆ謀ぼう者しやでないなら、なおさら、ね？」

「あ、当たり前だ……セイグラム、女王陛下を!!」

　さすがに険しい顔をしたセイグラムが、一歩進み出て命じた。

「陛下を安全な場所にお連れする！　そこの長椅子を使え!!」

　あ然としていた従じゆう僕ぼくたちが慌てて動き出し、エルティーナを担たん架か代わりの長椅子に寝かせて聖堂の外へ運び出す。失神した女性たちにも同じ手配を行い、それ以外の人々は警備兵に先導させて控ひかえ室まで退出させた。

「ルアーク……」

「ジェダさんは、念のために陛下についていて」

「弟」を気き遣づかわしげに呼ぶジェダに、ルアークは彼のほうを見ないまま言いつけた。若じやつ干かん未練を残した様子ではあるが、仕事中はしっかりしているジェダはエルティーナの警護に戻った。

　場に残ったのはティルナード、セイグラム、カシュヴァーン、ルアーク、そしてアリシアといったレイデン家と関係の深い人間のみ。ノーラもひとまずグラネウスと共に花はな嫁よめの控え室に戻った。イズマイールも、妻たちを連れて部屋に向かったようだ。

「……その子は、女の子……よね。年ねん齢れいも胸も、私やレネぐらいだけど……」

　ようやくカシュヴァーンの陰かげから出ることを許されたアリシアは、ルアークに組み伏せられたままのサーリヤを見つめた。

「う、ぐっ……！」

　まだ叫び足りないのか、サーリヤはルアークの拘こう束そくを解こうと懸命にもがき続けている。

「しつっこいなあ。とりあえず、その物ぶつ騒そうなものは捨ててもらおうか……！」

　あまりの執しつ拗ようさに辟へき易えきした様子で、ルアークはサーリヤの手首を戒いましめる指に痕あとが残るほど力を込めた。

　観念したように開いた彼女の手の中から、血に汚れた奇妙な武器が転がり落ちる。横木に四本の金属製の爪つめがついた、握にぎり込んで使う武器。たった今エルティーナの脇腹を抉えぐったものだ。

「虎の爪バグナグね。即死するような毒を塗ぬってないってことは、やっぱり本気で殺す気じゃなかったのか」

　自身も針状の奇妙な得物を使うルアークは、冷たい声で彼女の武器名を言い当てた。苦しげに彼を見上げるサーリヤの瞳が、覚かく悟ごの色に染まる。

「オーバンの後追い？　……馬ば鹿かのひとつ覚えってやつだね」

　彼女のあごが動いた瞬間、ルアークの瞳に氷片が浮いた。その指がぐっと深く、サーリヤの首の上部に沈しずむ。

　一瞬でサーリヤが脱だつ力りよくし、ぐったりと四し肢しを投げ出した。

「ルアーク!?」

　驚おどろくアリシアに、ルアークは小さな笑みを浮かべてみせた。

「大丈夫、太い血管を押さえて気を失わせただけ。すぐ復活しちゃうから、今のうちに縛しばり上げよう」

　心得たセイグラムが投げてよこした縄なわで、ルアークは手て際ぎわよく彼女の手足を縛り上げた。口にも猿さる轡ぐつわを嚙かませ、悲鳴と愚かな真似を封ふうじる。

「〈玩具の兵隊〉の残党か。さっき、舌を嚙もうとしたよな」

　前回の事件に自死で幕を引いたオーバン少年を思い出しているのだろう。苦い顔をしたカシュヴァーンに、ルアークも似たような表情で応じた。

「……残念ながら。下手に舌なんか嚙んだところで、普通は苦しむだけなんだけど……この子は、本気で嚙み切りそうだったね」

「そうね、失敗した暗殺者は毒をあおるのが一般的だけど、元〈玩具の兵隊〉なら耐たい性せいがあるものね……」

　一番毒に耐性のあるアリシアが見解を述べているうちに、縛り上げられたサーリヤも空あき部べ屋やへ連れて行かれた。ルアークが言うとおりすでに彼女は目覚めており、うーうーともがく声が遠ざかっていく。

　ため息を堪こらえた顔で、カシュヴァーンがティルナードに視線を投げた。

「……やむを得んな、ティル。式は中止だ」

「あ、ああ……」

　相あい槌づちとうめきの中間の声がティルナードの唇くちびるから漏もれた。昨日のノーラ同様、いきなり大病でも患わずらったかのような様子だ。

「……仕方がないですわよね……」

　アリシアも今回の件でティルナードが受けた莫ばく大だいな損害に思いを馳はせるだけで、ぞっと肝きもが冷えた。金銭的な損害も大きいが、地位ある人々をこれだけかき集めた挙あげ句くに無む駄だ足あしを踏ふませたという、社交的な損害は考えたくもない。社交こそは、貴族の唯ゆい一いつにして最大の仕事だというのに。

　何より、ノーラはどうなるだろう。ようやく開き直れたようだったのに、ここに来てまた延えん期き、しかも婚約者に女王暗殺の嫌けん疑ぎがかかっている事態を受け止められるのだろうか？

「しっかりしろ。つらいだろうが、陛下の怪け我がの具合を確認して、可能ならあの方も一緒に招しよう待たい客きやくへきちんと説明するんだ。お前が暗殺を仕組んだ云うん々ぬんはあの娘むすめの妄もう言げんであり、濡ぬれ衣ぎぬに過ぎないとな」

「……なら、誰だれが仕組んだと言うんだ。マルグレート……か？」

　鈍にぶく光る眼で問われ、カシュヴァーンは首を振る。内心彼も同じ推理をしているのだろうが、だからこそ許可できない。

「現時点での名指しは控えろ、証しよう拠こがない。分かっているだろう、下手につつくとシルディーンと〈翼つばさの祈いのり〉の暗部をさらすことになるぞ」

　そうなれば、窮きゆう地ちに立たされるのはレイデン家だけではない。

　カシュヴァーンの言わんとしていることを汲くんで、ティルナードは一瞬切なそうな眼で彼を見た。最悪、自分たちが切り捨てられるのではないかと思ったのだろう。

　しかし、やはり彼は成長していた。すぐに気持ちを切り替えたようだ。

「──そうだな。最初の説明が肝かん心じんだよな。分かった、じゃあ……」

　伏せた瞳が、連れて行かれたサーリヤのほうを盗ぬすみ見る。これから彼女を待ち受ける運命を思うと古傷が痛むのか、指先がぎこちなく己の背に触ふれていた。

「ああ」

　低い声でカシュヴァーンが応じた。あえてのように感情を排はいした顔は、ぞっとするほど冷たく見える。

「セイグラムもしばらく忙いそがしいだろう。あの娘の尋じん問もんは、俺たちだけで行おう」

「……そのほうがいいと思うよ。下手なやり方だと、舌嚙まれておしまいになっちゃう」

　礼服の上着を無む造ぞう作さに脱ぬぎながらルアークも賛同した。温度を失った死神の瞳を、アリシアは思わず覗のぞき込む。

「ルアーク、あのっ、は、半殺しぐらいにしてね!?」

「大丈夫だよ。心配しないで、アリシア。情報を吐いてもらうためには、生きててくれないと困るし。でも、かなりの手て練だれだ。多少のことをしても平気だと思うよ」

　ルアークが側にいながら、エルティーナに怪我を負わせたぐらいである。サーリヤが暗殺者として非常に優秀なのは間違いない。

「なら、いいけど……」

　額面どおりに受け取ったアリシアであるが、憂ゆう鬱うつな翳かげりは瞳から消えていない。不安を払ふつ拭しよくするように、「息子むすこ」はぎこちない笑みを作る。

「心配しないで、俺の大事な『お母さん』」

　自分から呼びかけておいて視線が合わないのは、昨日のエルティーナのようだ。

「マルグレートと〈玩具の兵隊〉の繫つながりは、以前から調べてるんだ。──自分で自分の首を絞しめたんだって、すぐに分からせてやるから」

　無感情に言い捨てる彼から、アリシアはカシュヴァーンにそっと視線を移す。同じようにルアークを見ていたカシュヴァーンは小さくうなずき、口に出してはこう言った。

「ルアークの言うとおり、第二の襲撃はなさそうだ。アリシア、お前はノーラの側についていてやれ」

　心よりノーラを心配しているからでもあり、妻を気まずい場面に立ち会わせたくないからでもある台詞せりふだった。いずれにしろ、今アリシアが役立てることは他にない。

「分かりましたわ」

　小さくうなずいたアリシアは、案あんの定じよう控え室とはまるで違う方向へ歩き出す。カシュヴァーンに視線で指示されたルアークは苦笑を浮かべ、彼女の手を引いて誘ゆう導どう役やくをかって出た。







　数々の化粧品、式の最後に撒まかれるはずだった花などの小道具が散らばった控え室は、雑然とした印象の小部屋だった。

　その中でもグラネウスは超然とした老ろう紳しん士しぶりを保たもっているが、小さな椅子に腰掛けたノーラはぼんやりと虚空を見ている。ウェディングドレスの長い裾すそが力なく床に垂れた様は、雨にしおれた白い花を思わせた。

「アリシア、ルアークも、来てくれたのか」

　手ずから扉とびらを開いて二人を招まねき入れたのはグラネウスである。騒そう動どうを収めるためか、いまだ魂たましいが抜けたような顔をしたノーラを刺し激げきしないためか、メイドたちは側にいない。がらんとした室内をグラネウスは軽く振り返って、

「ああ、クインティは着替えを取りに行ってくれている。私はこのままでもいいだろうが、ノーラは着替えないとな」

「クインティ？」

　知らない名だが、メイドだろうか。アリシアが疑問を口にする前に、ルアークが踵きびすを返した。

「じゃ、俺は戻るよ。アリシア、ノーラを頼むね。ガーゼット侯こう爵しやく閣下、すいませんが後はよろしく」

　義務的な笑みを浮かべはしたものの、その表情はひどく硬かたい。止めなければならない、と反射的に感じたが、アリシアが何かしらの反応を示す前にルアークの姿は消えていた。

「……大丈夫、カシュヴァーン様がついていて下さるわ」

　気を取り直してつぶやくと、グラネウスが思し慮りよ深ぶかげな微笑ほほえみを浮かべていた。

「先ほどの娘は、〈玩具の兵隊〉の生き残りか。ルアークは、いろいろと思うところがありそうだな」

　マルグレートと〈玩具の兵隊〉の繫がりについては、グラネウスも聞いている様子だ。悪あく趣しゆ味み人じんの側面ばかりが一人歩きしているが、若い頃の苦い経験よりあえて政治から身を引いていただけで、現実的な問題への対応能力も高い。

「ところでアリシア、申し訳ないが、私も少し用事を思い出した。ノーラを頼めるだろうか」

「はい、もちろん！　ただで結構ですわ！」

　事は女王暗殺未み遂すいである。宰相としての立場上、グラネウスはいつまでも愛まな娘むすめを気遣う父親ではいられない。任せてほしいとはりきるアリシアの頭を軽く撫なでると、たちまち外に出て行った。

「ノーラ！」

　二人きりとなったところで、アリシアは急いでノーラに駆け寄った。薄うすい絹きぬの手袋に包まれた彼女の両手を、きゅっと握り締しめる。

「大丈夫、カシュヴァーン様もルアークも尋問はし慣れているわ！　必ずやあのサーリヤという子を死なない程度に痛めつけて、首謀者を突き止めてくれるから。何も心配しないで!!」

　力づけるアリシアを、しばらくの間ノーラは無表情に見つめていた。

「ノーラ？」

　聞こえなかったのだろうか。ならもう一度、と息を吸った瞬間、ノーラがほんのりと微笑んだ。

「式は、延期ですわね」

「そ、そうね……」

　珍めずらしく言葉に詰つまったアリシアは、必死に慰なぐさめようとした。

「でも、大丈夫よ。延期だもの、中止ではないわ！　確かに費用はかさむでしょうけど、ノーラの周囲にはお金持ちばかりですもの!!　利息なしで貸してくれるわよ!!」

「そうですわね」

　ふふふ、ふふふ、とノーラは夢見るような甘い笑みを浮かべている。濃い化粧とは裏腹の、幼おさない少女のような笑顔が背筋に冷たいものを走らせた。

　アリシアの好きな恐きよう怖ふ小説に、今の彼女に近い描びよう写しやが頻ひん出しゆつする。限度を超えた事態に直面すると、人は生身の自分から距きよ離りを取って衝しよう撃げきを減らそうとするのだ。

　コゼットをティルナードの婚約者として紹しよう介かいされた際にも、ノーラは似たような状況に陥っていた。あの時とは少し様子が違う気もするが、いずれにしろ放ってはおけない。

「いえ、いいわ、ノーラ、まずはおいしいご飯を食べましょう！　昨日も途中で退席してしまったし、今日だってきっとろくに食事を摂とれていないでしょう？　だからそんなに、虚うつろな眼をしているのね」

「食事ですか？　でも、そんな暇ひまはありませんわ、きっと……使用人たちは、今頃お客様たちへの対応に追われているでしょうし……」

「私がいるわ！　私が作ってあげるから!!　そうよ、食べて眠れば、大体の不調は解決するもの!!」

　はりきってアリシアが請うけ合うと、薄い膜まくが張ったようだったノーラの瞳が見開かれた。

「……え、ええと、奥様、奥様はまた、『肥ひ料りよう要いらず』で料理を……？」

　おそるおそる問いかける声は、アリシアがよく知るノーラのものである。やっといつもの調子に戻ってくれたようだと思うと、がぜんやる気が湧わいてきた。

「そうね、あれをたくさん食べると、どんなに眠くなくても寝られるわ！　今のノーラには最高の食材よね」

「いえ、あれはレイデンにはありませんから！」

「レイデンとフェイトリンは植生が近いし、きっとどこかに生はえているわ。ルアークに探して来てもらおうかしら。大丈夫よ、ノーラは着替えながらゆっくり待っていて？」

　悪気だけはないアリシアが笑顔で話を進めていると、扉を叩く音がした。「このままでは女王陛下ではなく、私が永眠させられますわ……！」と震ふるえているノーラを置いて、扉を開く。

「あら、クインティというメイドは、ずいぶんレイデン伯爵様に似ているのね」

「……クインティが似ているのは……ああ、いえ、僕です、アリシア様。すいませんが、ノーラに用がありまして」

　やってきたのはティルナードだった。アリシアにはすまなそうにしたものの、ノーラへ向けられた瞳に遠えん慮りよの色はない。

「ノーラ、悪いが来てくれ。僕と一緒に、招待客へ謝罪してほしいんだ」

「あら、エルティーナ様は？　もしかして、かなり危ない状態なのですか……？」

　先ほどのカシュヴァーンの話では、エルティーナが軽傷であるなら彼女とティルナードがひとまず状況説明をするのではなかったか。

「幸さいわい、女王陛下のお命に別状はないそうです。ただ、出血がかなりあるので、しばらくは静養されたほうがいいでしょう。なのに、共に僕らの潔けつ白ぱくを証明するため、場を設もうけて下さるそうなのです」

　誇ほこらしげにティルナードが語る、その口く調ちようでノーラも未来の夫が言わんとしていることを悟さとったようである。

「エルティーナ様は、本当に素晴らしい女王陛下ですね。私も、見習わなくては」

　きれいな微笑みが、感情を嚙み殺すようにはっきりとした発音が、ノーラを知らない誰かのように見せている。これは自分の視力のせいではないと、アリシアは直観した。

　だが、ティルナードは満面の笑みで彼女の反応を歓かん迎げいした。

「よく分かっているじゃないか。主しゆ賓ひんである僕らが顔を揃そろえない訳にはいかない。お前も疲つかれているとは思うが、ここが踏ん張りどころだ、ノーラ!!　さあ、来てくれ!!」

「──はい!!」

　ドレスの裾を華か麗れいに捌さばき、ノーラが立ち上がった。

「わ、私も行きます!!」

　思わずアリシアも追いすがろうとしたが、ティルナードは申し訳なさそうに眉まゆを寄せた。

「アリシア様、お気持ちはありがたいのですが、あなたが出てくると話がややこし……いえその、ライセンに怒られてしまいますから。ご心配なさらず、僕たちレイデン家の者だけでなんとかしてみせます。僕はもう、あなたたちに守られてばかりいた被ひ後こう見けん人にんではないのですから!!」

　精せい悍かんな笑みで宣言されては、これ以上余計なお世話はできない。確かに、レイデン家の問題ではあるのだが、それでも。

「ノーラ……」

「……大丈夫ですわ、奥様」

　花嫁のヴェールだけを取ったノーラが、ティルナードと連れ立って歩いていく。その様をアリシアは、黙だまって見送るしかなかった。







　女王暗殺未遂事件による騒動は、その日の夜にはいったん収まった。

　本来なら式が終わった後にも豪ごう華かな舞ぶ踏とう会かいが開かれるはずだったのだが、当然ながら中止だ。泊とまる予定だった客も半数が去った。それでも大勢がすぐには別の宿も用意できず、滞たい在ざいを余よ儀ぎなくされているはずだが、広い屋や敷しきの中は不気味なほど静まり返っていた。

「みんな、帰ってこないわね……」

　ライセン夫妻にあてがわれた広い部屋の中で、アリシアは寝しん台だいに腰掛けひとり物思いに耽ふけっている。カシュヴァーンとルアークは、式が中止になって以降まだ戻ってきていない。

　レイデンまでの旅路の暇つぶしにと、たくさん持ってきたグラネウスの著ちよ書しよにもそろそろ飽あきてきてしまった。舞踏会用に用意されていた食事は部屋まで運ばれてきたが、さすがにあまり食欲が湧かず、昨日と同じくひとり分しか食べられなかった。

　ティルナードに連れられてノーラが行ってしまった後、アリシアを迎むかえに来たのはトレイスだった。クインティというメイドは直接ノーラのところに着替えを持っていったそうで、彼女と会うことはなかった。

　また、トレイスも、アリシアをこの部屋まで案内した後は慌あわただしく去っていってしまった。今日のためだけに雇やとった使用人も多いため、レイデン家は上を下への大おお騒さわぎ。トレイスは臨時の執事見習いとして、セイグラムの手伝いに駆り出されたのである。

『ただでいいから、私もメイドとして臨時に働きましょうか？』

　何か手伝えることはないかと申し出てみたが、「いえ、これ以上話をややこしくしたくないので」とセイグラムににべもなく断られた。なら部屋にいよう、とあっさり引き下がったアリシアは、時折トレイスが差し入れてくれる食事を口にしながらひたすら誰かが戻るのを待ち続けるしかなかった。

「なんだか前にも、こんなことがあったわね」

　以前シルディーン王宮にて、当時の国王だったランドレイの暗殺未遂事件が起こった時とよく似た状況だ。あの時はカシュヴァーン、ジスカルド、そしてカシュヴァーンの剣の師し匠しようでもある傭よう兵へいバルロイのいずれかが犯人と目もくされていた。

　ただし、あの時は後日暗殺者の死体が発見され、同時に首謀者は〈翼の祈り〉とする証拠が多数発見されて事なきを得たのだ。そしてその暗殺者の名は、錬れん金きん術じゆつ師しを自称して王宮に潜もぐり込んでいたオーバンだった。

「……今回はサーリヤが自死を選んだとしても、解決という訳にはいかないわよね……」

　ティルナードを暗殺の首謀者として名指しした挙げ句に死など選ばれては、誤解を解くのは非常に難しい。とどめがあのイズマイールの指摘だ。

　いまだ昨年度の混乱の余波がくすぶるシルディーンにて、地じ盤ばんを固めきれていない女王を暗殺し、その後あと釜がまを狙う。一応の筋は通ってしまう。

　無論、とっさにアリシアやルアークが指摘し返したように、話には明らかに無理がある。だとしても、では誰の差し金か、なぜティルナードを首謀者として指摘したのか、という謎なぞは残る。

　また、誰が首謀者だったとしても、警備の甘さは責められるだろう。ルアークがサーリヤに対してやけに当たりがきついのも、自分がいながら不ふ甲が斐いない、という気持ちの裏返しと思われた。

「レイデン伯爵様は別にルアークに警備料を払っている訳ではないから、そこまで気にしなくてもいいのに……でも、それにしても、様子が変だわ。いつものルアークじゃないみたい」

　グラネウスもルアークを気遣っていたが、確かに彼はいつになく感情的な反応を示していた。

　逆にいつものようにきいきいわめいたりせずに、何かを押し殺している風なのがノーラだ。

「ノーラ……」

　ルアークのことも、対応に追われているはずのティルナードやセイグラムのことも気にはなるが、やはり今一番心配なのはノーラだ。どうしようか、少し様子を見に行ってもいいものか、『肥料要らず』を探しに行くべきかと迷うアリシアの耳に、叩こう扉ひの音が届いた。

「ノーラっ？」

　一目散に扉へ駆け寄ったアリシアだが、苦笑する声は少年のものである。

「いったんただいま、アリシア。ノーラじゃなくてごめんね」

　室内に入ってきたのは、礼服を着き崩くずしたルアークとカシュヴァーンだった。カシュヴァーンは眼がん帯たいも外はずし、左眼の上に走る傷を露あらわにしているため、ひときわ雰ふん囲い気きが物々しい。

「まあ、ルアーク、カシュヴァーン様、お帰りなさい!!　いいえ、二人のことだって待っていたわ!!」

　笑顔になって夫と「息子」を招き入れたアリシアであるが、ふとその表情が翳る。

「ずいぶんお疲れのようですけど……もしかして、勢い余って」

「大丈夫、サーリヤは生きてるよ。だってまだ、何も情報を得られてないんだから」

　不ふ穏おんな心配を否定するルアークであるが、アリシアにも分かるほど彼の顔は憔しよう悴すいしている。似たような状態のカシュヴァーンも、疲れきった足取りで寝台に近づいていった。

「正直、あの娘を見くびっていたな。参った、全く口を割らん。口を開けば例の、サーリヤに女王暗殺を命じたのはティル云々、ばかりだ」

　音を立てて寝台に座り込むなり、その唇から苦いため息が漏れる。

　女性の不幸を嫌きらうカシュヴァーンである。〈玩具の兵隊〉は九割方他に行き場のなかった子供たちの集団であり、サーリヤがそこに属していた事実だけできついのに、不幸な少女の口を割らないといけないのだ。精神的な負ふ担たんは計はかり知れない。

「男相手じゃないから、俺も若干やりづらさはあるけど……それにしても、よく耐たえてるよ」

　壁かべにもたれて腕うで組ぐみしたルアークの声も、カシュヴァーンと同じか、それ以上に苦い。眉み間けんにしわを寄せた厳きびしい表情のせいもあり、今夜の彼はずいぶん年上に見えた。

「……全く、よくやるもんだよ。どう転んだって、自分はただの捨て石じゃないか。忠義を尽つくして死ねば、至いと高たかき国に行けるとでも言い含ふくめられてるのかな？　おっと、マルグレートの関係者なら、女神の腕に抱だかれるだっけ」

　靴くつ先さきでかつかつと床を蹴けりながら、ルアークはサーリヤの態度を罵ののしり続けている。

　いつになく荒あれた様子を見て、アリシアは気づいた。やはり、警備の責任を感じているだけではないのだ。

「ねえ、ルアーク、私が代わりにサーリヤを尋問しましょうか？」

　突然の申し出に、ルアークが眼を見開いた。

「……いや、アリシア、いいよ。たぶんいろいろと、えぐい尋問方法を知ってそうな気はするけど、本で読むのと実際にやるのは大違いだから。気をつけないと、本当に殺しちゃう可能性もあるよ？」

「でも、ルアーク、〈玩具の兵隊〉時代のことをいろいろ思い出してつらいんじゃない？」

　率直すぎる指摘に、一瞬ルアークがぽかんとした。二人のやり取りに耳をそばだてていたカシュヴァーンも、ぎょっと眼を剝むく。

「……相変わらず、いきなり心臓を刺さしてくるよね、アリシアは」

　他に選びようがない、というような苦笑いがルアークの口元に広がった。

「そうだね、愉ゆ快かいな気分じゃない。まだあの組そ織しきに囚とらわれている人がいるんだと思うと、ちょっとね」

　肩かたを竦すくめた彼は、視線を斜ななめ下に落とした。

「俺自身は、ま、強かったし。その分組織に依い存ぞんせずにすんでたけど、あそこの価値観にどっぷり浸つかっちゃってる子が大半だったからさ。〈玩具の兵隊〉解体後、絶望して死を選ぶようなのもいたことを考えると、生き延のびていただけサーリヤはましなのかもしれないけど……おっと」

　言葉を切ったルアークは、風も起こさずするりと移動し、部屋の扉を開いた。ちょうど扉を叩こうとしていたティルナードが、驚いたように動きを止める。

　扉の向こうには、ジェダを除くレイデン家の面々が勢揃いしていた。例のメイドが着替えを用意してくれたのだろう、ティルナードもノーラも普段の服装に戻っている。

「あら、レイデン伯爵様、ノーラにセイグラム!!」

「夜分に失礼いたします、アリシア様。……状況について話したいと思いますので、少しお時間を下さい」

　ようやく顔を見られ、喜ぶアリシアに会え釈しやくした三人は揃って室内に入ってきた。薄暗い廊ろう下かを抜けて部屋に足を踏み入れた途と端たん、燭しよく台だいの火に照らされた彼らの顔色の悪さが目立つ。

「レイデン伯爵様、大丈夫ですか？」

　中でも一番青い顔をしたティルナードに声をかけると、彼はあからさまに無理をした。

「……な……なんの、これしき。ゼオのやつにいじめられていたころに比べれば、僕にはこれだけの味方がいるんだ。なんともありませんよ！」

　アリシアたちに出会う前、卑ひ屈くつで依い存ぞん心しんばかり強かったティルナード。その原因である前国王の名前を出せる程度には、まだ余裕があるようである。

「ところでライセン、あの暗殺者の娘はどうだ……？」

「……すまない。ルアークと二人でいろいろと試してみたが、今のところ何も吐かん。見張りはとりあえずジェダに任せてある」

　陰いん鬱うつな行程を思い出してしまったのか、カシュヴァーンの口は重い。ティルナードも彼の精神的苦痛は理解しているらしく、そうか、とつぶやいただけで責めようとはしない。

「そうですか。では今度は、私がやってみましょう」

　小型の乗じよう馬ば鞭むちを取り出したセイグラムが、ぱしぱしと空から打うちを始めた。ティルナードが条件反射で身を引き、カシュヴァーンが牽けん制せいを放つ。

「構わないが、あの娘、痛みには相当強いぞ。当たり前だが身分を証明するような物は持っていないし」

「辿っていけば、十中八九、元〈玩具の兵隊〉。最終的にはシルディーンと〈翼の祈り〉に跳はね返ってくるということですね。となると、本人よりも周辺を洗うほうが効果的ですか」

「だろうな。バルロイたちに連絡してくれるか？」

　ラグラドール人は傭兵としてあちこちを旅する関係上、独自の情報網もうを発達させている。また、マルグレート人とは祖を同じにしているという歴史的な経けい緯いもあり、彼らのことを探さぐるならうってつけだ。

「もう使者を出しました。とはいえ、正確な情報をよこしてくれるかは疑問ですが」

「分かっている。利害が絡からめば、ラグラドールの連中は平気で噓うそをつきやがるからな。だが今のところバルロイはマルグレート人、というか口の達たつ者しやなジェリオを警けい戒かいしているようだし、レネのこともある。〈玩具の兵隊〉絡みで、偽にせの情報を流すとは考えにくい」

　祖先が同じとはいえ、マルグレートとラグラドールは間に二つの国を挟はさんでいる。片方は商品の輸出、片方は血の輸出で栄さかえたという差異もあって、周囲が勝手に想像するほど彼らは仲が良さそうではない。

「クルセージュの方々には、頼れませんか？」

　思いつくまま、アリシアも口を挟んでみた。マルグレートとの付き合いで考えれば、直接国境を接しているクルセージュが一番であろう。

　なまじ付き合いが深いだけに彼らの介かい入にゆうを拒否しにくく、外国人であるカシュヴァーンたちに「神様退治」を依頼してきた訳でもあるが、今回の件はどう考えてもその「神様退治」の意い趣しゆ返がえし。ただで協力してくれるだろう、と踏んだのだが、カシュヴァーンは渋しぶい顔をした。

「クルセージュ王家は、実はすでに協力を申し出てくれてはいる。だが、彼らの手を借りるのは最終手段にしたい。事実上の同盟国とはいえ、相手はあの『残ざん虐ぎやく王おう』だ。甘えきって隙すきを見せれば、寝首を搔かかれる可能性がある」

　エルティーナがマルグレートから婚約を持ちかけられている、というのも微び妙みようなところだ。あくまで向こうからの話であり、色よい返事をしている訳ではないにせよ、クルセージュから見れば自国を挟み撃うちにできる二大国が婚こん姻いんによる同盟を結ぶかもしれない状況である。面おも白しろいとは思えない。

「そっそ、それにあそこの王子様ってば、俺たちのお姫様に公然とちょっかいかけてくる有あり様さまだし。下手に踏み込ませると、マルグレートより危険な商売相手かもよ？」

「まあ……ユベル様ったら、そんなに吹っかけてきたの？」

　ルアークの軽口を勘かん違ちがいするアリシアを眺ながめ、ノーラがおかしそうに口元を緩ゆるめた。それに気づいたアリシアも微笑む。

「ノーラはだいぶ顔色が回復したわね、よかったわ」

「えっ……ああ、そうですか？」

　なぜかばつが悪そうにしたノーラが、急いで取り澄すました表情を作った。奇き妙みような反応に、アリシアは小首をかしげる。

「ええ、元気そうで安心したわ。これからが大変なのに、さすがノーラね!!」

　無論普段に比べれば、顔色が悪いことは悪いのだ。男性陣じんと違って化粧である程度隠しているせいもあるだろうが、少なくとも昨日よりはだいぶましである。今け朝さ方がたのように、空くう虚きよな微笑みを浮かべている訳でもない。

「そうだな、最初は放心していたが、落ち着いてくれてありがたい。僕は今頃になって、どっと疲れてきているが……」

　レイデン家の長として矢や面おもてに立たなければならないのは、やはりティルナードである。弱よわ音ねを吐く様子こそないが、内心かなり参っているようだ。声に覇は気きがなくなってきている。

「……改めて、申し訳ない、ノーラ。今日という日のために、お前は必死でがんばってくれたのに……」

「そんな……私こそ、何もできずに申し訳ありません。今日までずっと、物覚えの悪い私に付き合って下さったのに……」

　もじもじと指をすり合わせ、ノーラは身を縮めている。心底申し訳なさそうな彼女を、ティルナードはかえって愛いとしそうに見つめた。

「結婚前から、苦労ばかりかけてすまない。だが、今回の件は必ず僕がどうにかする。そして必ず、予定どおりに、いや、予定以上に素晴らしい結婚式を挙げる!!」

　変わらぬ熱意を込めて、ティルナードが断言する。

「……そう、です、ね」

　だが、うなずくノーラの声はどこか乾いていた。アリシアは違い和わ感かんを覚えたが、熱く未来を見つめるティルナードは足あし下もとの異変に気づいていない様子だ。

「今回は情勢を鑑かんがみて遠慮したが、もういっそ、ラグラドール人も招くべきだろう。バルロイには、なんだかんだで僕も世話になったし……それに今回は、オーデル侯爵もいらしていないし。他にもお呼びしたい方々は大勢いるんだ。その分負担も増えるだろうが、僕たちならきっとできる!!」

「そうですね」

　微笑んでうなずくノーラは表面上、大きく変化した訳ではない。豊かな胸も華はなやかな美び貌ぼうも変わりないが、その声は妙みように上うわ滑すべりして聞こえた。

「最高にすてきな……レイデン伯爵夫妻に相応ふさわしい婚こん儀ぎを、執とり行うべきですわよね」

「……おい、ノーラ、ティルもだ。ちょっと待て」

　様子がおかしいと思ったのは、アリシアだけではなかったようだ。カシュヴァーンがやむを得ず口を挟もうとした瞬間、別の男の声がした。

「本当にそう思っているか？　ノーラ」

　威い嚇かくするように鞭を手の平でもてあそんでいるセイグラムである。

　──あなたはこの結婚を、本心から希望されていますか？

　アリシアの耳の奥に、昨日のイズマイールのささやきが蘇よみがえった。一いつ拍ぱく遅おくれて、ノーラがきっとセイグラムを睨みつける。

「な、なんのこと？　ふんっ、今頃になって、私とティルナード様の仲を邪魔しようというの!?」

　眼光のきつさとは裏腹に、日常を意図的になぞっているような空々しいしぐさだった。当然、セイグラムにはいつにも増して効き目がない。

「くだらない言いがかりをつけるのは、邪魔をしてほしがっているからではないか？」

「っ！」

　びくっと首を縮めたノーラを、彼は容よう赦しやなく追つい及きゆうする。

「以前から思っていた。ノーラ、お前は名門レイデン家に嫁とつぐことを、恐おそれてはいないか。だから婚儀に邪魔が入り、延期となったことを喜んでいないか？」

　ノーラの喉がひくりと震ふるえたが、それだけだった。唇はわななくばかりで、何も言い返そうとしない。

　青ざめた彼女に対し、セイグラムはさらに信じられないひと言を放った。

「恐れ、怯えるあまり……マルグレートと通じて、今回の騒動を引き起こしたりはしていないか？」

「──は？」

　セイグラム以外の室内にいた全員が、ほぼ同時にそう言った。次の瞬間、ティルナードが憤ふん怒ぬに顔を赤く染める。

「おい、セイグラム！　いくらなんでも、今のは暴言だ。ノーラに謝れ!!」

　その怒りようは、セイグラムの兄夫婦を招待する件で揉もめていた際の比ではない。鞭への恐怖も忘れたか、ぐいっと乱暴に執しつ事じの襟えり首くびを摑んだ。

「ノーラ、本当にすまない!!　こいつも一日中僕と一緒に頭を下げ通しで、疲れているんだ。あまりそうは見えないけど!!」

　されるがままのセイグラムを睨み睨み、ティルナードは懸命に謝罪する。誠意と真心がその瞳をきらきらと輝かがやかせていた。

「安心してくれ。今日こそ僕が、主従関係というやつをはっきりさせてやる。ただ、セイグラムがいつだって僕らのために動いてることだけは理解してほしい。ああ、もちろん、お前が一刻も早く僕と結婚し、レイデン家の一員になりたいと願っていることも理解している！　大丈夫だ、ノーラ。僕とお前なら、この窮地も乗り越えられる!!」

　きらきら、きらきらと、純じゆん粋すいな想いを宿して輝く瞳。

　それにノーラは、アリシアを不安にさせるあの瞳で対たい抗こうした。

「そうですわ」

　夢見るように揺ゆれる瞳は、現在も未来も見ていない。あえかな笑みを貼はりつけた唇が、空に浮かんだ文字を読むように動く。

「私は、マルグレートと通じたりしていません。女王陛下の暗殺など、考えたこともありません」

「当たり前じゃないか！　ほら、セイグラム、早く……」

「ですが」

　いきなり、ノーラの声が軋きしんだ。大きく見開いた瞳に、みるみる涙が盛り上がる。とてもまなじりに留とどめることはできず、こぼれ落ちた雫しずくが化粧を巻き込みながら頰ほおを伝った。

「この結婚が間違いかもしれないとは、思っておりましたわ。ずっと、ずっと、ずっとずっとずっとッ!!」

「ノーラ!?」

　力一杯叫んだノーラが、ぱっと身を翻ひるがえす。彼女はそのまま、ほとんど扉に体当たりするような勢いで廊下に出て行ってしまった。

「ノ、ノーラ、待て！」

　ティルナードは慌てて追いかけようとしたが、思わぬ事態への硬こう直ちよくを一瞬挟んだため間に合わない。アリシアが伸ばした手はカシュヴァーンのマントを摑んでしまい、摑まれたカシュヴァーンはルアークと顔を見合わせてため息をついた。

「ティル、今はお前は追うな」

「しかしっ！」

「行くならアリシアがいいだろう。アリシア、少し間を置いて……」

「ちょっと待って」

　なんとも言えない顔をしていたルアークの目つきが鋭するどくなったかと思えば、ふっとその姿が消えた。

　次の瞬間、扉の向こうから浅黒い肌はだの青年が顔を覗かせる。

「あら、あなたは……」

「イズマイール殿でん下か!?」







　重要な客人のひとりが突然登場したので、ティルナードは急いで居住まいを正した。だが取り繕つくろえたのも束つかの間ま、イズマイールがその胸に大勢の妻たちではなく、ノーラだけを抱いていることに気づき愕がく然ぜんとする。

「な、何を……」

「これは失礼、女性の悲鳴が聞こえたので駆けつけましたら、走ってくるこの方を抱きとめる格かつ好こうになりまして。ルアーク様、申し訳ないが、得物を収めていただけないですか。私は荒あら事ごとが苦手なのです」

　苦笑いするイズマイールたちの横にぴったり寄り添そっているのも、大勢の妻たちではなく針状の武器を構えたルアークである。

「……そりゃどーも。なら、ノーラを放してもらえないですか？」

「ええ、この方が望むなら。ノーラ様、少しは落ち着かれましたか？」

　ノーラがどうしたいかによるのだと、イズマイールはさり気なく強調した。やむなくルアークは武器をしまい、ノーラも慌ててイズマイールから離れようとする。

「ご……ごめんなさい、取り乱してしまって、私」

「構いませんよ、ああ、少し動かないで。化粧が崩れてしまっているので、直させて下さい」

　浅黒い指先が、慣れたしぐさで涙に濡れたノーラの目元をなぞる。ノーラは赤くなって飛び退のいた。

「殿下！　いけませんわ、あなたの指が汚れてしまいます!!」

「女性の幸福に仕つかえることが私の幸福です。お気になさらずに」

　取り合わない態度で化粧直しを行うイズマイールに、セイグラムが大おお股またに近づいていった。鞭こそ取り出す様子はないが、冷たいまなざしに遠慮の文字はない。

「失礼、殿下。我が主あるじの婚約者がご迷めい惑わくをおかけしました。あとは私どもにお任せ下さい」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな物言いに、イズマイールが肩を竦める。自分への態度に呆あきれている訳ではないようだった。

「セイグラムといったね。君の気持ちも分からないでもないが、これ以上無ぶ粋すいな真似はしないほうがいい」

「マルグレートでは、使用人が主に意見するなど考えられないそうですね。ですがシルディーンでは違いますし、特に我が主は器うつわの大きな方です。たとえ疎うとましがられようが、執事には若い主を導く役目がありますから」

「おい、セイグラム！」

　まさかの言い合いに発展し、泡あわを食ったティルナードが止めに入った。だがイズマイールは怒る様子も見せず、むしろ憐あわれむような表情をしている。

「そういう意味じゃない。君は優秀な執事だが、君自身の気持ちに対しては鈍どん感かんなようだね」

「……は？」

　珍しく、セイグラムが戸と惑まどった顔をした。

「噂うわさによると、ずっとノーラ様とレイデン伯爵の結婚に異を唱えていたそうだが」

「ええ、彼女は一いつ介かいのメイドに過ぎませんでしたから」

　何を言っているんだ、こいつは。その感想を隠かくしもしないセイグラムに、イズマイールは辛しん抱ぼう強づよく話しかけ続けた。

「本当に素直じゃないな。正直に、彼女を愛しているから、誰にも渡したくないのだと言えばどうだい？」

　ジェリオは来ない。昨日彼がそう言った時よりも、さらに奇妙な静せい寂じやくが生まれた。

「え、セイグラム、ノーラのことがむぐ」

　驚きをそのまま出してしまったアリシアの口を、カシュヴァーンが反射的にふさぐ。ただしあくまで反射で動いてしまっただけで、彼の視線もセイグラムに釘くぎづけだ。

　やがてセイグラムは、ゆっくりと眼鏡めがねを押し上げた。

「──失礼、殿下。シルディーンの言葉は難しいでしょうか」

「ジェリオに比べれば拙つたないだろうが、私だって手広く商売をしているマルグレートの王子だ。大事な取引先の言語は問題なく話せるつもりだよ」

　嫌いや味みにも、イズマイールは泰たい然ぜんと笑っている。代わりに顕けん著ちよな反応を示したのはティルナードだった。

「そうだった、のか？」

　最も早はや彼の認識から、イズマイールの存在は消え失うせているようだ。

「だから、初夜のおかしな知識を植えつけてまで、僕とノーラの仲を邪魔していたのか？」

「……ティルナード様、あなたまで何を……」

　眉をひそめるセイグラムを見つめ、ティルナードは苦しそうに顔を歪めた。

「好奇心に負けて、お前の兄夫婦を強引に招いてしまったのは本当に悪かった……だが、ああ、ならば僕は、お前に対して恐ろしく残ざん酷こくなことを……!!」

　罪悪感に苛さいなまれているらしきティルナードに全員の注目が集まった瞬間、まだ廊下にいたノーラが再び身を翻した。

「ぷはっ、ノーラ！」

　カシュヴァーンの手の下からアリシアが叫んでも、彼女は止まらない。小刻みな足音はあっという間に遠ざかっていった。

「これは失礼。どうやら私は、言ってはならないことを口にしたようですね」

　場を支配する混乱からひとり自由なイズマイールが、優ゆう雅がに頭を下げる。

「お邪魔しました、これにて失礼いたします。おやすみなさい、よい夢を」

　耳飾りの音を涼しげに響ひびかせて、イズマイールが背を向けた。そのまま悠ゆう々ゆうと、ノーラが走り去ったのとは反対方向に向かって歩き出してしまう。

「……私も、今はここにいないほうがよさそうですね」

　次に口を開いたのはセイグラムだった。身を硬くするティルナードに、淡たん々たんと述べる。

「そろそろ戻ってやらないと、トレイスが限界を迎えるでしょう。ティルナード様もいろいろな意味で限界でしょうから、今夜はもうやすみなさい。失礼いたします」

　トレイスが戻らないと思ったら、まだ陰いん険けん執事にこき使われていたようだ。お給金はいただけるのかしら、などと一瞬考えたアリシアの視界から、セイグラムはさっさと姿を消した。

「……な……なんなんだ、もう!!」

　再び訪れた曰いわく言いがたい沈ちん黙もくを、悲鳴のようなティルナードの声が破った。

「ああ、どうなっているんだ、訳が分からない！　暗殺の濡れ衣だけで十分なのに、ノーラは僕との結婚を間違いだと思っていて、挙げ句にセイグラムがノーラを好きだって!?　至高き国におわす神よ、僕にどうしろとおっしゃるのですか!?」

　式の際に見せた落ち着きぶりはどこへやら、彼は今にも泣き出しそうである。

　不意に、アリシアの頭に重みがかかった。カシュヴァーンが深々と息を吐きながら、体をもたせかけてきたのだ。

「……本当に、あの兄にしてあの弟ありだな……」

　次から次へと「息子」や「娘」の身へ降りかかる難題に、さしものカシュヴァーンも精神力が切れてきたようだ。やれやれ、とばかりに妻の後こう頭とう部ぶに額をすり寄せてから、気合いを入れ直して背筋を伸ばす。

「アリシア、とりあえずノーラを頼めるか。ティルには俺がつく」

「はっ、はい！」

　不意打ちの接せつ触しよくに固まっていたアリシアだったが、今は「おなかが痛い」に感じ入っている場合ではない。勢いよく答え、部屋の外に向かう。

「うん、そっちじゃないな。ルアーク、アリシアをノーラのところまで連れて行ってやってくれるか？」

「……りょーかい」

　カシュヴァーンと同じぐらいぐったりした顔のルアークに付き添われ、アリシアは薄暗い廊下を歩き出した。







　ノーラが逃げ込んだ先は、数室隣となりに用意されていた客室だった。本来なら泊まり客がいるはずだったのだが、このたびの騒動により空いているのだ。

「俺はここまでのほうがよさそうだね。じゃ、野や暮ぼ用ようを片づけてくるよ、アリシア。ノーラによろしく」

　部屋の前まで来たところで、ルアークが軽く片手を上げる。親友同士のほうがいいだろう、と立ち去りかけた彼の服の裾を、アリシアははっしと摑んだ。

「また、サーリヤのところに行くの？」

「……なんでこういう時だけ鋭いかなあ」

　呆れ顔になったルアークは、子供をあやすように言った。

「時間が経たてば経つほど、問題が増えていっているからね。とりあえず、一個でも片づけないといけないでしょ？　目下俺たちが直接手出しできそうなのは、暗殺未遂の一件だけだし」

　ティルナードとノーラ、そしてセイグラムとノーラとティルナードの関係にまつわる問題に当事者以外が口を挟むのは難しい。ならばせめて、ひとつでも厄やつ介かいごとを減らそうという意見は正当だ。

　だがサーリヤの件には、ルアークの問題が隠れているではないか。はっきりとした確証はないが、このままサーリヤを傷つけ、最悪手にかけるようなことがあれば、ルアークも心に深手を負おうような気がする。

「お母さん」として、そんなことはさせられない。

「分かってるわ。でも、ひとりじゃだめ。カシュヴァーン様と行って」

「……カシュヴァーンおにいちゃんは、今ごろティルぼっちゃんのお守りで忙しいでしょ？　それにサーリヤの見張りはジェダさんが」

「だめ。ジェダはルアークに甘いから、ごまかされてしまうもしれないわ。カシュヴァーン様か、でなければ私と行って。ね？」

　暗くら闇やみに猫ねこのように光る緑の眼を、きちんと見ながら言えたせいだろうか。

「分かったよ、『お母さん』」

　感情のうかがえない声でつぶやいたルアークは、ふっと姿を消した。







　ルアークが去り、ひとりになったアリシアは、眼の前の扉をゆっくりと叩く。

「ノーラ」

　返事はない。どうしようか、開けてもいいだろうかと迷った時、か細い呼びかけが返ってきた。

「奥様ですか……？」

「ええ。私ひとりよ、ノーラ」

　勢い込んで答えたアリシアだが、昨夜のエルティーナの姿が脳のう裏りを過よぎった。扉を開こうとしていた手を握り締め、言葉を選ぶ。

「あのね、ノーラ。思わず追いかけてきてしまったけど、私は時々、かえって人を怒らせてしまったりするの。だから、いないほうがよければ、このまま部屋に戻るわ」

「……奥様に気を遣わせてしまうような状態ですのね、私」

　苦笑の気配と共に扉が開き、暗い部屋の中からノーラが顔を出した。イズマイールはよほど手慣れているようで、あれほど激しく泣いた割に目元の化粧はきれいなものだ。

「ありがとう。入ってもいい……？」

「どうぞ。暗いですけど……窓から少し月明かりが入りますし、今は灯あかりが欲しい気分ではないですから」

　思ったよりも落ち着いた声で招き入れてくれた部屋は、窓から差し込む月光に淡くにじんでいる。アリシアたちの部屋と間取りも調度品もそう変わらないのに、静かすぎるノーラの雰囲気のせいか、妙に現実味を欠いていた。

「昨日から、本当に、何もかもめちゃくちゃですわ」

　使う者がいないまま、整えられて放置されている寝台に腰掛けたノーラが、憂鬱な吐と息いきを吐き出す。その横に並んだアリシアは、少し考えてから言った。

「昨日からじゃ、ないわよね。ノーラ、前に王宮の舞踏会で会った時も、とてもしんどそうだったもの」

　思えば当時から、微び量りようの不安を感じてはいたのだ。無む邪じや気きに全力疾しつ走そうを要求するティルナードに、ノーラは必死になってついて行こうとしていた。彼を、愛しているから。

「もっと早く、こういう時間を持つべきだったわね。あなたは私のメイドで、親友で、姉妹で、娘のようなものなのに……ノーラ？」

　柔やわらかな感かん触しよくに包まれ、少し驚いてしまう。ノーラが子供のようにしがみついてきたのだ。アリシアの肩口に顔を埋うずめ、彼女は小さな声でしゃべり始めた。

「……ティルナード様のことは、好きなんです」

「ええ」

　不思議な感かん慨がいを覚えながら、そっとその背を撫でる。幼い頃、アリシア自身が父母にしてもらったことを思い出しながら。

「あの方と結婚はしたいんです。レイデン家の一員になりたいんです。だって私、ずっといい家に嫁ぎたいって思っていたんですもの。だからライセン家で働いていたんですもの」

「そうよね、知っているわ」

　ノーラは上昇志向が強い。カシュヴァーンの父親の凶きよう行こうにより「ハルバーストの薔ば薇ら屋敷」と呼ばれ恐れられていたライセン家へ雇われ、主の愛人を目指していたぐらいだ。おかげでアリシアも彼女と出会えた。

「……見た目と違ってやり手の奥様が嫁いできたせいで、カシュヴァーン様は捕つかまえられませんでしたけどね」

「そんなことはないわ、ノーラは私なんかよりずっとやり手よ。名門地ち方ほう伯はくの跡あと継つぎで、血筋をとても誇りに思っているのに、ノーラの本当の良さに気づいて下さる方を射い止とめたじゃない」

　メイド出身の婚約者だけではなく、傭兵上がりの執事に元暗殺者の護ご衛えいなど、ティルナードの側には家格に囚われない面々が集まっている。それは彼がカシュヴァーンやルアークとはまた違う、不揃いな個性を受け入れる強さを持っているからだろう。

「──そうですわ。ティルナード様は、ちょっと頼りないところもありますけど、とてもすてきな方なんです」

　誇らしげに、ノーラが豊かな胸を張った。だがそれも束の間、彼女の瞳は再び伏せられてしまう。

「一介のメイドでしかない私が……ガーゼット家の養女になって、貴族のおぼっちゃんと恋をして。どんな恋愛小説にも負けない夢を、叶かなえたと思っていましたの」

「ええ、まるで『夢の王子様』みたいよね」

　エルティーナの愛読書、グラネウスの隠れた著ちよ作さくでもある本の題名を口にしてみる。アリシアとしては姫をつけ狙う竜のえぐい描写がもう少し欲しいところだが、多くの乙女おとめを虜とりこにしてきた名作だ。

「本当に。……でも、現実は、ただ結婚して終わりではないですものね」

　消え入りそうに小さくなった声が一転、やけくその叫びに変わった。

「分かってますわ、私が甘かったんです！　貴族なんて、ただふんぞり返って威い張ばっていればいいんだと、頭のどこかで思っていましたわ。そりゃあカシュヴァーン様は毎日忙しそうですけど、あの方は一般的な貴族の若様とは違いますもの!!　奥様のことを世界一可か愛わいいと思うぐらいですし!!　いまだになんで負けたのか理解できませんわ、どう考えたって私のほうがいい女ですわよ、ふんッ!!」

　どさくさに紛まぎれてカシュヴァーンに対する鬱うつ憤ぷんまで吐き出した後、またその声は小さくなる。触ふれ合っているところから、震えが伝わってきた。

「ティルナード様の、期待に応こたえたいんです。あの方に相応しい妻になりたいんです。だから私、がんばって、がんばって、がんばり続けて、なのに……!!」

　不安定に波打つ声は、徐々にすすり泣きに変わっていった。

「……このままでは、私、ティルナード様のことを、嫌いになってしまいそうなんです……」

「……それは、つらいわね」

　赤毛を優しく梳すいてやりながら、アリシアは心からの相槌を打つ。

　カシュヴァーンを嫌いになる、など考えられない。そもそも人を嫌いになることが少ないアリシアなのだが、腹の底が煮にえるような怒いかりと憎ぞう悪おは去年経験した。あんな感情を愛する相手に抱いだくのかと思えば、ノーラの恐怖は理解できた。

　好きな人を嫌いになるのはつらい。

　だが、仲の悪い相手に好かれるのはどうだろう。

「ねえ、セイグラムのことは……？」

　そっとつぶやいた瞬間、ノーラが大きく肩を跳はねさせた。アリシアから離れ、ぎくしゃくと敷しき布ふを握る顔は混乱を極きわめている。

「あ、あいつが私のことを好きだなんて、絶対絶対ぜーったい、ありえませんわよ！　あれだけ人を馬鹿にしてきたくせに!!　まだ実はティルナード様の愛人で、私に嫉しつ妬としているとでもいうほうが納なつ得とくできますわ!!」

「そうね、セイグラムが兼けん任にんしてくれるなら安上がりでいいかも」

　あっさり納得しているアリシアの声は聞こえていないようだ。ノーラは苦く悶もんの表情を浮かべ、自問自答を続けている。

「でも……でも、確かに以前にも、ティルナード様につきまとうぐらいなら、私にしておけなんて……い、いえ、ありえません！　ああ……もう、嫌いや!!　一体どうなっているんですの!?　これ以上何も考えたくないですわ!!」

　さっきのティルナードと似たようなことを言いながら、ノーラは追及を放ほう棄きした。無理もないと、アリシアは慰める。

「結論を急がないで、ノーラ。問題があまりにも多すぎるんだもの」

　今度はアリシアのほうが手を伸ばし、ノーラを抱き締めた。自分を甘やかすカシュヴァーンの声こわ音ねを思い出しながら、彼女の耳元でささやく。

「大丈夫よ。いざとなったら、メイドでも愛人でもいいから、私のところに戻ってきて。あなたがちゃんと結婚するまでは、コゼット様もオーデル侯爵様も保留にしておくから」

「……オーデル侯爵は……ふふ、ええ、そうですわね。それにしても、女をたらし込むのもお上手になって……さすが『アズベルグの変へん態たい』の愛あい妻さい……」

　気の抜けた笑みを浮かべたノーラが、ぎゅっと抱き返してきた。

「ありがとうございます、奥様。……もう大丈夫ですわ、とりあえず部屋に戻ります」

　生気を取り戻した声を聞いて、アリシアもほっとした。どちらからともなく立ち上がり、揃って部屋の外に向かいながら決意する。

「とにかく、ルアークも言っていたけど、まずはサーリヤの件をなんとかしないといけないわね」

　レイデン家の人間関係も問題だが、このまま逆ぎやく賊ぞく扱あつかいされると他のことが何もできなくなってしまう。ルアークのためにも、一いつ刻こくも早くサーリヤの口から、真の首謀者の名前を聞き出さなければ。

「そうですわね。例の殿下が嚙んでいるのでしょう？　お金持ちの王子様で、色男で物もの腰ごし柔らかで……正直ちょっとくらっときましたけど、ああいう態度で女性をたぶらかして、言うことを聞かせているのでしたら許せませんわ！　心が弱っていたので、ちょっとくらっときましたけど!!」

　つい心動かされたことが悔くやしいのか、あるいはティルナードに悪いと思っているのかもしれない。さかんに「ちょっと」を強調するノーラを彼女の部屋まで送りながら、アリシアはひとりごちた。

「……でも、イズマイール殿下は、本当に女性を大事にしているようなのだけど……」

　このままティルナードを冤えん罪ざいに陥おとしいれるなら、サーリヤも無事ですむはずがないのに。







　ノーラと別れ、ひとりで戻ってきたアリシアが部屋の前に立った瞬間、カシュヴァーンが静かに扉を開けて出迎えてくれた。

「お帰り、アリシア。その様子だと、ノーラはひとまず回復したようだな」

「きゃっ、あ、あら、よく私が戻ったとお分かりでしたね。さすがですわ！」

　気づけば室内の燭台の灯ひはほとんど落とされており、ただでさえ黒ずくめのカシュヴァーンの姿は半分闇やみに溶とけている。それでもアリシアの眼に、彼は白く光って見えるので問題はないが。

「なに、さっきまでルアークもいたんでな。お前ひとりでちゃんと戻ってきたことを確認してから、あちこち偵てい察さつしに行った」

　瞬間、かすかに抱いた不安を、カシュヴァーンは正確に見抜いていた。

「大丈夫だ、サーリヤのところじゃない。お前が止めてくれたらしいじゃないか」

　さすがだな、と褒ほめ返してからため息をこぼす。

「ノーラと一緒にルアークの面めん倒どうまでみてくれて助かった。うちのガキどもは本当に、手間のかかる奴やつらばかりだ」

　肩を竦める彼に導かれるまま室内に入ったアリシアは、カシュヴァーンの寝台がふくらんでいることに気づいた。ティルナードが、薄く口を開いた無防備な顔で眠っている。

「あら、傷心のレイデン伯爵様は、悲しみのあまりカシュヴァーン様の愛人に……」

「勝手に話を作らないでくれ、ノーラとセイグラムに殺される。ぎゃあぎゃあうるさいから、寝酒を飲ませて眠らせただけだ」

　渋い顔をしたカシュヴァーンは、アリシアの寝台に腰を下ろした。だがその瞳は、ティルナードの寝顔を見つめている。彼の眠りを邪魔しないためか、室内の光源はアリシアの寝台の枕まくら元もとに置かれた燭台とかすかな月明かりだけだ。

「ティルもな。本当に成長した。がんばってはいるんだ。どうしたらいいんだ、こんなにがんばったのに、と繰くり返す気持ちは痛いほど分かる、しかし……」

　ティルナードも先ほどのノーラ同様、後見人であり兄であり父でもあるカシュヴァーンに、追いつめられた心情を吐と露ろしていたようだ。

「……ノーラも、がんばっているんです。ちょっとだけ、お互いの歩調が合わなかったのですわよね」

　アリシアもカシュヴァーンの隣に座り、揃ってティルナードの寝顔を見つめた。最近めっきり大人おとなびたものと思っていたが、揺れる燭台の灯によってまだらに照らされた顔は、ひどく幼く見える。

　その時、ティルナードがはっきりした声で「セイグラム」と呼んだ。起きたのかと思って驚いたアリシアであるが、夢を見ているらしい。

　あまり楽しい夢ではないのか、表情が苦しそうに歪んでいる。「ごめん、セイグラム、あんなに準備を……むにゃ」ともう一度言って、ティルナードの唇は閉ざされた。

「セイグラムも……がんばっていますものね。レイデン伯爵様を、素晴らしい主にするために」

「あいつも、ああ見えてけなげなやつだからな。ティルはセイグラムの献けん身しんに応えたいと願って、だから……」

　どうしようもないな、とカシュヴァーンは途中で言葉を切った。努力ですべての悲劇が回かい避ひできるなら、〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉がもたらす『奇き跡せき』など必要ないだろう。

「起こすのも気の毒だし、このまま寝かせておいてやるか。──元々今夜は、寝台をひとつしか使う予定がなかったものな」

　出し抜けに肩を抱かれた。不穏な気配を感じて振り仰あおげば、カシュヴァーンがにっこり笑っている。ティルナードと同じ光を浴あびている顔が、なぜ魔ま物ものめいた艶つやを帯おびて見えるのか不思議だった。

「カーシュ様……？」

「するんだろう？　初夜ごっこ。約束だったよな？　しち面倒くさい事態の中、これだけを楽しみにしていたんだぞ、俺は」

　眼の上を走る傷を歪ませながらの笑みは凶きよう悪あくだが、抗あらがいがたい甘さもにじませている。

　アリシアの肩を抱いた右手はそのままに、彼は左手で唯一の燭台に風を送った。じじっ、と音がして炎が呆気なく消え、暗がりの中でひときわ強く肩にある体温を感じる。

「それとも、愛人ごっこでもするか？　旦だん那なのいぬ間に、愛人と火遊びなんてのはどうだ。もちろん、事後に怒り狂って押しかけてくる旦那の役も俺がやってやる」

「ひ、ひとり二役なんて、お得、です、わ、ね」

　恐怖と陶とう酔すいが一度にやってきて、最早「おなかが痛い」かどうかもよく分からない。アリシアにできるのは、ぐいぐい迫せまってくる厚い胸板を必死に押し留めることだけだった。

「でも、カーシュ様も、お疲れでしょう？　レイデン伯爵様もいらっしゃいますし、明日からまたサーリヤの尋問もしないといけないのですから、とりあえず今夜はおやすみになっ……ひゃあっ!?」

「ああ、確かに疲れている」

　自分を押しのけようとする手を摑み、指先や手の平を軽く嚙むように口づけながら、カシュヴァーンは低い声で言った。

「周りの連中のほうが、俺たちよりもっときついだろう。そう思って一応態度に出さないよう気をつけてはいるが、じわじわと疲労が溜たまってきている。……俺たちの『神様退治』が原因であることは明らかだからな」

　呼気に混じった、微量の酒の匂におい。どうやらカシュヴァーンは、ティルナードを寝かしつける過程で自分も酒を口にしたらしい。

「よ、酔よっていらっしゃるのね」

　なおもかぷかぷと嚙まれながら言えば、カシュヴァーンはあっさり肯こう定ていした。

「多少はな。だがなアリシア、酔って行動が変化するのは、理性のたがが外れただけだ。つまり俺は、隙あらばお前にもが」

「酔っていらっしゃいますのね、何もおっしゃらないで！　……うひゃあっ！」

　勢いでカシュヴァーンの口をふさいだ手を、べろっと舐なめられた。慌てて引っ込めた手をまた摑まれ、特に指輪がはまった薬指付近に念入りに歯を立てられる。

「無論、不ふ謹きん慎しんとの自覚はある。お前の一番可愛いところはティルにだって披ひ露ろうする気はない。だが……お預けを食らえば食らうほど、最終的に大変なことになるのはお前だからな。あまり焦じらすなよ？　アリシア」

　歯形がつく、とまではいかないが、肌に食い込むちくりとした刺激が心臓まで届くようだ。もどかしさに、知らず切なく眉が寄る。

　アリシアも不謹慎だと思うし、ティルナードにでも誰にでも、夫婦の秘密をさらす気はない。

　だが、溶け合う熱を望んでいるのはカシュヴァーンだけではないのだ。

「わ、私だって、期待していない訳ではないので……あの、だから、がんばって早く解決して、心置きなく、しましょう……？」

　たどたどしくもそう告げると、刹せつ那な、カシュヴァーンが驚いたように眼を見開いた。やがて、ふっ、と苦笑が漏れる。

「俺も籠ろう絡らくの技ぎ巧こうを磨みがいたつもりだったが、まだお前には負けるな、アリシア」

「え？」

「こっちの話だ。……楽しみにしているからな、真剣に。真剣に。さあ、着替えて寝よう」

　アリシアの頭をひと撫でしたカシュヴァーンが立ち上がり、自みずからも着替えだす。内心寂さびしさを覚えつつも、そんな場合ではないと自分を戒めた。

「……本当に、早く、解決しないといけないわ……」

　このままでは自分たちの夫婦生活にまで支し障しようが出てしまう。部屋の隅すみに用意された間仕切りの陰で夜よ着ぎに着替えながら、アリシアはひそやかなため息を漏らした。











第四章　君が望む幸福






　ライセン夫妻の祈いのりも虚むなしく、事件から四日後の昼になっても事態は膠こう着ちやくしていた。

「ったく、強情なんだから！」

　客人としての立場上、貴族の子し弟ていのような格かつ好こうをしたルアークが長なが椅い子すの上で吐はき捨てる。

　昼前までカシュヴァーンと共にサーリヤが軟なん禁きんされた小部屋へ行っていたルアークは、昼食を食べるために尋じん問もんを切り上げた。その後カシュヴァーンが今後の話し合いのためにグラネウスに呼び出されたため、アリシアと一緒に客室へ戻ってきたのである。「両親」のどちらかの同伴が必要という言いつけを、律りち儀ぎに守っているのだ。

「お客さんたちは、ほとんど帰っちゃったし。これじゃたとえ証言を引き出せても、すぐに結婚式は無理だよねえ」

　ぎりぎりまで粘ねばってくれていたクロエら〈翼つばさの祈り〉の面々も、今け朝さ方がた申し訳なさそうにしながら帰っていった。元より忙いそがしいのを承しよう知ちで出向いてもらっていたのだ。先の見通しが全く立っていない状じよう況きようで、これ以上引き留とめられなかった。

　クルセージュ国王夫妻も二日前に帰国している。ただし経過は気になるらしく、ユベルと彼の臣しん下かたち十数名はいまだ屋や敷しきに滞たい在ざい中ちゆうだ。もっともユベルのお目当てが某ぼう人妻であることは、目当ての本人以外には明らかなのだが。

「サーリヤは相変わらず、レイデン伯はく爵しやく様が首しゆ謀ぼう者しやだとしか言わないの？」

「俺とかジェダさんしか周りにいない以上、叫さけんでも意味ないとは分かったみたい。ただ、猿さる轡ぐつわを外はずすとまた舌を嚙かもうとするし、食事も受けつけないんだ。俺たちはしばらく食べなくても死なないけど、水は飲ませないとまずいからね。そこが一番大変」

　ごく自然に、ルアークはサーリヤも含ふくめて「俺たち」と表現した。アリシアが反射的に何か言おうとした瞬しゆん間かん、亜あ麻ま色いろの髪かみの先がふわりと舞まい上がり、ルアークによく似た銀ぎん髪ぱつの青年が出現する。

「あ、ジェダさん、もう出発？」

「……ああ。あ、すいませんアリシア……様。お邪じや魔ましております」

　今さらのようにぺこぺこするジェダに、アリシアは鷹おう揚ように微笑ほほえんだ。

「あなたも私の大事な『息子むすこ』なんだから、気にしないで。それより、出発って？」

　なぜか苦い顔をしたジェダが、事務的な口く調ちようで答えた。

「サーリヤの件、このままでは埒らちが明かないので、本人以外から情報を得ようと思いまして」

「抜けた時期の問題で、ジェダさんのほうが〈玩具おもちやの兵隊〉終しゆう焉えんの際の事情には詳くわしいんだよ。バルロイおじさんのとこにいたから、傭よう兵へいさんたちの情報網もうもある程度使えるし」

　この「母おや子こ」に任まかせておくと話がどこに行くか分からないと思ったらしく、ルアークが注ちゆう釈しやくを入れてくれた。

「あら、ではマルグレートに行くの？」

「いえ、あの国には他に凄すご腕うでの元〈玩具の兵隊〉がいる可能性がありますし、俺たちの潜せん入にゆうも予測しているでしょう。ひとまずはバルロイ様にお会いしてきます。アーレイ様が、すでに使者を出しているとのことですから」

「でも、サーリヤの見張りは？」

「逃にげる気も抵てい抗こうする気もなさそうですから……何人か別の者をつけます」

　再び誰だれかを襲しゆう撃げきすることを懸け念ねんし、ジェダかルアークが側そばにいるよう努つとめてきたのだが、サーリヤに抵抗の様子はない。むしろ無抵抗すぎて、扱あつかいに困っているほどだ。

「分かったわ、気をつけて行ってきてね」

「は、はい！」

　アリシアに対して少年のようにはにかんだジェダは、ルアークには生き真ま面じ目めな「兄」の顔を向けた。

「ルアーク、お前に甘い俺は行くが、ひとりでサーリヤの尋じん問もんをするなよ」

「……甘いのが分かってるなら、直したら？　とりあえず、気をつけて行ってらっしゃい。……頼むね」

「……ああ」

「兄弟」の視線が一瞬絡からみ、逸そらされた。ひらひら手を振ったルアークの髪を揺ゆらし、ジェダの姿が消える。短いやり取りが妙みように印象に残り、口を開こうとした瞬間、ルアークは大きく伸びをした。

「さて、俺はどうしようかな。例の殿でん下かの周りを、もうちょっと探さぐってみるかな。これは俺ひとりでやっていいんだよね？　アリシア」

　イズマイールとサーリヤの間に接点を見つけられれば、そこから切り崩くずせる可能性はある。だが前回ランフォード家でそうだったように、マルグレート人の情報はルアークの腕うででも非常に探りにくいのだ。だからこそ元〈玩具の兵隊〉が絡んでいる、とも言えるが、状況証しよう拠こで追いつめられるほどマルグレート人は、ジェリオは甘くない。

　やはり、サーリヤの口からの証言が欲しい。アリシアは決意した。

「ねえ、ルアーク。私、サーリヤに試してみたい拷ごう問もんがあるんだけど、一緒に行ってくれない？」

「……アリシア、この間も言ったけど、尋問とか拷問っていうのは結構繊せん細さいな作業でね？　あとたぶん、『肥ひ料りよう要いらず』にも耐たい性せいがあるからね？　マルグレートの関係者ってことを考えると、ぼこぼこ茸だけにもじゃないかな」

　先回りして止めようとするルアークに、そっと首を振ってみせる。

「でも、ノーラはまだ部屋から出てこないという話だし……」

　四日前、アリシアの慰なぐさめでノーラはいったん落ち着きを取り戻した。だがイズマイールが落とした爆ばく弾だんについて、セイグラムは沈ちん黙もくを決め込んでいる。

　内容が内容だけにティルナードは下へ手たに追つい及きゆうもできず、そのためノーラも双そう方ほうと顔を合わせづらい状況が続いているらしい。対外的には「結婚式が思わぬ事態で延えん期きになった衝しよう撃げきが原因」とされているため、あまり不ふ審しんには思われていないようだが。

「……そうらしいね。しっかし、セイグラムさんが本気でノーラを……？　だって、あの人の女性の好みって……いや、ノーラが馬ば鹿かだとは言わないけど……」

　いつもは人の心の機き微びに敏びん感かんなルアークであるが、セイグラムの胸中を読むのは難しい様子だ。腕組みをして、ぶつぶつ考え込んでいる。

「レイデン伯爵様たちは釈しやく明めいや事後処理に走り回っていらっしゃるのでしょう？　他に手も思いつかないし、試してみる価値はあると思うの」

　そんな前置きつきで、アリシアはある提案を始めた。










　ジェダが自分の後任として選んだレイデン家の召めし使つかいたちが、ほっとした顔を隠かくして小部屋を出て行く。入れ違ちがいに中に入ったアリシアは、拘こう束そくされて粗そ末まつな寝しん台だいの上にくくりつけられ、ぎっちりと猿轡を嚙まされた少女に明るく挨あい拶さつをした。

「こんにちは、サーリヤ。えーと、元気そうね？」

「そうだね、アリシアが見てるのは俺だけど。もちろん俺も元気だし、この子も元気いっぱい！」

　皮肉たっぷりに言ったルアークの手には、いつの間にか嚙んだ跡あとが生なま々なましい布製の猿轡がある。一瞬呆あつ気けに取られたサーリヤは自由になった唇くちびるを数度開閉させてから、ヒュ、と乾かわいた音を立てて息を吸った。

「サーリ、ン、むぐぅっ!!」

「ほら、ちょっと油断するとすぐこれだ」

　例の叫び声を上げる寸前、ルアークは猿轡を彼女の口に突っ込んだ。う、ぐ、ともがく声と一緒に、歯が布を、それを押さえているルアークの指まで食い締める。

「はいはーい、それ以上嚙むのはなしね。さて、どうする？　アリシア。俺の指が食いちぎられる前に、早さつ速そく例の拷問、いっとく？」

　酒でも引っかけるような気安さで誘さそうルアークに、アリシアは少し考えてから首を振った。

「待ってルアーク、あの血も凍こおる拷問は最終手段よ。その前に、まずは穏おん便びんに交こう渉しようしましょう」

「え？」

　聞いていない展開をいぶかしむルアークをよそに、アリシアはサーリヤに話しかけた。

「ねえサーリヤ。私たちの質問に答えてくれないなら、イズマイール殿下を殺すわ」

「ふぇ？」

　先日のトレイスよろしく、妙な音がルアークの唇から飛び出る。サーリヤもぎょっとしたように眼を見開いた。

「え、ちょ、何言ってるのアリシア!?　で……できる訳ないだろ!?」

　動どう揺ようしすぎてルアークの突っ込みが普通だ。アリシアもごく普通に応じた。

「もちろん私には無理。だけど、ルアークの腕なら」

「可能だけどだめだよね!?　できるからしていいことじゃないでしょ!?　そりゃこの子の後ろにいるのは明らかにあの人だけど、なんの証拠もないんだから！」

　その証拠を摑つかむために、サーリヤを拷問しようとしているのではないか。本末転倒だと焦あせるルアークへ、アリシアはこっくりうなずいた。

「ええ、だけど、他に交こう換かん条件になりそうなものが思いつかなくて。レイデン伯爵様に大たい逆ぎやく罪ざいを着せられれば、婚約者のノーラも元後こう見けん人にんであるカシュヴァーン様だって罪に問われかねないわ。それはちょっと、困るものね」

　事態がどう転んだところで、サーリヤはただではすまないのだ。彼女を破は滅めつへと駆かり立てる何かが見つからない限り、取引は成立しない。

「ねえ、サーリヤ。あなたはイズマイール殿下の手下なのよね？」

　単刀直入な質問に、通常ならサーリヤは欠片かけらも動揺しなかっただろう。

　だが事前にイズマイール暗殺計画を匂わされたのが効きいたのか、覗のぞき込んだ眼が少々泳いでいる。仕込まれた台詞せりふだけをひたすら繰くり返す人形ではない、素すの感情が初めて垣かい間ま見みえた。

「私たちもできれば、あの方を害したくはないの。だから教えて、あなたはもしかして、あの方のことが好きなの？　好きだから、たとえどう転んでも自分がひどい目に遭あうのに従っているの？」

　一瞬開かれたサーリヤの内部へと、アリシアはいつものようにずかずかと踏ふみ入っていく。その暴ぼう虐ぎやくに何を感じたのか、サーリヤの瞳ひとみにもっと生々しい感情が浮かんだ。

「ルアーク、指を外してあげて。サーリヤ、何か言いたそう」

　でも、と言いかけたルアークも、雰ふん囲い気きの変化を感じ取ったのだろう。素早く猿轡を引き抜いてやると、サーリヤは口の中に溜たまっていた唾つばをぺっと横に吐いてからアリシアを睨にらんだ。

「私の恋の在あり方は、あなたなどには分からない」

　暗殺者の燃える瞳は、それ自体が熱い毒のようだ。

「そうかもしれないわね。だって私たち、違う人間だもの」

　ただし、アリシアは毒に慣れている。特にどうということなく受け止めると、思わぬ反応だったらしい。サーリヤが小さく身じろいだ。

「うちのお姫様を馬鹿にしないほうがいいよ、サーリヤ」

　アリシアという毒には慣れていない彼女に、ルアークは肩かたを竦すくめてみせる。

「確かにアリシアは、見た目はそこそこ可か愛わいい程度だし、胸はぺったんこだし、眼鏡めがねの意味がないぐらい何も見えてないし、知識も興味も偏かたよってるし、俺との打ち合わせを無視して話を進めるし、めちゃくちゃだよ」

　今度からはちゃんと言ってね？　と軽く睨んでみせてから、秘密を打ち明けるようにおごそかな声で続ける。

「だけど時々、誰にも見えないものが見えるんだ」

　ルアークの言げんどおり、アリシアはじーっとサーリヤを凝ぎよう視ししてから口を開いた。

「違うかもしれないから聞くわ。あなたが好きなのは、イズマイール殿下じゃないのね？」

　それなら、イズマイール殺害を匂におわされた時にもっと顕けん著ちよな反応があるだろう。

「……！」

「でも、無関係じゃないわよね。だから殿下を庇かばっているのね？」

　無ぶ遠えん慮りよに心の中を歩き回られて、サーリヤは大きく眼を見張った。違う、と小さく言い返しはしたが、言葉ではなく震ふるえを帯おびた声こわ音ねが真実を物語っていた。

「ふーん、例えば、恋人を人ひと質じちに取られているとか？　べったべただねえ」

　ところが冷めたルアークの発言を聞いた途と端たん、サーリヤの表情が険けんを帯びた。当初の人形めいたものよりはましであるが、どうやら彼女もあまりルアークにいい感情を抱いだいていないようだ。

　常に順位づけを強しいられていた元〈玩具の兵隊〉は、反目し合うのが自然な状態なのだろう。ギゼもルアークを敵視していたわよね、と現在は〈翼の祈り〉に身を寄せている少年を思い出したのがいけなかったのだろうか。

「『先生』を殺したあなたがのうのうと生きていられるのは、彼女がいるからですか」

　いつかのギゼのように敵てき愾がい心しん剝むき出しの顔をしたサーリヤから、久方ぶりに聞く単語が飛び出した。アリシアも驚おどろき、虚きよを衝つかれたルアークの顔からも表情が消えていた。

〈玩具の兵隊〉の統とう率そつ者しやであり、最強の暗殺者だった『先生』。任務に不要なものは自分の名前さえ切り捨ててしまう彼と死し闘とうを繰り広げたルアークが、直接ではないにせよ師し匠しようを死に導いたのは事実だ。

「そうよ」

　それを否定しても意味がない。だからアリシアは、しっかりとうなずいた。

「だって私は、ルアークの『お母さん』だもの。『息子』のことは守ってみせます」

　──俺さ、アリシアのことが好きなんだ。『息子』としてじゃなくてさ、男としてアリシアのことが好きみたいなんだ。

　ルアークが秘めていた想いを告白したのも、『先生』の死の直前だったと思い出す。あの時のことを忘れてしまった訳でも、なかったことにした訳でもなく、その上での宣言だ。なぜならルアークは、「お母さん」であり傲ごう慢まんな女王でもある彼女にその場でふられたにもかかわらず、側にいることを望んだのだから。

「……そうだよ。今の俺には、大切な家族がいるんだ」

　選ばれなかった王子様の悲ひ哀あいを抱かかえ、それでも今の立場を選んだのは自分。自みずからにそれを思い出させるような調子で、ルアークもうなずく。何やら思うところがあるのか、若じやつ干かん表情が精せい彩さいを欠いていたが。

「いずれ捨てられるのが分かっていて、それでも首輪を欲しがるような真ま似ねはもうしなくていいわけ。同じ轍てつを踏まないよう散々忠告してあげたってのに、本当に馬鹿だねぇ」

　活力不足を補おうとでもするかのように、選んだ語ご彙いも口調も棘とげだらけだ。ギゼに無遠慮な敵意を向けられていた時も、基本的に飄ひよう々ひようとしていたルアークとは思えない態度だった。

　そこに彼曰いわく「誰にも見えないもの」を感じ、アリシアが何か言う前に、ルアークはサーリヤの口に元どおり猿轡をはめてしまった。

「交渉決けつ裂れつ。こりゃ本気で、イズマイール殿下暗殺を考えたほうが早いかもしれないけど……とりあえず、例の拷問いっとこうか？」







　セイグラムのような口うるさい執しつ事じが綿めん密みつに指示を出し、無駄な空間を作らないように意識していても、多くの人間が住む場所のすべてを管理しきることは難しい。

　サーリヤが軟禁されている小部屋も建て替え当初は何か目的があったはずが、ただの物置になってしまった部屋だ。盗ぬすみやさぼりなどの軽犯罪を犯おかした使用人を閉じ込めるためにも使われている場所であり、陰いん鬱うつな目的が染しみついたのか、やけに雰囲気が薄うす暗ぐらい。

　だが今は、ひっきりなしに笑い声が聞こえてくる。

「おい、ルアーク、アリシア、何をしている！」

　そこへ、慌あわただしく叫びながらカシュヴァーンが突入してきた。寝台の上のサーリヤ、その横に立って驚いた顔で振り向くアリシアとルアークを鋭するどく睨みつけて、

「ルアーク、お前がついていながらなぜ止めなかった。とにかく馬鹿な真似はやめろ！　俺がいない間、サーリヤにこれ以上……」

　気け色しきばんだ叫びが、途中から勢いを失った。それもそのはず、陰いん惨さんな尋問を行っている割には、室内の空気が妙に明るい。猿轡を外されたサーリヤの唇は、笑いの余波でまだひくひくしている。

「……なんだ、くすぐっているのか？」

　当とう惑わくした声に、アリシアは笑顔に戻ってうなずいた。

「ええ、痛いのには慣れているということでしたから。ルアークがついていてくれれば、舌を嚙む前に押さえることもできますし。ほら、サーリヤ、いいかげんしゃべらないと……こちょこちょこちょ!!」

「あ、あはっ、はっ、ひゃははははは!!」

　尋問慣れしているはずのサーリヤも、脇わき腹ばらをさわさわされて悶もん絶ぜつしている。一瞬納なつ得とくしかけたカシュヴァーンであるが、すぐに思い直した。

「……いかん、よく考えればこれも結構やばい拷問だ!!　やめろアリシア!!」

　見た目はほのぼのしているが、くすぐり刑は呼吸困難に陥おちいることもある危険な刑けい罰ばつである。急いでアリシアを引き剝はがしたカシュヴァーンは、ちぇ、とぼやきながらサーリヤに猿轡をかけ直すルアークを睨みつけた。

「ルアーク、お前も分かっているだろうが!!　止めないか!!」

「……だあってぇ」

「可愛こぶってもだめだ、ジェダには効くだろうが、実は俺にも若干効くが！　いいか、お前の気持ちも分かるが、せめてもう少し情報を摑むまで待て!!」

「──待ったって無む駄だだよ。この馬鹿な女の子が、そう簡単に口を割るとは思えない」

　さっきまでの可愛こぶりっこが噓うそのように、ルアークはいきなり突き放した。凍りついたようなまなざしが、無表情に天てん井じようを見つめているサーリヤの横顔に突き刺ささる。

「ねえ、サーリヤ。俺の声ぐらいは聞こえてるんでしょ？　いいかげん認めなよ、イズマイール様の命令なんだって」

　答えはない。いら立ちを露あらわにしたルアークが彼女の顔を挟はさむように手を突き、無理やりその視界に入った。

「飼い主に言われるまま、下げ手しゆ人にんとして処しよ刑けいされて終わりなんて虚むなしくない？　ねえ、ちょっとは自分の頭で考えるってことしてみたら？」

　至し近きん距きよ離りでなじられても、サーリヤは眼球を動かしさえしない。「先生」の名前まで飛び出すやり取りが逆効果だったのか、特にルアークには完全に心を閉ざしてしまったようだ。

「やめろルアーク、らしくないぞ」

　代わって不快そうに瞳をすがめたのはカシュヴァーンだった。ルアークの肩を摑み、強制的にサーリヤから引き剝がすと、

「お前、一体どうしたんだ？　サーリヤにはやけに当たりがきついな。女王陛へい下かを傷つけた娘むすめだ。優しい気持ちにはなれんだろうが、訳ありなのは明らかだろうに」

「そうよね。私にはいつも、とっても優しいのに……」

　アリシアの違い和わ感かんは募つのる一方だ。疑問を素直な言葉にすれば、ルアークの表情は少しだけほころんだ。

「……そりゃ、アリシアは見た目はちょっとアレだけど、中身は賢かしこくて可愛いもの。でもこの子、馬鹿すぎだから。見てていらいらする」

　吐き捨てる口調は、またすぐに荒すさんでいく。基本的に女性に優しく、寛容なルアークにしてはつくづく珍めずらしい態度だ。つられたようにカシュヴァーンの声が苦くなった。

「お前は〈玩具の兵隊〉の残党が嫌きらいだからな。もし、今回の件で無理をさせているようなら……」

「それが原因のひとつであることは否定しないけど、余計な気き遣づかいは無用だよ、おにいちゃん。それと、俺は〈玩具の兵隊〉の残党が全部嫌いって訳じゃないから表現に気をつけて。ジェダさんがまた落ち込むからね」

　手を引くつもりはないと、ルアークは先回りして宣言する。周囲の理解を拒こばむ態度が、なぜかゼオルディスを思い起こさせた。

　誰に対してもへらへらと気安く、親しさを装よそおっていた彼。本音を隠した振る舞いがどこかルアークに似ていたゼオルディスが、ただひとり露ろ骨こつに冷たく当たっていた女性がいた。

　しかしミューゼこそが、彼の本当の。

「……あら？」

　アリシアがはっとした瞬間、カシュヴァーンとルアークが同時に扉とびらのほうを見る。

「サーリヤとかいう暗殺者はここか！」

　乱暴に開かれた扉の向こうから、さっきのカシュヴァーンのような勢いで金きん髪ぱつの人影が突入してきた。

「あら、なんだかオーデル侯こう爵しやく様のようなメイド……」

「本人ですアリシア様」

　気遣う余裕がないらしく、荒あらい呼吸をしているジスカルドは短く言い捨てた。確かに本人である。

　ただし顔色は悪く、いつも優ゆう雅がに着飾っている彼にしては服装にも乱れが見える。美しい金髪にも汗でところどころ束ができ、一部は額ひたいに貼はりついている始末だ。

「まあ、エルティーナ様が怪け我がをされたと聞いて、駆けつけて下さったのね!!　アズベルグからレイデンまで、よくこんな短期間で来られましたわ！　愛とお金の力ですね!!」

「あ、当たり前です。ガーゼット侯爵から連絡をいただいたので……傭兵どもに足あし下もとを見られましたが、緊きん急きゆう事態ですから」

　面と向かって言い当てられると面おも映はゆいのか、ジスカルドは少し目元を赤くした。どうやらラグラドール人が使う特別な道に通行料を支払ったらしい。

「それはそうと、ライセン。この娘が例の暗殺者か？」

　刺すようなまなざしを浴あび、カシュヴァーンは苦笑いした。今にもサーリヤに摑みかかりそうな勢いのジスカルドを、さり気なく阻はばむ位置に立つ。

「あー……オーデル侯爵。気持ちは分かるが、俺たちも散々締しめ上げた後だ。あまり効果は得られないと思うぞ。それより、陛下の側にいればどうだ？　すでにお会いしてはきたんだよな」

「分かっている。暗殺者とはいえ、小娘をいたぶるのは私の趣しゆ味みではない。だが……この娘が、女王陛下を傷つけたのだろう？　それを思うと、いてもたってもいられず……」

「確かにね」

　後ろから聞こえた相あい槌づちに、ジスカルドがぎょっと振り向く。アリシアもぱっと顔を明るくした。

「あら、エルティーナ様！　もう起き上がっていいのですか？　まだ呼吸が乱れているようですが……」

　顔色だけ見れば、すっかり回復しているエルティーナが戸口に立っていた。服ふく装そうは病人めいた、比ひ較かく的てきゆったりしたものであり、ずらりと護ご衛えいを連れてはいるが、動作に不自然な点はない。

「そうね、あなたが見ているのはジスだけど。ジェダやルアークがすぐ止めてくれたから、それほど深くは傷つけられなかったのよ。私自身、護身術を習っていると言ったでしょう？」

　平然と語るエルティーナに、ジスカルドが苦りきった顔で忠言する。

「陛下、大事ないことは先ほど確かめさせていただきましたが、完全に回復しているようにも見えません。普段のあなたなら、そんなに濃こい化粧は必要ないはずです」

　わずかな間を置いて、エルティーナはころころと笑った。

「いやーねえ、ジスったら。あなたが私との婚約期間中にもせっせと浮気していたことと比べたら、全然大したことじゃないわよ？」

「ああああああああ！」

「……あー、うん、あんまり同情できないけど、一応やめてあげて？　強行軍で疲つかれてるはずだし」

　崩れ落ちたジスカルドの背を優しく撫なでてやりながら、ルアークが彼を庇う。一呼吸置いて、カシュヴァーンが仲ちゆう裁さいに入った。

「とにかく、この手の汚れ仕事に女王や宰さい相しようが直接関わるものではありません。お待たせして申し訳ありませんが、ここは俺たちにお任せ下さい。オーデル侯爵、陛下をよろしく頼みます。──ちょろちょろ歩き回ったりしないように、しっかり見張っておけよ」

「わ、分かった！」

　慌てて立ち上がったジスカルドが、慎しん重ちような手つきでエルティーナの肩を抱だく。

「陛下、少々業ごう腹はらではありますが、ライセンの言うとおりです。さあ、こちらへ」

「ちょ、ちょっと、ジス……カシュヴァーンも」

　救いを求めるようなエルティーナの呼び声に、カシュヴァーンは事務的な口調で応じた。

「今の状況で、あなたに例の虫がつくといろいろ困るのです。申し訳ないですが、虫むし除よけはちゃんと連れていて下さい。……少しは過保護な臣下の言うことも聞いていただけませんか、アリシアじゃないんですから……」

　エルティーナが心配だからと、いまだレイデン家を動こうとしないイズマイール。彼はせっせと彼女の部屋を見み舞まい、またノーラが閉じこもっている部屋も定期的に訪ねているのはアリシアも聞いている。

「そっそ、あの人には気をつけたほうがいいですよ、陛下。女性には優しいけど、腹の中で何を考えているのか分かったもんじゃない」

　ルアークもやけに語気荒く同意を示した。荒んだ態度が気になったのか、カシュヴァーンがちらりとその顔を盗み見る。

「分かったわよ……大丈夫、私に暗殺者をけしかけたかもしれない連中と、婚約なんかできるもんですか。全く、ちょっとくらっときたっていうのに……ジス、いいわよ、ひとりで歩けるから！」

　ぶつぶつと文句を言いながら、エルティーナがジスカルドに連れられて姿を消す。

　二人の気配が完全に消えてから、カシュヴァーンが荒々しく吐き捨てた。

「ああ、ちくしょう、肩が凝こる！　この手の調停役は向かないと、去年散々思い知ったというのに……!!　どいつもこいつも、好き勝手に動き回りやがって!!」

「アズベルグの暴君」と畏い怖ふされていたカシュヴァーンは、妻や「息子」を得て人格がだいぶ丸くなった。その分無意識に保守的な行動を選ぶことが増え、生まれ持った気質に合わないことを長く続けた結果、一時は国外追放の憂うき目に遭ったのだ。

　なんとかすべてを取り戻した現在は、むしろ結婚前よりふてぶてしさが増している。だが直接自分たちが追いつめられていない状況では、主体的に動くことが難しい。

「そうですわよね、カシュヴァーン様なら、眼につくものすべてを踏みつぶすほうがお似合いですもの……さすが私の怪かい物ぶつ王子様……!!」

「夢の王子様」の悪役、真っ黒なところも夫そっくりな黒こく竜りゆうグレイドゥの悪あく行ぎようを陶とう然ぜんと思い浮かべていると、カシュヴァーンがいきなり笑顔になった。物語の悪役そのものの、邪じや悪あくな笑みではあったが。

「まあ、構わんさ。時間がかかればかかるほど、後のお楽しみが増えるからな」

「え？」

「とぼける気か？　先日の夜の話だ」

　カシュヴァーンが己おのれの左手の指、アリシアと共にあつらえた愛の証あかしに歯を立てるしぐさをする。瞬間、「初夜ごっこ」の約束が息を吹き返し、アリシアの頰ほおがぼぼっと熱を持った。

「とても楽しみだ、アリシア。すべてが終わった後、お前が溜たまりに溜まったつけを俺に支払ってくれるのが……」

「つけを支払う!?」

　この世で一番恐ろしい台詞だ。条件反射で青ざめるアリシアに、カシュヴァーンは安心させるように笑ってくれた。

「大丈夫だ、アリシア。お前の体で返してくれればすむんだから」

「まあ……それなら安上がりで」

「アリシア、だめだよ、一番高価なものを狙ねらわれてるよ!?　第一アリシアのつけじゃないでしょ？」

　そうはさせるか、とすかさず止めに入ったルアークが、放置されたサーリヤに眼をやった。彼女の瞳は、じっと天井の一点を見み据すえて微び動どうだにしない。

　目的を果たすことだけに特化した人形。師である『先生』の部下に戻っていた際のルアークと同じ、あるいは実の兄を生かすために〈玩具の兵隊〉内での順位争いに明け暮れていた時と同じ、誰かのために踊おどる操り人形。

　ルアークが彼女に抱いているのは、同族嫌けん悪おだけなのだろうか。

「全く、油断も隙すきもないんだから。ここは俺ががんばって、さっさとけりをつけちゃうべきだよねえ」

　言い方は軽い。表情も明るい。一見いつもとまるで変わらないルアークに、カシュヴァーンが素そっ気けなく言い放った。

「いや、お前はこれ以上がんばらなくていい」

「……何それ、どういう意味？」

　ルアークの瞳が針のようにとがるが、カシュヴァーンは受け流す。

「言葉どおりの意味だ。サーリヤが気に食わないのは分かるが、彼女に当たるのはやめろ」

　カシュヴァーンもサーリヤの件になると、ルアークが感情的になることには気づいている様子だ。自覚があるのか、瞬間ぴくりと頰肉を波打たせたルアークはごまかすように皮肉を飛ばす。

「相変わらず女の子には優しいねえ」

「俺が女に甘いのは認めるが、お前に対してはもっと甘い。ジェダには負けるが」

　軽口は二度目も受け流されると思っていたらしく、真正面からの攻こう撃げきにルアークは眼を丸くした。

「調停役はこれ以上ごめんだと、さっき言っただろうが。お前が空から回まわりすればするほど、アリシアのつけが増えるだけだぞ」

「……あんたこそ自覚がないだけで、実際は根っから過保護の世話焼きなんだから、いいかげん諦あきらめれば？」

　冷ひややかに言い返したルアークがさらに何か言い足そうとした瞬間、カシュヴァーンの眼がすいと彼を避さけた。

「なに、逃げる気……」

　冷笑するルアークの声にかぶせるようにカシュヴァーンが扉を開くと、アリシアの鼻先を金の匂いがくすぐった。

「まあ、イズマイール殿下」

「おや、さすが……ご歓かん談だん中ちゆうに失礼します。エルティーナ様がこちらにいらっしゃるとうかがいましたが？」

　扉の外で内部の話を聞こうとしていたようだ。そつのない笑顔で話しかけてきたのは、なんとイズマイールだった。それまで反発していたはずのカシュヴァーンとルアークが、第三者の登場により慣れた目め配くばせを交かわし合う。

「……陛下が去ったことは分かっているでしょうに。奥方たちもお連れではないですし、とぼけなくて結構ですよ、殿下」

「そっそ。それとも、サーリヤが余計なことをしゃべっていないか、調べに来ただけだったりして？　だったらちょっと、遅かったかもねぇ」

　揶や揄ゆに紛まぎれたかまをかけるルアークであるが、イズマイールは引っかからない。

「余計なことをしゃべるには、少々無ぶ粋すいなものが邪魔しているようですね。外してあげたいが、またレイデン伯爵の罪状を叫ばれるのは、あなた方にとっても嬉うれしくないでしょう」

　猿轡を嚙まされた状態のサーリヤを見やるイズマイール。星ほし屑くずを宿した黒い瞳はひどく冷静であり、ルアークの眼が沸ふつ騰とうするような怒りに満ちているのとは対照的だ。

　サーリヤは、彼を好きなのではないようだ。だがルアークが恋人を人質に取られて云うん々ぬん、と言った時、彼にけんかを売るような発言をした。

　負けじと冷たい態度を取り続けるルアークであるが、本当はどういう気持ちでサーリヤを見ているのだろう。ひそかに葛かつ藤とうするアリシアだったが、続くイズマイールの言葉が場の空気を切り替えた。

「陛下だけではなく、あなた方にも用事があったのでちょうどいい。実は、ジェリオ兄上から面おも白しろい預よ言げんを預かっておりまして」

「……預言？」

　カシュヴァーンが盛大に眉まゆを寄せ、アリシアもたちまち瞳をきらっとさせた。

「まあ、まさか、また〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉による『奇跡』……！」

「そのようですね。私には意味が分かりかねますが」

　穏おだやかな笑顔で、イズマイールは年下の兄の「預言」を諳そらんじた。

「あなた方が〈神具礼賛〉の一件から手を引くと約束するなら、サーリヤはぼこぼこ茸による譫せん妄もう状態に陥っていたとして証言を撤てつ回かいするでしょうと、兄上はおっしゃっています」

「……なんだと？」

　読めていた展開である。だからこそカシュヴァーンの相槌の声はこの上なく低かったが、イズマイールは臆おくすることなく続けた。

「その上で、もしもお望みなら、〈神具礼賛〉の『奇跡』があなた方にも降り注そそぐでしょうとのことでした。不老不死、生き返り、それから」

「ふざけるな。貴様らの言う『奇跡』がただのいんちきだということは、とっくに分かっていることだ!!　第一証言の撤回でティルたちは助かるだろうが、この娘はどうなる!?　『奇跡』とやらで助けてやるのか!?」

　最後まで言わせず、カシュヴァーンが吼ほえた。ルアークは一いつ拍ぱく置いて、「最低」とだけ吐き捨てる。「父おや子こ」の反応は表出の仕方こそ正反対だが、卑ひ劣れつ漢かんへの怒りの大きさは同じだ。

　迫はく力りよく負けしたように一瞬身を硬かたくしたイズマイールであるが、追いつめるまでにはいたらない。どこか虚うつろな笑みで、受け流してしまう。

　その微笑みに、アリシアは覚えがあった。全力疾しつ走そうを続けるティルナードたちを追うことに疲れたノーラ。彼女と同じ、流れる状況に逆らえない者特有の虚ろな笑み。

「強きよう公こう爵しやく閣下が奥方のみならず、女性全般に甘いという噂うわさは本当だったのですね」

「不幸な女が嫌いなだけだ。貴公もそうだろう？　女たちへの態度、演技とは思えん。……母親の立場の低さで不ふ愉ゆ快かいな思いをしたのは、俺も同じだからな」

　カシュヴァーンの母はメイドであり、そのためにずっと実の母であるとの名乗りを許されていなかった。妾しよう腹ふくであるためにジェリオを兄として扱わなければならないイズマイールに、彼はある種の共感を覚えているようだ。

「そうですわよね。私も、殿下は心から女性を大切にされていると思いますの。そうでなければ、ノーラもエルティーナ様もあなたに心揺らしたりはしないはずですわ」

　アリシアも同意を示す。ちなみに「心揺らしたり」の部分は、以前ノーラを慰めた際の彼女の発言によるものだが、イズマイールは違う解かい釈しやくをしたようだ。

「お褒ほめに預かり光栄です。もしかするとノーラ様は、私の第六夫人になられるかもしれません」

　思わせぶりな言葉を聞いて、カシュヴァーンが顔色を変えた。

「貴様、やたらとノーラのところに通っていると思ったら、いつの間にそんな話を……！」

「誤解なさらないで下さい、私はあの方の幸福を祈っているだけです。聞けばレイデン伯爵は、暗殺未み遂すいの嫌けん疑ぎを晴らすのに必死で、意気消しよう沈ちんしているあの方をろくに見舞いもしないとか。お気の毒に……」

「そりゃ、あんたがとんでもない爆弾を落としていくから気まずいんだよ。むしろ何事もなかった顔で、ティルぼっちゃんと一緒に働いてるセイグラムさんがおかしいよ。元々おかしいっちゃおかしいけど」

　半はん眼がんで突っ込むルアークを尻しり目めに、アリシアは「殿下は愛人も容認して下さるのだから、それはそれでいいかもしれないけど」と相槌を打った。

「でも、そこまでノーラのことを考えて下さる殿下だから、不思議なんです。どうして殿下は、女性であるサーリヤを庇いませんの？　縛しばられて、閉じ込められて、くすぐられたりしていますのに」

　マルグレートとは関係ないと言い張るのであれば、なおのことサーリヤの境きよう遇ぐうを憂うひと言があってしかるべきではないか。彼の言に沿うのなら、サーリヤはティルナードに雇やとわれただけなのだ。

「……彼女は、シルディーン女王暗殺未遂の実行犯ですよ。いくら女性とはいえ……」

　滑なめらかだったイズマイールの口調が乱れた。アリシアはそうか、と納得する。

「あまり胸がないとは思っていましたが……サーリヤは、実は男性」

「いや、そんなことは……」

　今度は口を滑すべらせかけたイズマイールは、全員の注目を浴びて無言になった。

「ずいぶんあの娘について詳くわしいな。まるで、自分の部下のように」

　わずかな隙を逃がすまいと、カシュヴァーンがすかさず聞き返す。一瞬言い訳をしかけた黒目がちの瞳が宙を泳ぎ、そしてゆっくりと表情が引き締まった。

「──ここから先は、私個人の忠言です。ライセン強公爵閣下、アリシア様、ルアーク様。悪いことは言いません。これ以上、兄の商売の邪魔をしないほうがいい」

　場の空気が変わった。芸術家めいた端たん正せいな顔つきから浮き世離れした雰囲気が消え、人間らしい苦く悩のうが垣間見える。

「ラグラドール人とも交流があるあなた方なら、マルグレート人が辿たどったつらい歴史にもある程度想像がつくでしょう。兄は、差別主義者たちにそのつけを払わせることを至上命題としています」

「……そのようだな」

　マルグレートについては日々情報集めに余念のないカシュヴァーンである。彼らが辿った苦難の行程を思い出したか、瞳に苦い光が過よぎった。

「つけですか……確かにそれは、なんとしても払ってもらわなければならないでしょうが……」

　回収側の立場に立つのなら、アリシアもジェリオの心情に納得はできる。だが感情のつけを、それこそ納得のいく形で支払わせようとするのなら、復ふく讐しゆうの連れん鎖さを生むだけではないのか。

　一方カシュヴァーンは、別の角度から皮肉を飛ばした。

「だから、〈神具礼賛〉を使って文化侵しん略りやくを行おうとしている訳だ。その過程で、同じく日ひ陰かげの存在として踏みつけられてきた元〈玩具の兵隊〉たちがどういう目に遭おうと、構わないという訳だな」

「……」

「預言に忠言までもらったので、礼として俺は助言しよう。ジェリオがでかい野望を持っているのは分かった。だが、貴公はそれに納得しているのか？」

「……私が納得しているかどうかを忖そん度たくして下さるとは。『アズベルグの暴君』とも呼ばれる方が、ずいぶんお優しい。女性だけでなく男である私にまで優しくしていると、兄と渡り合うのは難しいですよ」

　皮肉交まじりの言葉を、カシュヴァーンは嫌いや味み抜きで受け止める。

「おせっかいなら申し訳ないが、俺は自分で思っている以上に過保護らしい。助けを求めている人間には鼻がきくんだ」

「……サーリヤのことですか」

「違う。貴公自身だ」

　イズマイールが「忠言」という形で歩み寄ってきたのに対し、カシュヴァーンは手を差し伸べて応じようとしている。覚かく悟ごを決めているとしか思えないサーリヤよりも、彼こそが救いを求めているように見えると。

「助けが必要ならそう言ってくれ。別に未来永えい劫ごう仲良くしよう、とまでは要求しない。だが今回の件に関しては、協力し合えないか？　俺たちの、お姫様のために」

　刹せつ那な、イズマイールは確かに迷ったようだ。瞳が一瞬サーリヤのほうに向かいかけ、だが結局、あの虚ろさが勝った。

「……私は弟ですからね。兄には従わざるを得ません。下げ克こく上じようの嵐を経験したシルディーンと違って、マルグレートは絶対的な階級社会ですので」

「なるほど。では、ファルハド兄上も弟のやり方に納得している訳か。非常に寡か黙もくで、愛あい玩がんしている子こ猿ざる以外には、あまり他者に胸の内を明かさない方というお話だが」

「……そういう見方もできますね」

　曖あい昧まいな笑みを復活させたイズマイールは、舞うように踵きびすを返した。

「とにかく、私からは以上です。では女王陛下のお見舞いに行ってきますので」

　そこで、ふと思いついたように付け加える。

「アリシア様、よろしければ、今度私とお茶でもいかがですか。マルグレートでは茶葉も豊富に取り扱っておりますから、高価で珍しいものがたくさんありますよ。水みず煙草たばこでも構いませんが、旦だん那な様さまに怒られそうだ」

「まあ、それはすてきですね！　できればお茶の苗なえ木ぎをいただきたいわ!!」

　あっさり喜んだアリシアに、イズマイールは「本当にいい笑顔ですね」と微笑んでから姿を消した。







　イズマイールがいなくなり、ルアークが肩を竦めてカシュヴァーンに話しかける。

「あの人、アリシアまで第七夫人あたりに迎える気なのかな？　カシュヴァーンおにいちゃんの男たらしも、まだまだみたいだね」

「そのようだな。だが、あともうひと押しであいつも陥かん落らくするだろう。逆に俺の愛人にしてやる」

　手て応ごたえはあった、と負け惜おしみでもなくカシュヴァーンは語るが、ルアークはしきりにイズマイールが去った方角とぴくりとも動かないサーリヤを睨んでいる。

「冗じよう談だん言ってる時間はないよ。怪我を理由にして判断を保留してもらってるけど、これ以上女王陛下がなんの裁可も下さなければ、今度はあの人が責められる。第一、いつまでもレイデンに留とどめておけないでしょ」

「……まあな。代理人として、ひとまずガーゼット侯爵がお帰りになったから、急ぎの用件は片づけられるだろうが……」

　女王への不満は、シルディーン内にしつこく燻くすぶりり続けているのだ。カシュヴァーンも時間がないことは渋しぶ々しぶ認めた。

「それに、トレイスさんもそろそろ危ないよ。忙しすぎて、セイグラムさんが二人に見えるとか言ってたし」

　セイグラムが緊急事態の対処に走り回っているため、トレイスが日常的な業務を引き受けている。要するに見習いから昇格し、今や完全に代理執事になっているのだ。

『ようやくアーレイ様に信頼されたということですよ！　そうですよね、アリシア様!!』

　そう自分に言い聞かせるのをアリシアも聞いたが、問題は近くの石像に語りかけていた点である。

「奇き遇ぐうだな。俺も最近、セイグラムが二人いるように見えるんだが」

「俺もだけど、ま、それは置いておいて。預言なんてものを準備してるあたり、やっぱりマルグレートが嚙んでるんじゃないか。といってもあの言い回しじゃ、これも『奇跡』のひとつ、あくまで預言だって煙けむに巻かれちゃうね。やっぱりどうにかして、あの子の口を割らせないと……」

「いや」

　何かを決意した顔で、カシュヴァーンが短く断じた。

「それこそ、奴らの思う壺つぼだ。お前はこの件からいったん手を引け、ルアーク」

「……何言ってるの？　今、時間がないって話したばかりだよ」

　睨み上げるルアークを、暴君の双そう眸ぼうが静かに見み下おろす。

「お前こそ、らしくないぞ。いくらサーリヤが昔のお前に似ているとはいえ、最近の醜しゆう態たいはどういうことだ」

　強い言葉がかちんときたようで、ルアークの眼に殺気が宿った。

「……言ってくれるね、カシュヴァーン様。謝るなら今のうちだよ？」

　久々の「カシュヴァーン様」呼びが出た。挑ちよう発はつに乗らず、カシュヴァーンは自分が言いたいことをしゃべり続ける。

「そろそろ分かりかけてきた。奴らの標的はティルたちだけじゃない。俺たち……いや、お前だ」

　心当たりがあるのか、ルアークが小さく肩を跳はねさせる。

「『先生』の件といい、〈玩具の兵隊〉絡みだとお前が動揺することを奴らは知っている。だからサーリヤを使って、揺さぶりをかけようとしているんだ。純じゆん粋すいな戦せん闘とう能力に関しては、俺よりお前のほうが上だからな。まずはお前から」

「あんたはなんにも分かってない」

　嘲あざけるように、ルアークは吐き捨てた。

　言い返してくることまでは想定していたかもしれないが、ここまで強くとは思っていなかったのだろう。カシュヴァーンの眉み間けんのしわが深くなる。

「父親面づらして、何もかも理解してるみたいな顔するのやめてよ。どうせカシュヴァーンおにいちゃん自身、まともな父親がどんなものか知らないくせに!!」

　暴言が、カシュヴァーンの顔から眉間のしわさえ吹き飛ばした。

「ルアーク!!」

　次の瞬間、力一杯アリシアが彼の名を叫ぶと、ルアークははっとしたように身じろいだ。ばつが悪そうに伏ふせた瞳を、眼鏡越しに下から覗のぞき込む。

「思春期も反はん抗こう期きも、成長における大事な通過儀ぎ礼れいだとは分かっているわ。でも、お母さんの言いつけよ。お父さんに失礼なことを言わないで、ね？」

「……俺は……」

　何か言いかけたルアークが、唇を引き結んでしまう。軽けい薄はくそうに見せかけて、その実カシュヴァーンよりもかたくななルアークだ。回りくどい言い方をすると煙に巻かれてしまうし、そもそもまっすぐしか走れないのがアリシアである。

「いらいらしてしまうルアークの気持ちも分かるわ。気になる女の子が自分の命も顧かえりみず、恋人のために体を張ってるんだもの」

「……ふぇ？」

　再び、ルアークの口から変な音が出た。カシュヴァーンも気き詰づまりな言い合いの衝撃が吹き飛んだ様子だ。

「え、あの、ちょっと、誰のこと言ってるの？　もしかしてノーラ？　いや、確かにノーラのことは大好きだけど、これ以上人妻に懸け想そうするのはごめんだよ!?　セイグラムさんに殺されちゃう、ジェダさんが！」

「人妻ではないわ、恋人はいるようだけど。でも、今回の件がうまく片づけば、ルアークにもきっと好機が巡めぐってくると思うの。大丈夫、まだ挽ばん回かいは可能なはずだわ。最初は冷たくしておいて後から優しくするのは、恋愛において実は正道だと……」

　エルティーナの恋愛指南を思い出しながら話すうちに、ルアークが段々渋い顔になった。

「……もしかして、サーリヤのこと言ってる？」

「あら、違うの？　だってルアーク、サーリヤに対してだけは態度が全然違うんだもの。ゼオ様もそうだったから……あ」

　うっかり口を滑らせたアリシアに、今度はカシュヴァーンは渋い顔をした。

「あの怪物王子とルアークを一緒にしてやるな、と言いたいところだが……そうだな。執しゆう着ちやくしているものには、感情が動くものだ」

　アリシアに対しては、正しく「最初は冷たくしておいて」を地で行っていたカシュヴァーンである。彼の場合は自分が先にほだされてしまった訳だが、父母に対する怒りが父母に対する期待の裏返しだったと認められるようになった今なら、ルアークの気持ちも分かると言いたげだ。

「……違うよ」

　ところがルアークは、二人の解釈を弱々しい声で否定した。

「そういうのじゃないよ。俺は、ただ……」

　何事か言いかけたルアークが扉の方に視線を投げたと同時に、その向こうから黒髪の青年が姿を現した。

「強公爵閣下、こちらでしたか」

「あら、セイグラム」

　身なりはきっちりしているものの、さすがに疲れが見えるセイグラムだった。

「マルグレートの件について、バルロイ様から興味深い情報が入りました。ここではなんですから、皆様の部屋で報告させていただけますか」

　室内の微び妙みような空気を気にした風もなく、彼は用件のみを口にする。堂々たる無神経さに気勢を削そがれ、かつ迫せまる時間を思い出したカシュヴァーンは、いったん話を切り上げると決めた。

「分かった、聞こう。行くぞ、アリシア、ルアーク」

　お互いにつらい言い合いなどなかったかのように、カシュヴァーンは二人を呼んだ。余計ばつが悪い表情になったルアークが、そっとセイグラムに話しかける。

「……マルグレートの件って、〈玩具の兵隊〉の話？」

「それは今から話す」

　かすかに眉をひそめ、セイグラムは応じた。

　つまり、誰が聞いているか分からない場所では言えないということだ。ルアークらしくもない拙せつ速そくさが気になって、二人のやり取りに耳を澄すますアリシアから距離を取りつつ、ルアークはさらに尋たずねた。

「ジェダさんは、話の内容を知ってるの？」

「いや、あいつとはちょうど行き違いになったようだ。ジェダの足なら、お前以外に追わせても無駄だろう。……どうした、お前らしくない質問だな」

「……そうかな、ごめんね」

　何かを堪こらえるような表情は気になるが、今はセイグラムの話を聞くことが先だ。セイグラム自身の胸中もかなり気になるが、欲張ってはいけない。問題はひとつひとつ片づけるべきだと、アリシアは自分に言い聞かせた。







　セイグラムの話が終わり、お茶の時間となったころだった。

　エルティーナとノーラの見舞いを終え、与えられた部屋に戻って妻たちと寛くつろいでいたイズマイールは、思わぬ来訪者に眼を丸くしている。

「社交辞令のつもりはなかったのですが……まさか、お誘いしたその日のうちに、お茶をご一緒できるとは思いませんでした」

「申し訳ありません。ですが、殿下もいつ国にお戻りになるか分からないですし、いただけるものは先にいただいておかないと、と思いまして」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで斜め後ろに控えたカシュヴァーンの分まで笑うアリシアを、彼は用心深い眼で見た。

「……茶葉のことだけでは、なさそうですね。しかし、いらっしゃるのはアリシア様だけとうかがっておりましたが」

　アリシアたちの読みどおり、イズマイールは彼女だけが来ると聞いていたから突然の来訪を受け入れたのだ。旦那がついてくるとは聞いていない、と言外に匂わせる彼に、カシュヴァーンは重々しい口調で言った。

「俺はアリシアのメイドだ」

「……は？」

「心の眼で見ろ。メイドだ」

　認識の大転換を強要され、絶句するイズマイールにアリシアはにこにこと微笑む。

「申し訳ありません、私のメイドは少々大おお柄がらで、入るドレスがなくて。でも、盲もう点てんでしたわ！　とっても安上がりですの」

「入ったとしても着なかったし、化け粧しようをする気もなかったがな。見る側の認識を改めさせればいいだけの話だ」







　時を少し戻した、ライセン夫妻の客室にて。セイグラムの話を聞き終え、この状況の突破口を見み出いだしたアリシアたちは、イズマイールをどうやって一時的な味方に引き込むかを話し合っていた。

『カシュヴァーン様がおっしゃるとおり、イズマイール殿下はあとひと押しで陥落すると思いますの。でしたら、回復の時間を与えてはいけません。ここはひと息に!!　仕留めるべきですわ。ならばとどめは、女性である私のほうがいいと思うのです』

　男同士だと、最後には自尊心がぶつかり合って素直に譲じよう歩ほできないかもしれない。「女性の幸福に貢こう献けんする」というイズマイールの信条に合わせ、アリシアだけで駄だ目め押おししたほうが話は早そうだ。

『……そうだな。だが、いくらなんでもお前ひとりで行かせる訳にはいかん。陥落寸前とはいえ、あいつは腐くさってもジェリオ側だ。しかもアリシアの大好きな金持ちで、話もうまい。やはりルアークを……』

　妻が心配なあまり危あやうく前言撤回しかけたカシュヴァーンは、すぐに首を振った。

『……だめだな、可愛い「息子」もあいつに近づけたくない。そもそもルアークを便利に使いすぎるから、奴らにつけ込まれるんだ。よし、俺が同行しよう』

『いや、カシュヴァーンおにいちゃんじゃだめだから、アリシアが行こうって話だったよね？』

　苦笑したルアークが、思いきりしなを作ってみせた。

『女の子には優しいんでしょ？　ならここは、ルシアナの出番じゃないかな。ほら、ちょーどアリシア付きのメイドを探してるところだし』

　ルシアナ・ニードリーは、ルアークが時々繰り出す女装時の偽ぎ名めいである。

『馬鹿言え、それこそ本末転倒だろう』

　カシュヴァーンは譲ゆずらず、再び言い争いになるかと思われたが、アリシアはルアークの意見に同意した。

『そうですわね、ルシアナの例もありますし、それで行きましょう』

『いや、だからな、アリシア。ルアークはこの件に、あまり関わらないほうがいいと思うんだ』

　説得を始めようとしたカシュヴァーンだったが、二人の間には少々の誤解があるようだ。

『ええ、カシュヴァーン様について来ていただきますわ。ほら、ルシアナの例もありますし』

『ああ……、そういうこと？』

　久しぶりにルアークが、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

『どうする？　カシュヴァーンおにいちゃん。いや、この場合、おねえちゃんかな？』







　以降、白い眼で見守るセイグラムの前でどうしようもない女装談義が行われた結果、現在の状況が出来上がっている。「ガーゼット侯爵がいれば、体格に合うメイド服も用意できるって押しきれただろうに、ざーんねん」とルアークは笑っていた。

「どうだ、イズマイール殿下。そろそろ心の眼の準備は調ととのったか？」

　ルアークに「怖こわがらなくていいよ、誰だって最初は初めてなんだから！」などと、盛大にからかわれた屈くつ辱じよくでまだ腹が煮にえているらしい。鋭すぎるカシュヴァーンの眼光は、「メイド」という単語が持つ華はなやかかつ控えめな印象を完全否定している。

「……あなたの奥様限定の視力の悪さは聞き及んでおりましたが、まさかそれを私に強要してくるとは……」

　うめくようなイズマイールに、「メイド」は眼光を鋭くする。

「うちの妻、いや、奥様が世界一可愛いのはただの宇宙の真理だろうが。とにかく、この場にいるのは貴公が幸福を願いたい相手ばかりということだ。気き兼がねなく、すべてを吐いてくれるものと俺は信じている」

「──ま、まずは、茶の用意をさせましょう」

　引きつりながら軽く手を挙げたイズマイールに、彼の妻のひとりが近づいてくる。程なくアリシアは嗅かいだ覚えのない、だが香ばしい香りのする茶が三人分運ばれてきた。

「君たちは、少し散歩でもしておいで」

　イズマイールが声をかけると、部屋のあちこちに控えていた妻たちが軽く会え釈しやくして席を立つ。さやさやと衣きぬ擦ずれの音をさせながら、彼女たちはいずこかへと姿を消した。カシュヴァーンの発言に無反応を貫つらぬいたあたりからも、躾しつけが行き届いているのが分かる。

「……貴公の妻は、よそで離り縁えんされたり、身分が低かった者が多いらしいな」

　カシュヴァーンがぽつりと言えば、イズマイールは茶器を持ち上げながらうなずいた。

「ええ、マルグレートで女性を守ろうと思えば、結婚ぐらいしか手がありませんから」

　自国の茶を一口含んだことで、ようやく舌の滑りを取り戻したようだ。ため息交じりにしゃべり始めたイズマイールへ、アリシアは茶葉の値段さえ聞かずに本命の質問をぶつけた。

「サーリヤは、イズマイール様たちが仕掛けた刺し客かくなのでしょう？　──ある程度のことは、もう私たち、聞いておりますの」

「おやおや、せっかくの茶の味が悪くなるような話題は、可能であれば避けていただきたいですね」

　また探りを入れられていると思ったのか、あまり「メイド」のほうを見ないようにしながら、イズマイールは慎重に言葉を選ぶ。

「避けたいところですけど、そうもいきませんわ。サーリヤの、幸福のために」

　並べられた茶ちや菓が子しの評価も後回しにして、アリシアはイズマイールをじっと見た。水滴のような耳飾りはかなりの値段がするため、これを指し標ひようとすれば彼と眼を合わせるのは楽だ。

「ねえ、イズマイール様。イズマイール様は、サーリヤのことがお嫌いですか？」

　単刀直入な言葉が、またのらりくらりと明言を避けようとしていたイズマイールの唇を縫ぬい止めた。

「あなたとの幸福を選ばないサーリヤのことがお嫌いで、彼女に悲ひ惨さんな死に方をしてほしいから、お兄様の言うことに逆らいませんの？　……彼女があなたの気持ちに応えなかったから」

　愛する女性を死に追いやった、カシュヴァーンの父のように、あるいはエルティーナの弟のように。本気だからこそ、想いが報むくわれなかった反動も大きいと──そういうことなのか。

　違うとすでに分かってはいるが、イズマイール自身の口から彼の気持ちを確かめておかなければならない。そうしないと、このあとの段取りが狂う。

「彼女が他の妻たちのようには、私の気持ちに応えなかったのは事実です」

　観念したのか、イズマイールは認めた。この時点で、サーリヤのことを以前から知っていたと認めたも同然であるとは分かっているだろうに。

「ですが……だからといって、彼女を傷つけようなどとは思わない。私は女性の不幸を願ったりはしない。なぜなら、そんなことをすれば、私も自分が許せず不幸になるからです」

「……同感だ」

　短く同意したカシュヴァーンが、視線で合図を送る。しっかりうなずいたアリシアは、ひとつ咳せき払ばらいをした。

「ところでイズマイール様、物語はお好きですか？」

「は？」

　アリシアの唐とう突とつさに慣れていないイズマイールは面食らっているようだ。

「嫌いではないですよ、本もよく読みます。ああ、『夢の王子様』はマルグレートでも翻ほん訳やくされているものが出回っていますよ」

　戸と惑まどいながらも話についてこようとしてくれるイズマイールだが、残念ながら好きな本の話をしたい訳ではない。本ほん音ねを言うならしたいが、今はその時ではない。

「お好きなのならよかったわ。では私が、かわいそうな王子様とかわいそうな女の子のお話をして差し上げます」

「……はあ……」

　相槌かため息か分からない声を漏もらすイズマイールをさておいて、アリシアは語り始めた。

「昔々ある国に、三人の王子様がいました。一番目は未来の国王、二番目は大使としてお兄様の補ほ佐さを約束されており、将来安あん泰たい。三番目の王子様は、残念ながらお母様の身分の低さゆえに政治に関わることは許されませんでしたが、とても優しい方でした。だから、いつも宮きゆう殿でんを追い出されるかもしれないと怯おびえているお母様を助けてあげたいと願っていました。お母様が死んだ後も、ずっと」

　マルグレート第三王子は、無言で顔を強こわ張ばらせている。

「ある日王子様たちは、暗殺者に襲おそわれました。暗殺者の正体は小さな女の子で、彼女にそうしろと命じたのは行く当てのない彼女を拾って養っていた男でした。女の子はとても優すぐれた暗殺者だったので、王子様たちは男を人質に取り、彼女にたくさんの人を殺させました」

『名前の記録すら残っていないような、取るに足らない男でした。マルグレートは厳密な階級社会ですから、偶ぐう然ぜん手に入れた力を使って、どうにかしてのし上がりたいと思っていたのでしょうね』

　名家を転々とし、自分に相応ふさわしい主を探していたセイグラムは多少共感もあるのか、そんな風に彼を評していた。

「男は、王子様たちが怖かったのでしょう。率そつ先せんして女の子に、無茶な命令をし続けました。時にはひどい言葉でなじったり、暴力を振るったり」

『……命令され慣れてるからね。命令してくれる人が好きなんだよね、俺たち。でも、やっぱり程度ってものがあるからね』

　贅ぜい沢たくだよね、とルアークは薄く笑っていた。

「耐えられなくなった女の子は逃げ出しました。そのため、王子様たちは男を殺しました。心配になって戻ってきた女の子が見たのは、眼を覆おおいたくなるような死体だけでした……」

　イズマイールは睨むようにこちらを見つめているようだが、どうせアリシアには彼の表情の細部までは分からない。遠慮せず、続けた。

「ですが、『奇跡』が起きました。『奇跡』の商人である二番目の王子様が、彼女の恋人を蘇よみがえらせてくれました」

「……本当に？」

　皮肉をこめて、イズマイールがつぶやいた。本人も無意識だったらしく、すぐにはっと口をつぐむ様を尻目に、セイグラムに聞いたところまで語り終える。

「女の子は心から反省し、『奇跡』によって蘇った恋人を生き長らえさせるために、王子様たちの言うことを聞き続けると誓ちかいました。以上です」

「──なんとも、悪趣味なお話ですね」

　吐き捨てる彼に、カシュヴァーンは確認を取る。

「可能なら教えてほしい。恋人は、本当に生き返ったのか？」

「人の認識は、変えられるでしょう？　例えば暴君がメイドになったりですとか。人間はしょせん、信じたいものしか信じない」

　ふう、とカシュヴァーンが息を吐く。大方分かっていたことながら、改めて怒りを感じたようだ。

「やっぱりか。……ジェリオの野や郎ろう」

　セイグラムの話でも、恋人の現在の状況までは把は握あくできなかったとのことだったのだ。出て行ったきりのジェダがこれ以上の情報を摑むことは、おそらくできまい。

「続きは私がお話ししましょう、アリシア様。……かわいそうな女の子の望みは、今度こそ大切な恋人のために死ぬことです。無力な三番目の王子にできるのは、彼女が納得できる舞ぶ台たいを用意してあげることだけでした」

　ランフォード家での出来事がそうだったように、認識をねじ曲げて起こした『奇跡』はしょせん長持ちしない。

　だから、現実の力で完結させるしかない。サーリヤは今度こそ、恋人のために死ぬしかないのだ。それによって、彼女の恋は永遠となる。

「全世界の女性が幸せになれますように。私の母のように、身分の低さゆえにないがしろにされるような女性が、少しでも減りますように」

　バッドエンドの結びのひと言を自じ嘲ちよう的てきに読み上げて、イズマイールは暗く笑った。星を浮かべたように輝かがやく瞳は相変わらず美しく、それゆえに悲しい。

「お話は終わりのようですね。では、あとはゆっくりお茶でも楽しんでいって下さい」

　それがすんだら帰れ、と言わんばかりのイズマイールに勧すすめられるまま、アリシアはひとまず高価なお茶を飲み干した。次いで、こう言った。

「ねえ、イズマイール様。私は個人的には、恐きよう怖ふ小説が大好きです。主人公が怪物に食べられて終わり、なんて、とっても好みですけど……結婚してしばらくしてから、ハッピーエンドもすてきだと思い始めましたの」

　ね、とカシュヴァーンに笑いかければ、彼も笑い返してくれる。イズマイールの好む、幸せな夫婦の光景はそのままに、アリシアは提案した。

「だから、女の子には望みどおり死んでもらいましょう。実は私、創作も少ししますの」











第五章　彼らの永遠






　こんこん、という控ひかえめに扉とびらを叩たたく音さえも、静まり返った屋や敷しきの中には驚おどろくほど大きく響ひびき渡った。

「……ノーラ、僕だ。遅い時間に申し訳ないが、開けてくれないか」

　客人のほとんどが帰宅し、使用人たちもどこか息を詰つめているレイデン家の屋敷の二階。屋敷の奥方のために用意された広々とした部屋の中に、ティルナードは落ち着いた口振りで話しかけた。

　だが、しばらく待っても返事はない。業ごうを煮にやしたティルナードが取っ手に手をかけようする寸前、横に控えていたセイグラムがびしっと鞭むちで引っぱたく。

「いたあっ!!」

「……セイグラムも、いますのね？」

　鞭の音とティルナードの悲鳴で、連れがいることを察したようだ。強こわ張ばったノーラの声が一いつ瞬しゆん聞こえたが、そしてまた沈ちん黙もく。ティルナードがもう一度呼びかけても返答はない。

　想定内の反応である。音もなくうなずいたカシュヴァーンに眼で合図され、今度はアリシアが口を開いた。

「ノーラ、私もいるの。開けてくれない？」

「……奥様……？」

　独り言のような震ふるえ声が漏もれ聞こえたが、扉は依い然ぜんとして開く様子はない。

「申し訳ありませんが……気分が優すぐれませんの。だって……考えなければいけないことが、あまりにも、多すぎて……」

「そうね、確かに問題がたくさん」

　横を向けば打たれた手をさすっているティルナード、いつものように平然としているセイグラム。

　平素と変わりないようではあるが、よくよく見ればティルナードの眼は微び妙みように執しつ事じから逸そらされている。ノーラを刺し激げきしないためとはいえ、引っぱたかれて文句も言わないのはやはり例の件が尾を引いているのだろう。

「でも、差し当たって一番厄やつ介かいな問題は解決したわ、ノーラ。あのね、サーリヤはぼこぼこ茸だけで譫せん妄もう状態に陥おちいっていただけらしいの。当然レイデン伯はく爵しやく様が、彼女に陛へい下かの暗殺を指示したというのも妄もう想そうよ」

「そ、それは……でも」

　様々な感情が交まざった結果、ノーラは逆に何も言えなくなってしまったようである。

　ノーラも知っておくべきだからと、状況は彼女が閉じこもった後も逐ちく一いちティルナードが報告させていたとか。つまり、そんな証言をすればサーリヤがどうなるかぐらい、分かっているということだ。

「ええ、証言を終えた後、サーリヤは服毒自殺したわ。だから出てきて、ノーラ」

　事もなげにアリシアが教えると、扉の向こうでノーラが絶句した気配がした。







　粗そ末まつな寝しん台だいの上に、小こ柄がらな少女の体が横たわっている。

　猿さる轡ぐつわも外はずされ、全身のあちこちにある尋じん問もんの痕こん跡せきは薄うすい毛布によって隠かくれているので、一見眠っているようだ。緩ゆるく結ばれた唇くちびるは微笑ほほえみに似た形をしていて、そこから甘い香りが漂ただよっている。

　食欲をそそるこの香りが、彼女を永遠の世界にいざなったのだ。

「……まあ……」

　アリシアたちに連れられて軟なん禁きん室までやってきたノーラは、開け放された扉の前で立ち止まり、思わず口元を手で覆おおった。

「『肥ひ料りよう要いらず』か。……元〈玩具おもちやの兵隊〉らしい最さい期ごだな」

　ノーラたちの姿をちらっと振り返ってつぶやいたのは、宰さい相しようとしてサーリヤの死を確認しに来ていたジスカルドである。最近間抜けな姿をさらすことが多かった分、いかにも大貴族然とした横顔は冷たく見えた。

「女王暗殺未み遂すいの大罪人だ。葬そう儀ぎなど行う義理はない。海に流せ」

〈翼つばさの祈いのり〉の教えでは、生前の善行が足りなかった者は死後、怪かい物ぶつたちが住まう水みな底そこの国へ沈しずむと言われている。それは海の底にあるとも伝えられているため、人々は海にまつわる死を忌いみ嫌きらう。

「……仕方がないわよね。運びなさい」

　傷もあらかたふさがり、薄うす化げ粧しようで問題ない状態になったエルティーナがため息をついた。そこにこめられた幾いくばくかの同情を感じ取り、ジスカルドが眉まゆを寄せる。

「あなたを殺そうとした女に、同情しているのですか」

「甘いのは分かっているわ。でも、死者に鞭打ってもしょうがないでしょう？　元〈玩具の兵隊〉が、自分たちを作り出した国の代表である私を恨うらむのも無理はないんじゃないかしら。恨まれるのも、王の仕事だしね」

　すんだことだと結論づけてから、エルティーナは数歩離れた位置で状じよう況きようを見守っているユベルを振り返る。

「ユベル殿でん下か、お分かりとは思いますが、このことは……」

「前王権時代の遺い物ぶつには、余よの父上も散々手こずらされたものです」

　ユベルの幼おさない顔には、未み熟じゆくながらも確かな威い厳げんが存在していた。

「それに余と陛下は、婚約の話も出た仲ではないですか。おかしなことを言い立てる連中もいるようですが、クルセージュは過去の遺い恨こんを水に流し、シルディーンと友好関係を結びたいと思っております」

　イズマイールとの婚約未満を巡めぐり、二国の関係に緊きん張ちようが走るのでは、との噂うわさは無論クルセージュ側も既き知ちのことのようである。ただの雑音と切って捨てた上で、ユベルはほんのりと顔を赤くした。

「特に余は、個人的に友好関係を結びたいシルディーン人女性がおります。できれば陛下にも、その、協力していただきたいと思っておりまして……」

　彼の瞳ひとみは、控えめにだが確実にアリシアを見ている。彼女の隣となりに立ったカシュヴァーンはユベルではなくエルティーナを見て、小さく笑んだ。

「……私も命が惜おしいですけど、微び力りよくながら力を尽つくしますわ」

　寒気を堪こらえるような顔をしてエルティーナがうなずけば、ユベルはほっとした顔になった。

「よかった！　では余も、クルセージュにて陛下に相応ふさわしき男性が見つかり次し第だい、すぐにご連絡差し上げます」

「……そうですわね。今回も、婚約に失敗してしまったようですし」

　苦笑いするエルティーナを見やり、ジスカルドが何か言いかけて唇を嚙かむ。彼に代わってユベルが悪戯いたずらっぽく微笑んだ。

「そのようですね。ではこの機会に、身近にある愛を再評価されてはいかがでしょうか」

　大人おとなびた物言いにエルティーナが驚き、ジスカルドがそれ以上に驚いた顔をしている。

「失礼ながら、女性関係にはあまり芳かんばしくない噂ばかり聞いておりましたが……陛下のために駆かけつけた速度、実に素晴らしかった。それに陛下も、婚約が空から振ぶりに終わっても大して傷ついていらっしゃらないようですし」

　あえてのように主語がないが、誰だれのことかは明らかである。

「ええ、そうです！　オーデル侯こう爵しやくがエルティーナ様のために使ったお金は、推定三千万ゼダル以上もが」

　つい興奮してしまったアリシアの口を、背後からカシュヴァーンがふさぐ。エルティーナが少々悔くやしそうに尋たずねた。

「……私の過保護な臣しん下かが、何か余計なことを言いましたか？」

　口をふさぐついでに妻を抱だき締めたカシュヴァーンは、素そ知しらぬ顔を貫つらぬいている。

「なに、クルセージュとしては、下へ手たに他国の重じゆう鎮ちんと婚約されるより、自国の男性とよりを戻していただいたほうが御ぎよしやすいと思っているだけです」

「ま」

　憎にくらしいとぼけ方をするユベルに、エルティーナは一瞬ぽかんとしてから破は顔がんした。

「さすがデュランダール陛下のご子し息そく、したたかでいらっしゃるわ！　これは案外、死神姫ともいい組み合わせかもしれませんわね」

「陛下!?」

　素知らぬ顔をしきれなくなったカシュヴァーンを振り返り、エルティーナはにやっと不敵な笑みを浮かべた。

「ほほほ、そうよね、たとえ結婚していたって再婚も愛人もありえるんですもの。保護者面づらしていた臣下が吠ほえ面かくかと思うと、楽しみなこと!!」

　物語の悪役のように高笑いしたエルティーナの眼が動く。軟禁室の戸口に新しい人影が立っていた。

　全員がそちらに気を取られた瞬間、エルティーナは意気揚よう々ようとジスカルドとユベルの腕うでを取った。

「陛下……!?」

「さあ、一件落着。こんな狭せまいところに、しかも死体の側そばに長居する趣しゆ味みはないわ、アリシアじゃあるまいし。帰国の前にお茶でもいたしましょう、殿下。今後の友好政策について、じっくり話し合いたいわ」

　可か愛わいらしく片眼をつぶってみせたエルティーナが、二人を引っ張って歩き出す。部屋を出て行きしな、戸口で礼れい儀ぎ正しく一礼している青年にも声をかけた。

「可能であれば、後からあなたもいらして、イズマイール殿下。シルディーンはマルグレートとも友好関係を築きずきたいとも思っていますのよ、そちらがどうかは分かりませんけど」

「……そうですね。後始末が、完全に終わりましたら」

　なんとも言えない顔をしたイズマイールが、入れ替わりにサーリヤの死体の側に立つ。彼が連れてきていたマルグレート人たちが、用意していた布袋に少女の体を詰め込み始めた。







　星明かりが、閉ざされたまぶたの上から音もなく降り注そそいでいる。その光に誘さそわれたように、サーリヤは眼を見開いた。

「ここは……？」

　状況判断をするため上体を起こそうとしたが、まだ毒のしびれが残っている。実際にできたのは、ゆるゆると首を回して周囲を見回すことだけだった。

　納な屋やの中だろう。乾かわいた藁わら束たばが壁かべに立てかけられ、家か畜ちく臭しゆうと泥どろが混じったむっとするような臭においが立ちこめている。サーリヤ自身は乾いた布袋の上に寝かされており、上から男が顔を覗のぞき込んでいた。

「……イズマイール様……？」

　薄暗い納屋の中でも、元〈玩具の兵隊〉なら星明かり程度の光さえあれば相手の判別は容よう易いだ。主あるじの顔を認めた瞬間、サーリヤは青くなった。

「わ、私は失敗したのですね！」

　クルセージュの横よこ槍やりが入ったため、今回の件は終結させることになった。予定どおり妄もう言げんであった旨むねを宣言し、服毒自殺を行え。

　軟禁室の見張りに金を握にぎらせ、ひそかに伝えられたイズマイールの伝言に従い、サーリヤは彼がよこした毒をあおった。そして今度こそ、恩人でもある恋人のために死ねたはずだったのに。

「いいや、お前は失敗していない。事実、サーリヤは毒をあおって死んだ」

　狼ろう狽ばいするサーリヤに対し、イズマイールは落ち着き払って告げた。

「兄上からの伝言だ。お前のおかげで、お前の恋人は完全に生き返った。だが、同時に大きな代だい償しようも支払った」

　眼を見開く彼女の表情を観察しながら、淡たん々たんと続ける。

「彼はすべての記き憶おくを失い、マルグレートとは違ちがう天地に去った。もう二度と、お前に会うことはないだろう」

「……そんな……」

　死者のように青ざめたサーリヤが、黙だまり込んだ。舌を嚙むのを警けい戒かいし、喉のどの動きに注意を払いながら、イズマイールは小さな声で尋ねる。

「つらい、か。──彼の後を追いたいか？」

「いえ……」

　ゆっくりと開いたサーリヤの瞳は、イズマイールの瞳にある星が映うつり込んだかのように清らかな輝かがやきを発している。

「いいんです……私を救ってくれたあの方の幸福が、私の幸福ですから。私の力など借りず、どこかで幸せに暮らしていてくれるなら、それで十分です」

　犬と会話が可能なら、こういう風にしゃべるのだろう。心からそう願っているサーリヤの声を、イズマイールは黙って聞いている。

「あの、私はこのご恩を、これからも殿下にお返しすればよろしいのでしょうか？」

「その必要はない」

　無む邪じや気きに心の首輪をはめ直そうとする彼女に、きっぱり首を振ってみせる。

「お前を縛しばる男はいなくなった。お前はもう、自由だ」

「……自由……？」

　初めて聞いた単語であるかのように、サーリヤが怯おびえた眼をする。こういう反応が返ってくることはルアークからも聞いていたので、イズマイールはすぐに言い直した。

「……だが、お前はまだ、自由に慣れていないだろう？」

　額ひたいを出すように分けた前まえ髪がみに、軽く触ふれて。

「サーリヤは死んだ。だから私はお前に、新しい名と身分と居場所を与えよう。いつかお前が、別の幸福を摑つかめるようになるまで……」







　納屋の中から出てきたイズマイールが、母おも屋やの一階端はしで待機していたアリシアたちのところにやってきた。念のために二人の様子を見張っていたルアークも、「両親」のところに戻ってくる。

「彼女は……？」

　代表してアリシアが聞くと、イズマイールは笑った。

「行きました」

　満足そうな短い答えで十分だった。下手にその先を聞いてしまえば、情報を漏らしてしまう可能性がある。お互いのためにならない。

「本当に、ありがとうございました。ジェリオ兄上には、クルセージュの介かい入にゆうもあり、こういう形にせざるを得なかったと伝えておきます」

「そうしてくれると助かる。今の状況では、これが最善だろう」

「ですが、細かな点を追つい及きゆうされる可能性はあります。警戒はしておいて下さい」

「だろうな。なに、向こうだって前回オーバンにすべてをおっかぶせて終了にしたんだ。そもそもあいつが売ってきたけんかなのだし、下手につつけばマルグレートとサーリヤとの関係が明るみに出る。程々のところで手を打つだろう」

　ジェリオに対する怒いかりは冷さめやらぬ様子ながら、カシュヴァーンは横おう柄へいにうなずいてみせた。ちなみに「メイド」認識の強要はイズマイールたっての願いで、すでに解除されている。

「ええ、それに兄上が私に計画の全容を明かしてくれているとは思えません。先のこともありますから、このあたりで互いに手打ちにしておいたほうがよろしいでしょう」

　ちらっとルアークを見たイズマイールだが、実際に話しかけたのは別の相手へだった。

「ユベル殿下も、ありがとうございました。しかし、よろしいのですか？　女王陛下とのお茶は……」

「いえ、余も父上に事の次第を報告する必要がありますし、第一お邪じや魔まなようでしたから」

　すまして答えたユベルに、アリシアも礼を述べる。

「ありがとうございました、ユベル殿下」

「滅めつ相そうもない、アリシア様のお役に立てて光栄です!!」

　打って変わって、ユベルの口く調ちように熱がこもった。自動的にカシュヴァーンの眼が鋭するどくなる。

「……殿下、一応申し上げますが、もうこんな時刻です。明日の朝にはクルセージュへ発たたれるのでしょう？　そろそろ部屋にお戻りになってはいかがですか」

　やんわり「失うせろ」と言われたユベルは、「そのようですね」とあっさり引き下がった。

　ただし、別段脅おどしに屈くつした訳ではなさそうだ。先日のように悔しそうではなく、むしろ余裕の表情でさえある。

「あれ、ずいぶん余裕綽しやく々しやくだね。さてはもう、アリシアのことは諦あきらめる気になった？」

　さり気なく睨にらみをきかせるルアークにも、ユベルは笑顔で言い放つ。

「いえ、ただ父上の教えを思い出しただけです。女性の心を得るためには、決してがっついてはいけないと」

　どうやら一足先に帰国した父王からあれこれ入れ知恵を授さずかっていたらしい。むっと眉をひそめたカシュヴァーンとルアークを挑いどむように見上げた後、アリシアには全開の笑顔を向けた。

「お誕生日が近いのですよね、アリシア様。どうぞ、期待していて下さい!!　なんでしたらお好きなものをおっしゃって下さい、必ず用意してみせます!!」

「本当ですか？　私は現金が一番好きです、よろしくお願いします!!」

「は……ええっ!?」

　いつもどおりのアリシアの言葉に、せっかく格かつ好こうをつけたユベルが危あやうくずっこけそうになっている。笑いを嚙み殺したカシュヴァーンは、さて、とばかりに母屋の二階を見上げた。

「あとはこっちだな」

「……だねー。さーて、どうなることやら」

　小首をかしげ、ルアークもため息を漏らした。







　イズマイールやユベルと別れ、母屋の二階にある客室に戻ってきたアリシアたちを、ティルナードは潤うるんだ瞳で出で迎むかえてくれた。

「ライセン、アリシア様、本当に本当に、ありがとうございました……!!」

　今まで気を張っていた反動だろう。ライセン家の被ひ後こう見けん人にんだったころのように、その表情は幼い歓かん喜きに満ちている。

「気にするな、向こうの間接的な標的は俺たちだったんだからな」

　ティルナードの反応に触しよく発はつされたか、カシュヴァーンはよしよしと彼の頭を撫なでてやった。ティルナードも子供扱あつかいするな、とごねることなく、素直に受け入れている。

「ああ、でもこれでやっと、結婚式をやり直せる!!」

　嬉うれしそうに振り返った室内にはセイグラムとノーラ、それにようやく執事の重荷から解放されたトレイスがいる。セイグラムはうなずき、ノーラがびくっと身じろいで、トレイスが不安そうな表情になった。

　サーリヤの件の解決法に度ど肝ぎもを抜かれたらしく、彼女は部屋の外には出てきてくれた。一番の大問題は収束した訳だが、それに伴ともなって発覚した事件はいまだ未解決である。ノーラを包む雰ふん囲い気きはぎこちなく、誰とも眼を合わせようとしない。

「なあ、ノーラ。そろそろ機き嫌げんを直してくれないか？」

　ひとつ片づいたことで、欲が出たのだろうか。ティルナードの声は焦あせりを帯おびていた。

「子供のような駄だ々だをこねるのは、いいかげんやめるんだ。僕との結婚が間違いなんて、そんなはずがないだろう？　だって僕はお前を愛しているし、お前も僕を愛している」

　愛している、という言葉には言葉どおりのてらいのない愛情がこめられていた。トレイスがなぜか顔を赤らめている。

　ノーラも、嬉しくない訳ではあるまい。憂うれいを帯びて寄せられていた眉根がほんの少しほぐれたが、続く言葉がすべてを台なしにする。

「つまらない意地を張って困らせないでくれ。僕に不満があるらしいのは分かったが、それならどこに問題があったのか、きちんと言ってくれないと困る。みんな、本当に努力して……あだっ!!」

　興奮して大きく動いていたティルナードの両手の甲が、ほぼ同時に赤く腫はれた。毎度のセイグラムの鞭の仕し業わざである。

「おお、すごい、今のは俺でも難しいかも！」

　ルアークは感心しているが、打たれたティルナードは当然ながら抗こう議ぎした。

「何をするんだ、セイグラム!?」

「全く、あなたという方は……」

　肺の中の空気すべてを押し出すようにして、セイグラムが大きなため息をつく。

「ところでどうして、あなたは私が鞭で引っぱたくと怒るのですか」

「えっ、な……」

　何か哲てつ学がく的てきな問答を挑まれた、とでも勘かん違ちがいしたのか、ティルナードが腫れた手に視線を落として黙り込む。

「……いやいやいや、そんなの当たり前だろう!?　口で言えば分かることを、わざわざ引っぱたきながら言うからだよ!!」

　ごまかされるものか、とばかりに気け色しきばむティルナードに対し、セイグラムは眼鏡めがねを押し上げる以上の反応を示さない。

「口で言えば分かりますか」

「分かるよ！　大体お前はいつも唐とう突とつなんだよ！　ちゃんと順序立てて、きちんと説明してくれれば僕だって分かる!!　その程度には、お前の教えを受けてきたつもりだからな!!」

「そうですわよね、セイグラムはレイデン伯爵様を一いつ生しよう懸けん命めい導いてきましたから」

　微笑ましい気持ちで相あい槌づちを打つアリシアであるが、セイグラムの眼は冷たい。

「なるほど。つまり、相手の理解を得られるように筋道を立てないと、真意は伝わらない。その程度のことは理解している上での、ノーラに対する態度という訳ですね。結構」

　そして眼鏡を押し上げると、つかつかと歩み寄った。

　ノーラに向かって。

「え？」

　身を硬かたくして床ゆかを見つめていたノーラは、いきなり両手首を摑まれて眼を見開く。正面から彼女の腕を拘こう束そくしたセイグラムは、無表情に断言した。

「そういえば、この件についてはまだ回答しておりませんでしたね、ティルナード様。私はノーラを愛しています」

「……あ？」

「今回の件を通して確信しました。あなたは彼女に相応しくない」

　お前は唐突だ、と責めた直後に、ここまで唐突な発言をされるとは思わなかったようである。まだ眼前の光景に理解が追いついていないようで、ティルナードは呆ぼう然ぜんとしている。皆も呆然としている。

「ど、どうすんの？　カシュヴァーンおにいちゃん、コレ」

　さすがのルアークも、困こん惑わくした顔でカシュヴァーンを見やる。

「……ひとまず、セイグラムに任まかせてみよう」

　カシュヴァーンもカシュヴァーンで、様子見以外の方策がないようだ。「そうよね、セイグラムはノーラのことも愛しているわよね」と、アリシアはひとりで納なつ得とくしている。

　そうこうしている間に、セイグラムが強くノーラを引き寄せた。あまりにも驚きすぎているせいか、半開きになったノーラの唇からは何も声が出てこないが、この先に待ち受けているものに気づいたのだろう。首を振って逃のがれようとする。

　だが、彼女の後こう頭とう部ぶにセイグラムの手が回った。頭をすくい上げるように持ち上げられ、反動であおのいたノーラの唇に、セイグラムのそれが……

「ぎゃああああああああっ!!」

「やめろセイグラム、ノーラが嫌いやがることは許さない!!」

　ノーラの絶ぜつ叫きようと、ティルナードの宣言はほぼ同時だった。ノーラの唇に触れるぎりぎりで動きを止めたセイグラムは、涼すずしい顔で彼女をティルナードに向かって突き飛ばす。

「きゃあっ!?」

　転びそうになったノーラは、なんとかティルナードに抱きとめられた。彼の胸にすがり、ぜいぜいと喉を鳴らす彼女を、セイグラムは心底呆あきれた顔で見み下おろす。

「当たり前ですよ、私の好みは頭のいい女性ですから」

「ちょっと、何それ、私が馬ば鹿かだとでも言いたいの!?」

　怒りで血の巡りがよくなったようだ。先ほどまで青白かった頰ほおを赤々とさせたノーラが、久しぶりに大声で叫さけぶ。

「違う！　ノーラは馬鹿じゃない」

　その耳元でさらに大きく叫んだのはティルナードだった。力強い腕で後ろからぎゅっと抱かれ、ノーラの顔がさらに赤くなる。

「馬鹿なのは、僕だ。ノーラ……本当に、すまない」

「ティ、ティルナード、様……」

　抱き竦すくめられたままぎくしゃくと振り向いたノーラは、苦く悩のうに歪ゆがんだティルナードの顔を見て言葉を失った。

「僕は、完かん璧ぺきな結婚式を挙げれば、理想的な花嫁になれば、妻になれば……お前が負おい目を抱いだくこともないと思っていたんだ。生まれながらの貴族ではないことに、ずっと引け目を感じているようだったから……」

　ティルナードは確かに、ノーラの引け目を正しく読み取ってはいたのだ。だからそれを解消するために、ごく真っ当かつ正当な手段を選んだ。間違ってはいなかった。

「だが……目的が正しければ、何をしてもいい訳じゃない。気づかないうちに僕は、僕を鞭で引っぱたくセイグラムと同じようなことをしていたんだな。本当に、ごめん……」

「わ、私こそ！」

　わずかに緩んだ腕の中で、ノーラは体を反転させた。自みずから腕を伸ばし、ティルナードの背に手を回す。

「引け目を感じていたのは事実です。だからこそ、期待に応こたえたいと思って……だから、だから、私……!!」

　その肩かた口ぐちにかじりつくようにして、溜ため込んでいた言葉をぶちまける。

「でも……式が近づくと、こ、怖こわくて。失敗したらどうしよう、あなたに恥はじをかかせたらどうしようって、そればっかり……!!　ティ、ティルナード様もセイグラムもがんばっているのが分かるから、私だけ疲つかれたなんて言えなくて、それで、それでっ……!!」

「分かった！　もう言わなくていい、ノーラ!!」

　堪こらえきれなくなったように、ティルナードが力一杯愛しい婚約者をかき抱く。

「僕が悪かった。いいんだ、失敗したって、恥をかいたっていいんだ！　いや、もう結婚式なんて挙げなくていい。お前が傷つくなら……!!」

「そういう訳にはいきません」

　盛り上がりを完全に無視して言い放ったのはセイグラムだった。

「お、お前な……！」

　思いきり気力をくじかれたティルナードの恨みがましい視線も、眼鏡で弾はじき返されてしまっているようだ。セイグラムの言葉は止まらない。

「当然でしょう。今やレイデン家は、このシルディーンで五本の指に入る名門貴族なのですよ。それが一度や二度暗殺の汚お名めいを着たぐらいで、結婚式をせずに妻を娶めとるなどありえません。私が仕つかえる主あるじに、そのような不ふ名めい誉よは許せません」

　清すが々すがしいほどに自分勝手な発言だった。

「……本当に、お前はなあ……」

「こいつと比べると、奥様が可愛く見えてきますわ……！」

　仲良く脱だつ力りよくするティルナードとノーラを尻しり目めに、セイグラムはなぜかトレイスを見た。

「失敗が嫌いやなら、練習すればいいでしょう。本物の聖職者は帰りましたが、代わりを務つとめられる程度に敬けい虔けんな者はいます。そうだな、トレイス」

「はぇ？」

　突然矛ほこ先さきを向けられ、また変な声を出すトレイスだが、セイグラムはそれを了りよう承しようと取ったようだ。続いてアリシアのほうを向く。

「最低限の列席者も揃そろっていらっしゃる。そうですね、アリシア様」

「ええ、もちろん！」

　打ち合わせなどしていなかったが、アリシアにもセイグラムが何をしようとしているのか分かった。大きくうなずけば、カシュヴァーンも「まあ、いいけどな」と苦笑いする。妻から先に懐かい柔じゆうする作戦に、甘んじて引っかかるつもりのようだ。

「そして、ドレスと付つき添そい人にんの用意もあります」

「あー、気配があるなあ、とは思っていたけど……」

　使用人用の続き間にルアークが眼をやった瞬間、扉が開いて二つの人影が入ってきた。

　二人とも黒髪で、ひとりはすらりとした長身だ。神経質そうな雰囲気を、縁ふちの細い眼鏡が一層強調している。

「まあ、セイグラムが二人！　ではあなたが、セイグラムのお兄様？」

　婚こん儀ぎの席でノーラの付き添そいをしていた、あれが彼だったのか。当初は結婚式が終わった後に引き合わせてもらえる約束だったのに、いろいろなことがありすぎて、アリシアが実際に顔を合わせるのは初めてである。

「あはは、セイグラムの兄は僕ですよ。なぜか分かりませんが、よく間違われるんですよねえ」

　ところがアリシアの呼びかけに応じたのは、もうひとりのほうだった。丸眼鏡の奥で楽しげに揺ゆれる大きな瞳。男性としては小柄で、ティルナードとルアークの中間ぐらいの身長である。

「正式なご挨あい拶さつは初めてですね、ライセン強きよう公こう爵しやく夫人。僕はセバスチア・アーレイ。いつも弟がお世話になっております！」

　ぺこっと頭を下げる姿からは、無邪気な人の好よさがあふれている。顔立ちも非常に童顔で、とてもセイグラムの兄には見えない。弟とは似ても似つかぬ雰囲気を放つ彼を、もうひとりの黒髪眼鏡がじろっと睨んだ。

「あなた」

「あっ、ごめん、ごめん!!」

　てへへ、とばかりに頭をかいたセバスチアは、苦々しい顔をした弟にも目線で謝罪しつつ、紹しよう介かいを始めた。

「えーと、こっちは僕の妻です。クインティ、ご挨拶を」

「クインティ・アーレイです。不ふ肖しようの義理の弟が、いつもお世話になっております」

　実の兄より堂々とセイグラムを「不肖の弟」呼ばわりする顔も、態度も、義理の弟にそっくりだ。身長も女性としては高めであるため、ぱっと見はドレスを着たセイグラムである。

「まあ、クインティはセイグラムそっくりねえ。やはり家族は似てくるものなのね」

「本物の兄貴はあまり似ていないのにな……兄貴はどっちかというと、アリシアに似ているぞ」

　カシュヴァーンが小声でぼやいたが、クインティは聞こえなかったか、どうでもいいのか、反応を示さなかった。おそらく後こう者しやだろう。

「このような時間にお呼び立てして申し訳ありません、義あ姉ね上うえ、兄上」

　セイグラムもセイグラムで、謝る順番がおかしい。クインティはそこは咎とがめなかったが、別に気になる部分があるようである。

「構いません。その前に、セイグラム。手を出しなさい」

「はい」

　言われるままに両手を差し出したセイグラムの手を、クインティが素手で打ち据すえた。びしっ、という鋭い音と共に、指の跡あとが赤く刻まれる。

「ひっ!?」

　自分が打たれたかのようにティルナードが手を押さえたが、セイグラムはわずかに唇を嚙み締しめただけだ。続くクインティの説教に、静かに耳を傾かたむけている。

「あなたの主は確かにまだまだですが、だからといって鞭で引っぱたくとは何事ですか。以後気をつけなさい」

「はい、クインティ様」

「証しよう拠こが残るような真ま似ねはやめなさい。あなたには心に消えない焼き印を押せる力があるはずです。もっとうまくやりなさい」

「はい、精しよう進じんいたします」

「……おい、ちょっと待て」

　聞き捨てならない発言にティルナードが突っ込もうとしたが、クインティの瞳は早くも別の目標を見定めていた。

「さあ、ノーラ様」

「は、はいぃぃ!?」

　執事の義理の姉相手だ。主の婚約者であるノーラが怯える必要など全くないのだが、もう何度かこの二人は顔を合わせている。ノーラの心には、消えない焼き印とやらがすでに押されている様子だった。

「練習とはいえ、本番に近づけなくては意味がありません。しかし、もう夜も遅い時間です。できるだけ時間を短縮しますから、そのおつもりで」

　クインティもノーラに気を遣つかう様子は皆かい無むだ。有能な家庭教師のごとくに宣言すると、さも当然のように続き間のほうへあごをしゃくる。ついて来い、と言いたいらしい。

「さ、ティルナード様も」

「あ、ああ……あれ、セバスチアは？」

　セイグラムにうながされて思わずうなずいたティルナードは、セバスチアが動かないことを不ふ審しんがっている。セイグラムは小鼻を鳴らして肩をそびやかした。

「愚ぐ兄けいはただの貧びん乏ぼう貴族の長男で、新郎の手伝いをできるような技能は何も持っておりませんので。兄上、会場の準備ぐらいならできますね？」

「あははは、セイは相変わらず手厳しいなぁ。えーと、邪魔な家具を寄せておけばいいんだろう？　大丈夫だと思うよ」

　否定もせず、能天気に笑うセバスチアにセイグラムははっきりとした舌打ちをしたが、怯えたのはティルナードだった。







　小柄なセバスチアは見た目どおりあまり力がなく、結局会場作りを行ったのはもっぱらカシュヴァーンとルアークだった。「やあ、申し訳ありません」とさすがにセバスチアも恐きよう縮しゆくしていたが、アリシアに「力がないならしょうがないですよね」と言われると、「そうですよね！」と元気に返事をしていた。

「……俺たちはなんか親近感があるけど、セイグラムさんはきっと、ずっとこの人にいらいらしてたんだろうね……」

「そうだな。マルグレートほどじゃないが、シルディーンでも基本的に長男がすべての権利を総取りだからな……」

　遠い眼をしているカシュヴァーンたちをよそに、アリシアとセバスチアはあらかじめセイグラムが用意していた小さな燭しよく台だいに灯ひを灯ともして回る。時刻はすでに真夜中を過ぎており、ちらちらと揺れる灯あかりが幻げん想そう的てきだ。

「準備ができました」

　やがて続き間から顔を出したクインティが、おごそかに始まりを告げる。聖職者役のトレイスは静かにうなずいた。服装こそいつもどおりだが、本人の私物である〈翼の祈り〉の教典を抱いた姿はなかなか様になっている。

「まずは、新郎の登場です」

　言われるままに扉の向こうから出てきたのは、婚儀の際と同じ礼服姿のティルナードである。胸に生花を挿さしていないなど、細かな差異はあるが、本番とほとんど同じだ。

　緊張を帯びた顔つきまで本番さながらに、彼は姿勢良く歩いてトレイスの側に立った。その横にセイグラムもそっと控える。

「そして、新婦の登場……」

　クインティに手を引かれ、ノーラが部屋に入ってきた。白いヴェールの下、艶つややかに結ゆい上げられた赤毛がまぶしい。あのセイグラムを従えるだけあって、クインティの花嫁の付き添いとしての技量は十分以上のようだ。

「父親役は、俺がやろう」

　カシュヴァーンが立候補し、一歩踏ふみ出しながらアリシアとルアークにも声をかけた。

「お前たちも来い。一緒に、ティルに頼んでくれ。ノーラを幸せにしてほしい、とな」

「はい！」

「……うん！」

　年相応の笑みを浮かべた二人を連れて、カシュヴァーンがノーラに近寄った。カシュヴァーンが彼女の右手を、アリシアが左手を取り、ルアークが背後でヴェールの裾すそを持つ。この時点で、ノーラの眼は潤みを帯びていた。

「カシュヴァーン様……か、完璧です。私が挙げたかった式、そのものですわ……」

　上昇志向が強く、金持ちとの結婚を夢見ていたノーラであるが、その本質は恋する少女である。顔もろくに知らない名士たちに囲まれ、緊張からくる吐はき気を堪えながら愛を誓ちかいたかった訳ではない。親しい人たちの祝福に囲まれ、心づくしの演出で進む式こそが、彼女の理想であるようだった。

「そんな顔をするなノーラ、せっかくの化粧が崩くずれる。俺はイズマイール殿下のように、きれいには直せんぞ」

「そうよ、ノーラ。笑っていてほしいわ。だってあなたは、私の初めての親友なんだもの。絶対幸せになって、レイデン伯爵様のことも幸せにしてあげてね!!」

　ぶっきらぼうに言ったカシュヴァーンの目元も、友人の微笑みを誘うように笑うアリシアの目元も、燭台の光を帯びて光っていた。生あい憎にくとパイプオルガンはないので無む伴ばん奏そうのまま、感かん極きわまった顔をしているティルナードのところへと、二人はノーラの手を引いて歩いた。

「ありがとうございます、アリシア様。ライセンも、ルアークも、本当にありがとう……」

　震える声で礼を述べたティルナードは、セイグラムに対してはなぜか謝罪した。

「セイグラムも……ごめんな。お前にはいつも、つらい役目ばかりやらせてしまって。お前は、クインティのことを、義理の姉以上に……」

「──……いえ」

　眼鏡を直すしぐさに紛まぎれ、短く首を振った刹せつ那なの表情は誰にも分からなかった。

　だが、次の瞬間、セイグラムはアリシアにも分かるぐらいはっきりと微笑んだ。

「構いませんよ。それに私が世界一愛しているのは、ティルナード様、あなたですから」

「……え？」

「前に申し上げたでしょう？　誰にとっても、とは申しませんが、私にとっての最高の主はあなただと……」

「……そ、そうだな。そして、僕にとっての最高の執事もお前だ……!!」

　堪えきれなくなったらしく、ティルナードの眼から雫しずくが転がり落ちる。あふれる感情のまま、彼はセイグラムに抱きついた。

「ありがとう、セイグラム、僕を選んでくれて本当にありがとう。僕も世界一愛してる……!!」

「……あ、あの、ちょっと？」

　最さい高こう潮ちように盛り上がる二人に対し、ノーラは若じやつ干かん置いてきぼりだ。ひとしきり執事と熱い抱ほう擁ようを交かわしたティルナードは、泣き笑いの顔で最愛の婚約者と最愛の執事を見つめた。

「そうだな。セイグラムも、僕たちの家族同然だものな！　──よし、今決めた。ノーラ、セイグラム、僕たち三人で結婚しよう」

「は？」

　ノーラの眼が点になった。その反応を見てティルナードが、己おのれの過あやまちに気づく。

「いけない、ジェダを忘れていた。あいつもすでにレイデン家の一員だし、仲間外れにするとまた落ち込むからな。よし、じゃあ四人で」

「そういうことを言いたいのじゃありませんわ！」

　ノーラが絶叫し、ルアークは「えっと、うん、落ち込みそうな気はするけどね？」と曖あい昧まいに笑い、アリシアは「まあ、四人の式を一回ですませられるなんて経済的！」とはしゃぐ。「いいなあ、僕らも交ぜてもらえないかな」とセバスチアがクインティに話しかけて無視されるなか、セイグラムは胸に手を当て深々と一礼した。

「もったいないお言葉です、ティルナード様。私は生しよう涯がい、あなたの側に在あることを誓います」

「ちょっと、私もまだ誓っていないのに、何を言っているのこの陰いん険けん眼鏡ッ!!」

　気色ばむノーラとは対照的に、ティルナードはそれは幸福そうに微笑んでいる。

「ありがとう、嬉しいよ。ああ、僕たちの理想の結婚式だな……」

「私の理想の結婚式とはだいぶ違うのですけどぉ!?」

　勝手にぐいぐい進んでいく話をどうにかしようと、なおも叫ぶノーラ。そんな花嫁を、ティルナードはあのきらきらとした瞳で見つめる。

「ノーラは、セイグラムが嫌いか？　お前たちにはもっと仲良くなってほしいと、僕は常々思っていた。だからノーラが嫌なら、セイグラムとの結婚はやめるが……」

「やめるも何も、できんに決まっているだろうが」

　所在なげに立っていたカシュヴァーンの突っ込みも、今のティルナードには届いていない。

「……うっ、ううっ、いいですわよ、これは練習ですもの……!!　こんな形で釘くぎを刺さしてこなくても、本番はちゃんとお客様を招いて豪ごう華かにやりますのに!!　今回は勘かん弁べんしてあげますけど、やっぱりいつか追い出してやりますわ、この陰険眼鏡……!!」

　最終的にはノーラが折れた。結局のところ、レイデン家で一番の権力者はティルナードであるのだった。







　茶番が終わり、あてがわれた部屋まで引き上げてきたアリシアは、うきうきと男性陣じんに話しかける。

「すてきな式でしたわね！」

「……お前がそう思っているなら、それで構わんが……」

　途中から終始遠くを見る眼をしていたカシュヴァーンがおざなりな相槌を打つ。ルアークは面おも白しろい見世物、と割りきることに決めたらしく、軽けい薄はくに「ソウダネー」などとのたまった。

「しかしイズマイールのやつは、本気でセイグラムがノーラを好きだと思っていたんだろうか……」

「違うと思うなあ。たぶんあれも、俺たちの仲を引っかき回すための讒ざん言げんだったんじゃない？　おにーちゃんが考えたのか、本人が考えたのかは知らないけどさ。何せ『女性の幸福に仕える』が信条の人だから、男の気持ちなんてどうでも……」

　何を思い出したのか、わずかに苦い顔をしたルアークだったが、すぐに楽しそうな表情に戻って片眼をつぶる。

「ま、本人たちが納得しているならハッピーエンドだよ。そうでしょ？　トレイスさん」

「……それはそうだが……」

　仮にも自分が聖職者役として仕切った式が、ああいう結末を迎えたことをどうしても受け止められないようだ。難しい顔をしているトレイスをカシュヴァーンが「お前も俺と結婚したいか？」とからかい、教典を投げつけられた。

「お、トレイスさん、だいぶ訓練の成果が出てきたねえ。がんばれー」

　カシュヴァーンたちのじゃれ合いは、みるみる取っ組み合いに移行していく。カシュヴァーンが手加減しているにせよ、着実に強くなっているトレイスに声せい援えんを送るルアークの横顔はいつもの彼だ。

　なんだかほっとした気持ちになったアリシアは、そっとその耳元にささやいた。

「ねえ、ルアーク。サーリヤは違ったということだけど、いつか本当に好きな人ができたら、ぜひ教えてね。ルアークはカシュヴァーン様の次にすてきな男性だから、きっとあなただけの特別なお姫様が見つかると思うの」

「……えーと……」

　天てん井じよう付近に視線をさまよわせたルアークは、なんとも言えない顔でアリシアを見やる。自分がふった男に対してあまりにも無神経で、だが間違いなく本気の台詞せりふに、次の言葉を選びかねている様子だ。

「──……うん、そうだね、アリシアより盛大に俺だけを踏んづけてくれる女王様が見つかったら言うよ。それはそうと、この勢いで俺も片づけちゃいたい件があるんだよね」

　折しも意外な強さを見せるトレイスに対し、カシュヴァーンが投げつけられた教典を盾たて代わりにする、という暴挙に出たところである。卑ひ怯きような、と唇を嚙むトレイスに軽く手で合図してから、ルアークは口火を切った。

「……あのさ、カシュヴァーンおにい……『お父さん』」

　特別な緊張をはらんだ声に、カシュヴァーンはすぐ勘かんづいた。無言で教典をトレイスに返す。トレイスも瞬時に執事の顔に戻った。

「こ……この間、ひどいこと言ってごめんね。俺、どうかしてた」

　──どうせカシュヴァーンおにいちゃん自身、まともな父親がどんなものか知らないくせに!!

「構わんさ。俺たちに血の繫つながりがないことは事実だ」

　苦い光がカシュヴァーンの瞳を過よぎりはしたが、声こわ音ねにまでは反映されない。むしろにやりと笑って、

「だが、俺とアリシアにだって血の繫がりはない。なのにこんなに仲がいい。したがって、血の繫がりなどなくても家族にはなれる」

「……カシュヴァーンおにいちゃん、本当にアリシアに似てきたね……」

　ふざけた言い回しで、肩の力が抜けたようだ。へにゃりと笑ったルアークがひとりごちる。

「……そうだね。偽にせ者ものだから、本物になろうと努力するんだもんね」

　いつかの台詞を繰くり返したルアークの唇から、あくびが漏れた。

「あー、なんか気が抜けたら、眠くなってきちゃった。帰ろうか、俺たちの家へ」

　照れくさそうな提案に、カシュヴァーンもうなずいた。

「そうだな。仕事も溜たまっていることだし、急いで出発したいが、出られるのは最短で明日の朝だな」

　元より事態が丸く収まれば、そういう予定ではあった。

「予備日を一日残して、ぎりぎりですね。今回の件の後始末もありますし、できるだけ早く戻りませんと。セイグラム様に頼んで、いい馬を都つ合ごうしてもらいましょう」

　早さつ速そく準備を始めようとするトレイスを、カシュヴァーンが引き留とめた。

「ああ、トレイス、荷造りは明日起きてからでいい。お前も今日は疲れただろう、ゆっくり休め。それと、ルアーク」

「ん、なに？」

　ちょいちょい、と指先で呼び寄せられたルアークの耳に、カシュヴァーンが何事かささやいた。ややあって、ルアークの眼が虚うつろになる。

「……あー……うん、りょーかい。あと俺、『お父さん』としてのあんたは崇すう拝はいしてるって言っても過言じゃないけど、『恋こい敵がたき』としてのあんたは心から死ねって思ってる。じゃ、トレイスさん、行こうか」

「ん？　おい、ルアーク？」

　いきなり肩を抱かれたトレイスが、不思議そうな顔をする。

「今夜はトレイスさんの部屋に泊とまりたいんだ。いいよね？」

「それは構わないが……はっ」

　いきなりトレイスが眼を見開き、険けわしい表情でカシュヴァーンを見上げた。

「お待ち下さいカシュヴァーン様、今何か破は廉れん恥ちな、もがもがっ!!」

「わー特訓の成果出まくりだねー、でも今夜はおとなしく引き下がってねー!!　なんなら酒でも飲む？」

　少し背の高いトレイスに飛びつくようにしてその口をふさいだルアークが、彼を引きずって部屋の外に連れ出す。そうして室内には、ライセン夫妻二人きりとなった。







「まあ、ルアークったら、ジェダがいないからトレイスに甘えているのかしら」

　自分が置かれた危機的状況に気づいていないアリシアは、窓の外に視線をやりながらのほほんとつぶやいていた。

　そこへ伸びてきた手が、いきなり細い腰こしを抱いて持ち上げる。

「きゃあっ!?」

　つま先が床から離れた、と思ったら、背中に柔やわらかな衝しよう撃げきを感じた。カシュヴァーンに寝台へ放り投げられたのだ、と分かった時には、すでに二人分の重みで寝台が軋きしんでいた。

　時刻が時刻であるため、燭台の灯りは枕まくら元もとにひとつだけ。カシュヴァーンにのしかかられた格好のアリシアの、二人でひとつの影が、その灯りにゆらゆらと揺れている。

「なあ、アリシア」

　呼びかけられるだけで、背筋がぞくっとした。

「俺はここまで我が慢まんしたぞ。ティルたちも内容はとにかく、式は挙げたのだし、初夜ごっこの準備は調った。さあ、溜まったつけを払ってもらおうか？」

　とびきり意地悪く微笑むカシュヴァーンの顔が、あまりにも怖くて、かっこよくて、まともな声が出ない。

「あ、あう……」

　弱々しくうめいたアリシアは、本能的な恐おそれから彼の胸を押し戻そうとした。だが以前のようにその手を摑まれ、浅く歯を立てて甘あま嚙がみされてしまう。

「や、いた……っ、ん……」

　飢うえた唇は手だけに留とどまらず、一気に口づけを奪うばわれる。荒あらい息を吹き込むように侵しん入にゆうしてきた舌先に、全身がびりびりとしびれた。

「カ、カーシュ様、あ、あの、その、私……あ、明日……出しゆつ立たつ……」

「俺もだ。だが、これ以上は待てん。馬車の中でしたいなら、話は別だが」

「そ、それはだめですッ!!」

　一瞬想像してしまい、顔から火を噴ふきそうになったアリシアの耳元に、カシュヴァーンは甘くささやく。

「それとも、ティルたちが四人で結婚式を挙げたように、俺たちもルアークとトレイスを呼び戻すか？」

「そ、それもだめ、絶対だめですッ!!　カシュヴァーン様じゃなきゃ、だめなんです……!!」

　泣きそうな声を張り上げるアリシアを、強い腕が荒々しく抱き締めた。

「当たり前だ、馬鹿。誰が他の男なんか呼ぶか。お前は永遠に、俺だけのお姫様だ」




　さすが日頃、税逃れに奔ほん走そうする貴族たち相手に慣れているだけある。カシュヴァーンのつけの取り立て手しゆ腕わんは見事だった。











終章　お母さん






　灰色の空、白黒の景色、その中にひっそり生まれた新緑や花々の色しき彩さい。レイデン地方の豊かな大地を見慣れた眼には殺風景でしかない景色が、今はこの上なくほっとする。

「カシュヴァーン様、アズベルグですわ、アズベルグ!!」

　馬車の窓にしがみつき、はしゃぐアリシアの横でカシュヴァーンも口元を緩ゆるめていた。

「お前の誕生日には、どうにか間に合うように帰ってこれたな……やれやれ」

　予定の日程を予備日ぎりぎりまで食いつぶしてしまったが、アリシアの誕生日前にライセンの屋や敷しきまで戻ってくることができた。妻の小さな手を取って屋敷に入りながら、カシュヴァーンはほっと安あん堵どの息を吐はく。

「そうだね、おにいちゃんが最後の最後にはりきりすぎてアリシアがぐったりしちゃわなければ、あと半日早く出発もがもが」

　余計なことをほざく「息子むすこ」の口を空あいた片手でふさぎつつ、カシュヴァーンはぼやいた。

「しかし、正式な婚こん儀ぎを行うのなら、またレイデンには行かんとならんな。雪が降る前にしてほしいものだが……」

　アズベルグの気候は冬が非常に長く、他地域に先さき駆がけて秋の中ちゆう盤ばんから雪が降り始める。降雪の中、レイデンとの間に横たわる山さん脈みやくを越えるのは自殺行為に近い。ラグラドール人の秘密の通路を使うと考えてもだ。

「そうですわね。ノーラたちに会えるのは嬉うれしいですけど、旅費がかかるのは難点ですわ。オーデル侯こう爵しやく様、またいらっしゃらないかしら。クルセージュにも行ってみたいですし……」

　アリシアたちより半日早く、エルティーナとジスカルドは一緒に王宮に戻っていったとか。

　ルアークの茶々に「おなかが痛い」表情をしていたところから一転、最近一番儲もうかった件に思いを馳はせるアリシアに、荷に解ほどきの指示を出していたトレイスが苦笑を浮かべた。幸いなことに、先ほどのルアークの発言は聞こえていなかったようだ。

「気候のいい時期なら、それほど旅費はかかりませんので大丈夫でしょう。今度はマルグレートのみなさんも遠えん慮りよして下さるでしょうし……」

　そこにメイドのセイラが近づいてきて、何事かささやく。見る間にトレイスの表情が曇くもった。

「カシュヴァーン様、あの……ジェリオ殿でん下かから、レイデン伯はく爵しやくの婚儀に出られなかったお詫わびの品が届いているそうなのですが、いかがいたしましょうか」

「あら！」

　きらっと眼を輝かがやかせたアリシアだが、ルアークとカシュヴァーンの反応は冷さめきっていた。

「ああ、そういえばそんな話があったねえ。しょーもないところだけ律りち儀ぎだなあ」

「そうだな。捨てろ」

　いっさいの迷いなく命じたカシュヴァーンに、トレイスは眉まゆ根ねを寄せて訴うつたえた。

「いや、私もそうしたいと思いましたが、さすがに中身も見ずに捨てるのは……義務としてお礼状ぐらい出さないといけませんし」

　顔は困っているが、言っていることは案外辛しん辣らつである。お前も成長したな、とカシュヴァーンはしみじみ感じている様子だ。

「だが、育ちすぎてセイグラムみたいになってくれるなよ……お前は大切な親友だが、さすがに初夜には呼べん」

「え？」

「なんでもない。定型文でいい気もするが、ジェリオのことだ。放置しておくと危険なものであるおそれもあるし、一応開けてみろ。名前を出して送ってきた以上、そんな細さい工くをするとも思いにくいが……」

「そうですわ、高価な品の可能性は大ですし!!　現金である可能性も捨てきれませんし!!」

　くれる物はもらう主義のアリシアである。今回の件でジェリオが下げ種すであることは一層はっきりしたが、贈り物自体に罪はない。

「分かりました。届いてから、もう五日あまり過ぎているということですしね。腐くさらせて難なん癖くせをつけられても困りますし、開けてみましょう」

　緊きん張ちようをみなぎらせ、トレイスがうなずいた。

　程なく従じゆう僕ぼくたちが数人がかりで運んできたのは、大きな木箱だ。まずは外側からためつすがめつしたルアークが所見を述べる。

「今のところ、変なものが入ってる感じじゃないね」

「そうだな。ああ、念のためアリシア様は離れて下さい。では……開けます」

　ごくりと喉のどを鳴らし、トレイスがおそるおそる蓋ふたを開く。爆ばく発はつの可能性が捨てきれなかったのか、かなりびくびくしていたが、いざ中を覗のぞき込むと気抜けした表情になった。

「これは……香こう辛しん料りようの詰つめ合わせですね」

　拍ひよう子し抜ぬけするほど普通の中身だ。気き恥はずかしくなったのか、トレイスは苦笑いしている。

「湿しつ気けをふせぐ場所に保管していたはずですし、五日程度で腐るようなことはないでしょう」

「香辛料自体に防ぼう腐ふ能力があるしね。うわー、でも、これはたっかいのばっかりだなあ。ダンさんが喜びそう」

　贈ぞう答とう用ようの凝こった箱に記き載さいされた品名を確かめるルアークは、料理人の名前など出しながら珍めずらしく興奮している。食べ物にそれほどこだわりのない者ばかりのライセン家はもちろん、シルディーン王宮でもめったにお目にかかれないような逸いつ品ぴん揃ぞろいなのだ。

「まあっ、ざっと数百万ゼダル分はありますわ！　いえ、売り先を見定めれば、もっと……!!」

　換かん金きん前提で考えているアリシアに、ルアークは苦笑する。

「……自分で食べる気はないんだ、アリシアらしいね」

「だって、これを売ったお金で食べ物を買えば、当分食費がまかなえるわよ？」

「うーん、ちょっともったいない気もするなあ。黒くろ胡こ椒しようをかけると、肉の味がぐっと引き立つんだよねえ。でも、変なものが入っている可能性はあるし、直接口にしないほうが無難かなー。五日前に届いたなら、あの人の計画が失敗する前に手配されたものだろうし、大丈夫だとは思うけど……」

　気き負おった分脱だつ力りよくも激しいのか、のんきな会話を繰くり広げるアリシアたちに微笑ほほえみながら、トレイスは一通の封ふう筒とうをカシュヴァーンに向かって差し出した。

「お手紙も同封されておりますが、読まれますか？」

「そうだな、一応読もう。一応。……毒が塗ぬってあったりはしないよな？」

　封ふう蠟ろうを割り、そろそろとカシュヴァーンが手紙を開いた。幸い毒も塗と布ふされておらず、針だの爆ばく薬やくだのが仕掛けられている様子もなさそうだ。

「そうだ、リュクのやつですが、例のものがようやく仕上がったようです。カシュヴァーン様、後で確認を……」

　すでに贈おくり物の件は終わったものとし、次の話を始めたトレイスが怪け訝げんな顔をする。

「カシュヴァーン様？」

　さほど長くもない手紙を見つめたまま、カシュヴァーンは硬こう直ちよくしていた。

「カシュヴァーン様？　どうなさいましたの」

　夫の不ふ審しんな態度に気づいたアリシアは、まさか、と青ざめた。

「もしやそれは、請せい求きゆう書しよ……？」

「……なら、よかったな」

　ふーっ、と大きな息を吐いたカシュヴァーンは、おもむろに呼んだ。

「ルアーク」

　呼ばれたルアークの顔は、すでに張りつめている。

「……お前……そうか。サーリヤの件だけじゃなかったんだな。この話を匂におわされていたから、様子がおかしかったのか」

「──イズマイール殿下は、明言はしなかったけどね。ただ、可能性があるとか、ないとか」

「な、なんの話ですか？」

　トレイスがおろおろと二人を眺ながめやる。決まり文句が並んだものだとばかり思って、気軽に差し出した手紙が発ほつ端たんでいきなり空気が変わったのだ。責任を感じているのだろう。

　アリシアは、何も聞けない。

　胸の中でふくらむ嫌いやな予感に舌の根を押さえつけられているようで、何も言葉が出てこない。

　カシュヴァーンも、たぶん話を進めたくはないのだ。だが放置もできず、まるで尋じん問もんするように短い質問を投げかける。

「いつ、この話をされた」

「イズマイール殿下に初めて会った時、あの人ノーラを休きゆう憩けい室しつに誘さそったでしょ？　で、俺もついていった、あの時」

「あの野や郎ろう……」

　カシュヴァーンがうなり、アリシアもはっと気づいた。

　そういえば休憩室から戻って来た後、ルアークはやけに刺とげ々とげしい空気を振りまいていたのだ。あれからずっと、彼はサーリヤとイズマイールに顕けん著ちよな反応を示し続けていた。

「板いた挟ばさみで大変だっただろうし、あの人を責めないであげてほしいな。ご本人も言ってたでしょ？　ジェリオおにいちゃんは、弟さんにもたぶん話の全ぜん貌ぼうは教えてないんだよ。……手紙の内容、見ていい？」

　少しだけ迷う素そ振ぶりを見せたカシュヴァーンは、突き出すようにして彼に便びん箋せんを渡した。ルアークは、少々の時間をかけて内容をゆっくりと読み取る。

　息を詰めて彼の様子を見守っていたアリシアは、やがて顔を上げたルアークに微笑みかけられて戦せん慄りつを覚えた。

　その顔は見てはいけないもののように、あまりにも優しかった。

　──唐とう突とつに、ルアークによく似た銀ぎん髪ぱつの青年の顔が脳のう裏りに浮かんだ。ティルナードたちの模も擬ぎ結婚式の際にも戻ってきていなかったジェダだ。

　バルロイたちから情報を得るため、ラグラドールへ旅立った彼。その直前、「弟」ルアークとのやり取りが奇き妙みように印象深かったのはなぜなのか。

　あの時点ではサーリヤにはまだ自決の可能性があったのに、セイグラムがすでに使者を出しているとも言ったのに、なぜジェダまで出発する必要があったのかが心に引っかかっていたのだ。その答えが今分かった気がした。

　彼は大事なルアークのために密命を帯おびて旅立ったのだ。だが、残念ながら、ジェリオの動きはあまりにも早かった。

「ル、ルアーク、私……眼が、悪いから！　だから、見ても読めないかも」

「本は読めるでしょ、アリシア。ね、お願いだよ、読んでおいてくれる？　なんなら、俺が必要なところだけ読み上げてもいいよ。前半は白しら々じらしい挨あい拶さつだし、後半だけ読めばいいからさ」

　労いたわるような声と共に差し出された手紙を、アリシアはわずかな逡しゆん巡じゆんの後受け取った。熱いものにでも触ふれるようにそっと、並んだ文字に視線を滑すべらせる。







『親愛なるライセン強きよう公こう爵しやく閣かつ下か




（中略）

　ところで、貴公のご子し息そくとされているルアーク様の、実のお母様についてはすでにご存じでしょうか。長年の苦労が祟たたり、かなり衰すい弱じやくされているようですが、現在は私が持っている屋敷で元気に暮らしておいでです。

　ルアーク様のことはてっきり儚はかなくなったものと考えていらしたそうで、私がご存命であるとお話しすると、涙を流して喜んでいらっしゃいました。よろしければぜひ一度、ご子息様と一緒に彼女に会いにいらして下さい。色よい返事をお待ちしております。




　あなたの友　ジェリオ・シーガル』







　読みやすい文字で記載された、ていねいな手紙だった。








終　













あとがき






　お待たせして申し訳ありませんでした、小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ十九作目、『死神姫の再婚　─儚はかなき永遠の恋人達─』を読んでいただきましてありがとうございました!!




　すでにご存じの方も多いかと存じますが、今巻にてデビューからずっとお世話になっていた岸きし田だメルさんのイラストは終了となります。次巻よりはコミカライズでもお世話になった冨ふ士じ原わら良りようさんにお願いすることになっております。

　長年お付き合い下さった読者の皆様は複雑なお気持ちだと思いますが、できれば今度ともご愛あい顧こいただければ幸いです。次巻は二〇十五年冬の予定ですので、よろしくです!!





二〇十五年一月　　小野上明夜　　　　　　












『死神姫の再婚』シリーズ

担当イラストレーター交代のお知らせ










いつもビーズログ文庫をご愛読いただき、誠にありがとうございます。




『死神姫の再婚』のイラストを担当されているイラストレーターについて、お知らせがあります。




２０１５年２月刊の『死神姫の再婚』新章２巻をもって、イラストレーターを交代させていただくこととなりました。

岸田メル先生のイラストを楽しみにしてくださっていた読者の皆様、小野上明夜先生ならびに関係者各位には、ご迷惑をおかけいたしますことを深くお詫び申し上げます。




かねてよりスケジュール調整を重ねておりましたが、岸田メル先生が大変ご多忙であることや刊行予定等の事情を考慮いたしました結果、交代という形をとることとなりました。




なお、新しくイラストをご担当いただくのは、コミカライズも手掛けていただいた冨士原良先生です。




『死神姫の再婚』は、新章の５巻をもって完結を迎える予定となっており、編集部といたしましても、読者の皆様にもお楽しみいだくため、さらに作品を盛り上げていけるよう努めてまいります。

冨士原良先生のイラストとともに、小野上明夜先生の「死神姫の再婚』シリーズを、引き続きご愛顧いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。




岸田メル先生、小野上明夜先生、冨士原良先生からも、イラストレーター交代についてコメントをいただきました。







岸田メル先生

「死神姫の再婚」読者の皆様へ




「死神姫の再婚」挿絵担当の岸田メルです。

この度は皆様に残念なお知らせをしなければなりません。




７年の間、挿絵を担当させて頂いていた「死神姫の再婚」ですが、次巻を最後に、挿絵を冨士原良先生に代わって頂くこととなりました。




私としては今後も挿絵を描きたい気持ちが強かったのですが来年以降の刊行時期、冊数においてビーズログ文庫編集部側との折り合いがつかず、編集部側としてはこちらのスケジュールに合わせて刊行ペースを落とすのは避けたい、挿絵を代えてでも刊行ペースを優先させたい、との事でした。




本当に、本当に残念な思いですが、刊行を心待ちにしている読者の皆様や著者の小野上明夜さんにご迷惑をおかけするのは私にとっても不本意であるため、編集部の意向に従う形となりました。




それでも、シリーズの途中で挿絵が変わってしまうことに関して、読者の皆様には大変申し訳なく思います。

私にとって「死神姫の再婚」は本当に愛着のあるシリーズで、それは今後も変わりません。

コミカライズを担当されていた冨士原良先生であれば、読者の皆さんにとっても違和感がないのではと思います。

冨士原先生、「死神姫の再婚」をどうかよろしくお願いいたします。




是非とも、最後まで楽しんで、見届けて頂けるとありがたく思います。




小野上明夜先生

長くシリーズを支えてくださった岸田メルさんご多忙のため、「死神姫」のイラストは今後、コミカライズも手がけていただいた冨士原良さんにお願いすることになりました。

気分も新たにがんばっていきますので、これからも応援よろしくお願いします!!




冨士原良先生

以前コミカライズを担当しておりました冨士原です。

新章の３巻より、イラストを担当させていただくこととなりました。

形は違いますが、一ファンとしてまた死神姫の絵を描けることは嬉しいです。

頑張りますので、どうぞよろしくお願いします！








著者

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

永遠のものなどこの世にはなく、あったらあったで持て余すだけだと分かっていても、人は奇跡を願わずにはいられないものですよね。

そういう訳で長めの休みの終わり際には、常に永遠を願ってやまない私です。お、お仕事大好き!!

ブログ「空のお城」

http://onogami.bloglO3.fc2.com/










イラスト

岸田メル

Mel Kishida




新章２巻です。

よろしくお願いします。
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